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六甲山の魅力や楽しみがいっぱいつまった「六甲山物語」の第５ 

弾が発行されます。心からお喜びします。 

 

港と並ぶ神戸のシンボル六甲山。春には眩しいほどの新緑が萌え、 

秋には木々が鮮やかに色づくなど、四季折々の異なった表情で私た 

ちの目を楽しませてくれます。南北を海と山に囲まれた神戸は、人 

口150万人の大都市でありながら、自然が織りなす美しさを日々享 

受してきたといえましょう。 

 

その六甲山の自然環境を守りながら、さらなる魅力アップを図ろうと、新たな取り組み

が始まっています。現在、環境省、兵庫県、神戸市、民間事業者、地域住民が連携を図り

ながら、魅力ある眺望スポットやハイキングコースの選定、山上の遊休施設の再生など、

六甲山全体の活性化に向けた検討を進めているところです。 

先人たちの懸命の努力によって育まれてきた豊かな環境を、しっかりと守り、磨き、次

代へと引き継いでいかなければなりません。 

 

皆さんの「六甲山魅力再発見市民セミナー」も、六甲の魅力を多くの人々に伝える素晴

らしい活動です。平成15年のスタート以来、自然環境はもとより、歴史、文化、産業、レ

ジャーなど多彩なテーマを取り上げ、去る10月の第132回をもって最終回を迎えました。

皆さんのこれまでのご尽力に改めて敬意を表します。 

 

この「六甲山物語5」も、シリーズ最終巻として15年間のセミナーを締めくくる集大成。

既刊の4巻と併せ、あらゆる魅力を凝縮した、まさに「六甲山百科」の完成です。 

会ではさらに、セミナーの開催により蓄積した情報を「六甲山郷土誌」として再編纂し、

今後ホームページで発信されると伺っています。 

こうした活動を通して、より多くの人々に六甲山の魅力を知っていただき、自然に親し

み、いきいきと交流する人々の輪が、この六甲を舞台に大きく広がっていくことを願って

います。 

 

最後になりましたが、六甲山を活用する会の今後ますますのご発展と会員の皆様のご健

勝でのご活躍を心からお祈りします。 

兵庫県知事 



 

    ご挨拶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび、『六甲山物語５～六甲山をさらに知る 続１２話』を発刊することになりました。

既刊の『六甲山物語１』／平成１９年、『六甲山物語２』／平成２１年、『六甲山物語３』／平

成２４年、『六甲山物語４』／平成２５年に続く、シリーズ最終編の第５号になります。これら

５冊で、六甲山を多様な視点から理解できる１３２の話題を提供します。六甲山について幅広

い知識や情報を得る案内書として、多くの皆様にご活用いただけるものです。 

この『六甲山物語５』は、平成２７年度の第１２１回から平成２９年度の第１３２回まで３

年間１２回にわたる、市民セミナー報告書を再編集したものです。『六甲山物語１～４』で基本

にした６つのジャンルを踏まえて、「六甲山を見渡す」、「六甲山を辿る」、「六甲山に親しむ」と

いう３つのジャンルに編成しました。巻末には３００項目以上の用語索引も掲載しました。 

 

 私ども「六甲山を活用する会」は、「六甲山魅力再発見市民セミナー」を平成１５年から９年

間は毎月第３土曜日に１０８回開催しました。平成２４年度から４月・６月・８月・１０月の

年４回、第３土曜日に自然体験会と組み合わせて６年間２４回開催しました。平成１５年から

１５年間で１３２回、延べ参加者は３，５２５名(１回平均２６，７名)になります。六甲山上

で地域を研究し交流する生活文化を定着し、多岐にわたる知見や情報を集積できました。六甲

山を知るための情報を集めるという初期の目的はほぼ達成できましたので、現行の「市民セミ

ナー」はいったん終了することにしました。そして、『六甲山物語』をはじめ蓄積した情報を多

くの市民に活用してもらうことに注力していきます。 

 

 「六甲山魅力再発見市民セミナー」をきっかけにして、六甲山記念碑台周辺での環境保全整

備活動やアセビ伐採による森の再生調査に取り組み、「まちっ子の森」や「六甲山頂・森と歴史

の散歩道」を保全整備しています。これらの地域の魅力を生かして環境学習や自然体験の催し

も運営しています。まさに、魅力再発見から魅力創造に進展しました。 

 

大都市の市民が手探りで「地域研究」を続けて、六甲山の「郷土誌」と呼べるものを蓄積し

ました。この成果物や運営のノウハウは山麓の市民の人たちはもとより、全国で「地域」に関

心を注ぐ人たちにも提供できるものだと考えています。これを「六甲山発郷土誌づくり」とし

て活用しやすいものに編集し、広報し普及することを目指します。 

さらなるご支援をお願いいたします。 

２０１８年１月 

六甲山を活用する会 

代表幹事 堂馬 英二 
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Ｐ１ 

Ｐ２ 

目次目次目次目次      Ｐ３ 

１．六甲山を見渡す～地域の特性と都市環境～  
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⑤六甲山発郷土誌づくりの歩み       第 132 回  堂馬 英二 どうま えいじ 

Ｐ４ 

Ｐ５～７ 

 

Ｐ８～１０ 

Ｐ１１～１３ 

Ｐ１４～１６ 

Ｐ１７～１９ 

２．六甲山を辿る～六甲山の歴史と文化～ 

①六甲山の茶屋群をみんなの文化財に     第 121 回 小代 薫   こしろ かおる 

②文化遺産としての六甲山ホテル旧館    第 126 回 笠原 一人 かさはら かずと 

③海文堂、震災、そして陳舜臣さん     第 128 回 平野 義昌 ひらの よしまさ 

＋野坂昭如さん 

④六甲山開発史 バージョン２               第 131 回 森地 一夫 もりち かずお 

Ｐ２０ 

Ｐ２１～２３ 

Ｐ２４～２６ 

Ｐ２７～２９ 

 

Ｐ３０～３２ 

３．六甲山に親しむ～生活文化と環境学習～ 
①シム記念摩耶登山マラソンの歩み      第 122 回 前田 康男 まえだ やすお 

②六甲山で森林療法              第 123回 西村 典芳 にしむら のりよし

③六甲山系のチョウ             第 125回 谷本 祥二 たにもと しょうじ 

Ｐ３３ 

Ｐ３４～３６ 

Ｐ３７～３９ 

Ｐ４０～４２ 

索引 

H27～29 市民セミナー・プログラム 

編集後記：『六甲山物語５』編集委員会 

Ｐ４３～４５ 

Ｐ４６ 

Ｐ４７ 

２０１６年２月２１日の朝日新聞に閉鎖さ

れた「六甲山ホテル旧館」の保存を要

望する記事（左）が掲載されました。１世

紀近い六甲山開発史が転換しそうな予

感がします。 

２０１６年６月１８日開催の第１２６回市

民セミナーの参加者が旧館前で記念写

真を撮りました。 
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１．六甲山を見渡す 
～地域の特性と都市環境～ 

 

    

    

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『六甲山物語５』の第１段は「１．六甲山を見渡す」です。ここには、六甲山の地域特

性を踏まえて、この都市環境にどんな関わりを考えるかという話題を集めています。 

兵庫県立大学の三俣 学さんは経済学者で、北欧の自然の共用制や入会林野を研究され

ています。市民の自然資産である六甲山とどのように関わっていくかという視点から示唆

を与えていただきます。 

摩耶山再生の会の慈 憲一さんは地域活動家としてご活躍です。平成２２年の摩耶山の

ケーブル・ロープウエ－廃止の動きに対して、神戸市に存続を提案し摩耶山再生の会を結

成して、地域を生かす様々な実践を続けておられます。 

人と自然の博物館の中瀬 勲さんは景観園芸のオーソリティです。最終年度の記念とし

て景観計画の現況や課題について大所高所からのお話をお願いしました。１２年前の第２

６回以来２度目のご登場です。 

神戸都市問題研究所の新野 幸次郎さんは神戸を代表するシンクタンクの重鎮で、行政

の重要施策の審議などでご活躍です。最終年度を記念して六甲山と市民の関わりについて

示唆を与えていただきました。 

最終回は六甲山を活用する会の堂馬 英二が、「市民セミナー」の背景や運営を説明し

て締めくくりました。１５年で１３２話という貴重な成果を、改めて「六甲山発郷土誌」

として広く普及することを今後の課題として述べました。 

 

①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山の利活用を考えるの利活用を考えるの利活用を考えるの利活用を考える    
～環境資源管理の議論から～～環境資源管理の議論から～～環境資源管理の議論から～～環境資源管理の議論から～        Ｐ５～７Ｐ５～７Ｐ５～７Ｐ５～７    

    

三俣三俣三俣三俣    学学学学    みつまたみつまたみつまたみつまた    がくがくがくがく    

兵庫県立大学兵庫県立大学兵庫県立大学兵庫県立大学    経済学部経済学部経済学部経済学部    
教授教授教授教授    
第１２４回市民セミナー講演 

２０１５年１０月１７日 

②②②②摩耶山再生の会の活動摩耶山再生の会の活動摩耶山再生の会の活動摩耶山再生の会の活動                Ｐ８～１０Ｐ８～１０Ｐ８～１０Ｐ８～１０    
                                                         

 

④④④④六甲山を市民のものに六甲山を市民のものに六甲山を市民のものに六甲山を市民のものに    
                                                                        ＰＰＰＰ１１１１４４４４～～～～１１１１６６６６    

新野新野新野新野    幸次郎幸次郎幸次郎幸次郎    にいのこうじろうにいのこうじろうにいのこうじろうにいのこうじろう    

神戸都市問題研究所神戸都市問題研究所神戸都市問題研究所神戸都市問題研究所    
理事長理事長理事長理事長    
第１３０回市民セミナー講演 

２０１７年６月２４日 

  

 

③③③③再び、再び、再び、再び、六甲山六甲山六甲山六甲山のののの景観計画を考える景観計画を考える景観計画を考える景観計画を考える    
                                                        ＰＰＰＰ１１１１１１１１～～～～１１１１３３３３    

中瀬中瀬中瀬中瀬    勲勲勲勲    なかせなかせなかせなかせ    いさおいさおいさおいさお    

兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    
館長館長館長館長    
第１３０回市民セミナー講演 

２０１７年４月１５日 

⑤六甲山⑤六甲山⑤六甲山⑤六甲山発郷土誌づくり発郷土誌づくり発郷土誌づくり発郷土誌づくり            Ｐ１７～１９Ｐ１７～１９Ｐ１７～１９Ｐ１７～１９    
    の歩みの歩みの歩みの歩み                                                        

堂馬堂馬堂馬堂馬    英二英二英二英二    どうまどうまどうまどうま    えいじえいじえいじえいじ    

六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    
代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事    
第１３２回市民セミナー講演 

２０１７年１０月２１日 

 

 

慈慈慈慈    憲一憲一憲一憲一    うつみうつみうつみうつみ    けんいちけんいちけんいちけんいち    

摩耶山再生の会摩耶山再生の会摩耶山再生の会摩耶山再生の会    
事務局長事務局長事務局長事務局長    
第１２７回市民セミナー講演 

２０１６年８月１２０日 
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.124 
環境資源としての六甲山
ノ三俣 学 
2015 年 10 月発行 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、

セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団    

 

秋晴れの自然秋晴れの自然秋晴れの自然秋晴れの自然歩道で歩道で歩道で歩道で２２２２２２２２名がササ刈り名がササ刈り名がササ刈り名がササ刈り    

 朝の記念碑台は快晴、自然体験 
会に２２名が参加し、「散歩道」の 
ササ刈りをしました。三俣先生と 
ゼミ生３名も参加し、六甲山ホテ 
ル東までの約５００ｍで三々五  々

に分かれて作業しました。 
 午後の講演に２７名が参加しま 
した。森づくりや山道整備の体験 
をテーマに結びつけて考えました。 

三俣ゼミは下唐櫃村で林業三俣ゼミは下唐櫃村で林業三俣ゼミは下唐櫃村で林業三俣ゼミは下唐櫃村で林業もももも研究研究研究研究    

三俣先生は県立大学に赴任して１２年間ずっと、「卒業記
念ウォーク」を続けておられます。森林植物園で禿げ山の展
示コーナーを見て、森林が人間社会にとっていかに重要かを
学ぶのです。北六甲の下唐櫃村でも桧林の間伐を体験し研究
されています。本格的にフィールドワークを実践する経済学
徒を養成されていることに感心します。今回は、「環境資源
としての六甲山」というテーマで、「六甲山は誰のもの？」
と投げかけて案内をしました。当日は、さらに焦点を絞って
「六甲山の利活用を考える～環境資源管理の議論から～」の
資料をご用意いただき、テーマと講演内容も修正しました。 

資源管理の議論資源管理の議論資源管理の議論資源管理の議論から、から、から、から、六甲山六甲山六甲山六甲山の利活用の利活用の利活用の利活用を考えたを考えたを考えたを考えた    

資源管理の議論の源流として、Ｇ．ハーディンの論文「コ
モンズ（共同地）の悲劇」を紹介されました。続いて、エリ
ノア・オストロムがノーベル経済学賞を受賞した学説を上げ
て、「コモンズは悲劇に陥らない」と、「ローカルルール」の
形成を説明されました。２つの理論を、甲賀の入会林野で実
証研究され、「ローカルルール」の形成を確認されています。
これら学術研究を背景に、「協治」の事例研究を進められ、
イギリスと北欧の自然アクセス制度の調査をされています。 
続いて、現地で撮影された写真を使って、興味深いエピソ

ードを感動込めて話されました。イギリスの「歩く権利法」、
フットパスの特徴を説明され、次は、スウェーデンの「万人

講師：講師：講師：講師：三俣三俣三俣三俣    学学学学さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    

１９７１年（昭４６）生まれ 年齢
４３歳 ご出身地：愛知県 
現在、兵庫県立大学経済学部教授。
その間、リヴァプール大学マンクス
研究所客員研究員（英国）、エヴァー
グリーン大学交換教員派遣（米国）
を歴任。 
 

 

第１２４回テーマ 

六甲山の利活用を考える 
～環境資源管理の議論から～ 

●Ｇ．ハーディンの論文から始まった 
資源管理の議論 

●グローバル時代の資源・環境問題 
と「協治」という考え方 

●英国と北欧の自然アクセス制度 

権（ばんにんけん）です。「私有地公用地を自由にアクセス
する権利」が国の柱に据えられていること、「野外活動は自
然における経験の活動を通じて、自然と魂がバランスを保
つ生活様式だ」という哲学が根づいているとのことです。
「歩く権利法」や「万人権」は歴史の経験から紡ぎ出され
ています。日本の土地所有は「絶対排他的権利」で、アク
セス権を広めるのが難しいという現実も知りました。 
    
    
    
    
    
    
    
    

改めて「六甲山を使わなくちゃ改めて「六甲山を使わなくちゃ改めて「六甲山を使わなくちゃ改めて「六甲山を使わなくちゃ、、、、もったいない」もったいない」もったいない」もったいない」    

当会は当事者でない外縁の市民として、六甲山の新たな
「便益」を探っていると理解できました。これまでの六甲
山の「便益」が推移し変化するだろうと予見しました    

※※※※詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    
 

実施日：平成２７年１０月１７日（土） 

     午前１０時～ １５時４５分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

 今回のセミナーは、六甲山の活用という 
課題に対して、どう活用するのかという視 
点ではなく、活用していくためにはどのよ 
うな課題があり、何が必要かという視点に 
立つものだと感じた。活用のためにはアク 
セスをしやすくすることは重要である。 
しかし、その場合、欧州や英国のアクセス権の話にあった

ように問題が生じてくる。そのため、所有・利用・管理の在
り方を改めて考えていくべきだと感じた。 
また、当日の朝に行った笹を刈る活動を通し、管理の大変

さを身に染みて感じることができた。 

 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        柳川柳川柳川柳川さんさんさんさん    

 

ササ刈りに出発ササ刈りに出発ササ刈りに出発ササ刈りに出発    

イギリスのフットパスイギリスのフットパスイギリスのフットパスイギリスのフットパス    

ブルブルブルブルベリーベリーベリーベリーを摘む女子大を摘む女子大を摘む女子大を摘む女子大学学学学生生生生    ブルべリー集めブルべリー集めブルべリー集めブルべリー集めをををを商売に商売に商売に商売にするするするする    



6 

  

のか、私は考えた。 
●禿げ山の問題：明治時代、「この山はみんなの山だ。
燃料が必要だ」と取り放題取ったので大原共有林野は禿
げ山になった。水害・災害が多発し、集落の人たちは自
分の問題、禿げ山の問題を考え出して、すぐに規約を作
った。これがローカルルールだ。 
●規約と罰則：ルールができてモニターする。そして罰
則も決め、状況に応じて罰則する。こういう風なローカ
ルルールを作って、ここの禿げ山から脱した。 

２．グローバル時代の資源・環境問題と  

「協治」という考え方 

■■■■グローバル時代の資源管理グローバル時代の資源管理グローバル時代の資源管理グローバル時代の資源管理    
昭和３９年から木材利用の関税がほとんどゼロで、人

工林を２世代３世代かけて伐っても割りに合わない。外
材が日本の人工林と取って代わり、市場を占有した。 
●山林の放置：雑木林が手つかずに、そして竹林が放置
され、活用が低減されていく。管理義務だけが大きくな
って、そこからもたらされる便益が少なくなってきてい
る。元から使っていたメンバーが放置しはじめて、元々
の山が公益的機能を発揮しなくなってくる。 
●外縁者の便益：便益が直接、所有者にではなく、むし
ろ、外縁の流域住民だとか、都市市民、漁師にぶ及ぶよ
うになった。「当事者ではないけれど、これを管理する」
という図式になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■■■■協治の研究協治の研究協治の研究協治の研究    
グローバル時代には資源の持っている意味合いが少

しずつ変わっきた。所有とか利用とかの関係を新たに組
み直していく必要がある。 
●「協治」の考え方：東京大学の井上真（いのうえ ま
こと）が、「協治」を「中央政府、地方自治体、住民、
企業、ＮＧＯ、地球市民など様々な主体（利害関係者）
が、協働（コラボレーション）して資源管理を行う仕組
み」と定義している。井上の議論では「開かれた地元主
義」が示され、閉鎖性の強い地元主義ではなくて、ある
程度自分たちと周りの人たちとの関係を上手く構築し
ながら、資源管理を行う重要性が指摘されている。 
●「協治」の事例研究：様々な所有者も利用者も、みん
なが理想的にひとつの目標を達成するために、行動でき
るかということを考えている。他にそういった「協治」
にあたるような枠組みを持って「協治」している事例は

●Ｇ．ハーディンの論文から始まった 
資源管理の議論 

●グローバル時代の資源・環境問題 
と「協治」という考え方 

●英国と北欧の自然アクセス制度 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：１０～１２：００ 
２．講演  ：１３：００～１４：５０ 
３．意見交換：１５：１０～１５：４５ 
 

第１２４回テーマ：六甲山の利活用を考える 
～環境資源管理の議論から～ 

    

第１２４回市民セミナーの流れ 
 

講演の経緯（三俣 学さん） 

■■■■環境資源管理から六甲山の利活用を考える環境資源管理から六甲山の利活用を考える環境資源管理から六甲山の利活用を考える環境資源管理から六甲山の利活用を考える    
写真が３０枚か４０枚あり、退屈に 

ならないようわかりやすくお話ししま 
す。皆さんと共有したいのは、六甲山 
など山や海や川など、本来どう管理す 
ればいいのか、その前提としてどうと 
らえていけばいいか、ということです。 

講演内容 

１．Ｇ．ハーディンの論文から始まった 

資源管理の議論 

■■■■ギャレットギャレットギャレットギャレット．ハーディングの論文．ハーディングの論文．ハーディングの論文．ハーディングの論文    
1968年にサイエンスに「The Tragedy of the Commons」

(共同地の悲劇) を書いた。資源管理論や環境論など、
研究者の中で最も引用の多い論文で、「所有権がはっき
りしない、利用管理が決まっていないと、悲劇の結果に
なる」という。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●コモンズの悲劇：不特定多数の人が自分のやり方で管
理すると、自分の羊や牛を好き放題に入れ、牛が増えす
ぎて、牧草地の草は根こそぎ枯れてしまう。共同放牧地
は、皆がそこを好き勝手に使えるから悲劇が起こる。だ 
から公の持つ権力によるか、市場的な私的管理にすれ
ば、そのような悲劇はおこらないという。 

■ローカルルールの形成■ローカルルールの形成■ローカルルールの形成■ローカルルールの形成    
2009 年に女性で初めてノーベル経済学賞を受賞した

エリノア・オストロムが、共用とか、共有の新しい意味
を学問上で打ち立てた。「ある条件下では、利用者集団
が長期にわたって、地域の資源を持続的に管理してき
た」「コモンズは悲劇に陥りませんよ」と、ハーディン
の理論に異を唱えた。 
●ローカルルール：「環境資源が便益（利益）を及ぼす
限りにおいて、利用者は環境資源を守る義務を果たす」。
なぜ上手くいくかというと、ハーディンが見落としてい
た、「ローカルルール」が形成されるからだ。 

■入会林野の研究■入会林野の研究■入会林野の研究■入会林野の研究    
滋賀県・三重県の県境の甲賀に大きな共有林、入会林

野がある。ここで、ハーディンが正しいのか、オストロ
ムが正しいのか。ちゃんとローカルルールが出来ていく

講演する三俣さん講演する三俣さん講演する三俣さん講演する三俣さん    

三俣ゼミの３人三俣ゼミの３人三俣ゼミの３人三俣ゼミの３人    
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ないのか研究して、１０年くらいになる。 

３．英国と北欧の自然アクセス制度 

■■■■イギリスの歩く権利イギリスの歩く権利イギリスの歩く権利イギリスの歩く権利    
自然を愛でるために、「歩く権利が設定されている場

所」を歩くことができる。元々は領主が囲い込んで、私
的所有・所有概念がはっきりしている。    
●キンダースカウト事件：1932年にピークディストリク
トという美しい丘に日常的に上っていた労働者達を、領
主が閉め出した。それは許せないと数百人が集まって行
動を起こし、逮捕者が３名出た。マスコミが報道したら、
「長らくそういう自然にずっと飢えてきたわけで、歩く
ことぐらい構わないじゃないか」と議論を喚起し、「歩
く権利法」の制定につながった。 
●フットパス：英国の共同地は 
全部「歩く権利」がかかってい 
て、2000年法によって全面的に 
アクセスできる。歩く権利の道 
は１８万キロ～１９万キロに達 
する。私的所有者はそのアクセ 
スを拒んではいけない。 
●マップ化：多大な費用をかけ 
て、行政の責任でマップ化して 
いる。ＧＩＳといって、ハイテ 
ク機能、衛星写真を用いて、ど 
こが「歩く権利」がかかってい 
るか、ボタンを押すと見える。 

■■■■ススススウェウェウェウェーデンの万人権ーデンの万人権ーデンの万人権ーデンの万人権    
「全ての人がある制約下において、私有地・公有地を

自由にアクセスする権利がある」と、国のひとつの柱と
して据えられている。ある制約というのは、「プライバ
シーを侵害しない」「自然を破壊しない」の２つだ。 
●野外活動の哲学：「野外活動は自然における経験の活
動を通じて、肉体と魂がバランスを保つ生活様式だ」と
いう哲学があり、自然にアクセスする権利が慣習として
残され、ゲルマン民族の根元的な部分を成すとされる。 
●万人権に関わる問題：スウェーデン人に雇われて、多
くのタイ人が、１日かかって手で摘んだブルーベリーを
買い上げる。商業的に使う人が出てくると、ふつうにお
しゃべりして日常的に採って食べる人たちとの間に、少
しずつ温度差が出てくる。多様な利用者がいる。 
●万人に開いたアクセス制度の評価：１番目は人々の自
然への関心を喚起できる。２つ目は、環境保全政策への
国民の理解。３番目は、より多くの人たちがアクセスす
れば、その人たちも、意志決定に加わる可能性が出てく
る。乱開発、放置の抑制機能。開発の抑制をするような
機能がある。４番目がそういったアクセスを通じていろ

市民セミナーVol.124 
環境資源としての六甲
山ノ三俣 学 
2015 年 10 月発行 

 

・日本ではもうからないものが見向きされないのが残念だ。 
・英国、北欧の自然活用が長い歴史の間に培われてきた。 
・欧州のように健康に過ごせる権利、思想を広げていきたい。 
・欧州の制度を興味深く拝聴、日本での適用をどうするか。 
・若い人も参加されたのは良かった。 
・これからも市民セミナーを続けていただきたい。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：２７名（５０音順・敬称略） 
泉  美代子 伊谷 幸子 伊谷 正弘 大森 敦史
岡  敏明 岡谷 恒雄 奥田 信也 川添 拓也 
木村 正典 小代  薫 真川多一郎 實松 良次  
芝 勝行 柴田 将八 鬣(たてがみ)峻 徳見 健一 
堂馬 英二 中尾 啓子 南部 哲夫 藤井宏一郎 
松岡 達郎 三俣  学  村上 定広 柳川 恵理子 
柳田 千惠子 湯浅 久雄 吉田 信子 
 

 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント：「六甲山の利用を考える」～環境資源管
理の議論から～ 

◆参加者◆参加者◆参加者◆参加者の声の声の声の声 
・六甲山はみんなのもの、恩恵を受けている。山を保全する
ために何ができる、一人ひとりが考える必要がある。 

・「フットパス」「万人権」と、六甲山活用との関連を知った。 
 

三俣三俣三俣三俣    学学学学：みつまた がく 

兵庫県立大学経済学部 教授 
〒651-2197 神戸市西区学園西町 8丁目 2-1 
電話: 078-794-5469 
Email: gaku@econ.u-hyogo.ac.jp 
 

んな形で生態系のサービスが供給される。 
●懸念される点：たくさんの係争が発生する。私的な権
利と公的な権利のせめぎ合いになり、そこの棲み分けを
上手くするため、行政の費用負担も大きくなる。仮に機
械を使った採取がなされれば問題は深刻化するだろう。
それが頻発すれば、野外活動の縮小に進んでいく。 
●行動規範の共有：アクセ 
スすることがどこまで許さ 
れて、許されないのか、共 
有化されることが必要だ。 
親から、自分が子どもの頃 
に連れて行ってくれた時に 
散々教えられている、とい 
うのが行動規範としてある。 

質疑応答 
◆奥田◆奥田◆奥田◆奥田：：：：「健康で文化的な生活」が憲法２５条で保障さ
れている。六甲山を健康のための施設として使いたい。 
●●●●三俣三俣三俣三俣：：：：深い問題提起だ。今の日本は経済市場主義で思
想的基盤も明治時代から変質した。それを取り戻す一つ
の皮切りが「健康」や「文化」ということかもしれない。 
●●●●三俣三俣三俣三俣：：：：利用者間のトラブルの調整も必要。法学的には
「所有権の内在的制約」という議論がある。日本の私的
所有は他国と比してかなり強い。不在村地主の放置もな
かなか是正しにくい。 
◆鬣（たてがみ）◆鬣（たてがみ）◆鬣（たてがみ）◆鬣（たてがみ）：：：：イギリスのフットパスや北欧の万人
権は、都市部でどの程度認められるのか。 
●●●●三俣三俣三俣三俣：：：：「都市コモンズ」がある。イギリスの場合は1925

年に「財産法」ができた。大都市の入会地、共用で使っ
ている所はすべて歩く権利を付与するという法律。北欧
の万人権は、都市部の方でも田舎同様に行使できる。 
●●●●三俣三俣三俣三俣：：：：都市部と農村部では万人権に対する考え方が違
うと予想したが、違いはなかった。家庭教育の段階で、
自然との付き合い方を学んで、行動規範になっていた。 
●●●●三俣三俣三俣三俣：：：：法の流れはローマ法とゲルマン法に分けられ
る。日本はローマ法の体系を汲んでおり、所有権の描か
れ方は「絶対排他的権利」になる。ゲルマン法は、社会
的な関係において、所有権のあり方は規定される。 
●●●●三俣三俣三俣三俣：：：：戦後の象徴的なものが、高砂市の入浜権運動。
高度成長で火力発電所が海岸を占拠し、住民や利用者が
閉め出された。裁判で「入浜権」を争ったが負けた。日
本でアクセス権を認めていくのは大変難しい。 

事務局から 
「六甲山て誰のもの？」と問いかけてスタートした。

これからもずっと考えていく。今日は六甲山上での議論
の出発で、こんな議論を続けることを提案したい。 

フットパスの杭フットパスの杭フットパスの杭フットパスの杭    

アンケートの回答を待つ子どもアンケートの回答を待つ子どもアンケートの回答を待つ子どもアンケートの回答を待つ子ども    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.127 
摩耶山再生の会の活動ノ
慈 憲一 
2016 年 8 月発行 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘灘灘灘区役所、神戸市教育委員会区役所、神戸市教育委員会区役所、神戸市教育委員会区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴム大阪コミュニティ財団（東洋ゴム大阪コミュニティ財団（東洋ゴム大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、グループ環境保護基金）、グループ環境保護基金）、グループ環境保護基金）、    
コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団    

 

午前中は散歩道のササ刈り午前中は散歩道のササ刈り午前中は散歩道のササ刈り午前中は散歩道のササ刈り    

記念碑台は晴れで、午前中の活動に１８名が参加しまし
た。イベント清掃ぴかぴか隊の１４名は散歩道とまちっ子の
森でササ刈りの作業をしました。４名は散歩道をシュライン
ロードを経て周回しました。 
午後の講演には２６名が出席しました。 

慈慈慈慈さんは震災後から一貫して灘区の活動家さんは震災後から一貫して灘区の活動家さんは震災後から一貫して灘区の活動家さんは震災後から一貫して灘区の活動家    

慈さんは、「灘区民にと 
っての山は摩耶山」で､六 
甲山はレジャーの山みた 
いだ。長峰とか摩耶山は 
日常的に歩いて上がって、 
裏山として親しんでいた。 
摩耶山は信仰の山で、中 
腹に天上寺があって、よ 
くここに連れて行かれた。 
実は摩耶山は嫌いやった。お寺しか無くて、「寺の人間が何

で寺に行かなあかんのか」と思っていたと、摩耶山に関わる
原風景を紹介された。阪神淡路大震災の翌年、神戸に戻って
きて、灘区の地域復興活動に２０年関わっておられるコーデ
ィネータで、地域活動のコンサルタントとしては主流でない、
万人受けすることができないと自認されています。摩耶ビュ
ーライン復活の渦中で、「ふだん使いの山」にこだわって地域
ぐるみの活動を根づかせている存在感は大きいです。 

まやまやまやまやビューライン復活で地域連携の盛り上がりビューライン復活で地域連携の盛り上がりビューライン復活で地域連携の盛り上がりビューライン復活で地域連携の盛り上がり    

講演の冒頭で、阪神大震災 
後の地域への関わりを紹介さ 
れた。西灘の味泥復興委員会 
で初めて関わり、灘区民まち 
づくり委員会の企画委員とし 
て、「なだだな」の制作をは 
じめ、地域全体を見渡した活 
動を発展しています。そして、 
摩耶ケーブル・ロープウエイを 
残す方向で取り組み、摩耶山再生の活動につながっています。 
震災後復活した「まやビューライン」の乗客を増やすため

講師：講師：講師：講師：慈慈慈慈    憲一憲一憲一憲一さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1966年（昭41）神戸市灘区出身・在住。
東京在住時に阪神・淡路大震災で実家
が被災、翌年神戸に戻る。灘愛をテー
マにしたメールマガジンやWEBサイト
などでマニアックな灘情報を発信しつ
つ、数々のイベントを開催。2013年摩
耶山でレンタルショップ monte702 開
店。灘百選の会事務局長、摩耶山再生
の会事務局長など灘的肩書き多数。 

 

 

第１２７回テーマ 

摩耶山再生の会の活動 
 

●阪神大震災後、灘区で 

「まちあそび」 

●摩耶ケーブル・ロープウェイ 

存続を提案 

●「摩耶山再生の会」の実践と今後 

 実施日：平成２８年８月２０日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

 ぴかぴか隊１４名で参加させて頂きま 
した。お話の中で今ではなくなっている 
掬星台の山上遊園地や摩耶観光ホテル等 
賑わっていた頃があった事も知り、寂し 
くなった摩耶山を再生させる慈さん達の 
大変な努力に感心しました。イベントの 
企画等の内容もユニークで、沢山のアイデアを持たれ、
それを将来構想やマヤ暦等で実行されています。今後と
もより一層、摩耶山そして六甲山が市民のいこいの場所
となりますようにご活躍をお祈りいたします。 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        木下木下木下木下さんさんさんさん    

 

にいろんなイベントを着想して実践 
しますが、乗客数は低下し存続の危 
機を迎えます。2006年に「リュック 
サックマーケット」のイベントを導 
入して活路を見出していきます。 
しかし、2010年に、「まやビューラ 

インを来年廃止」と報道されて愕然と 
し、「摩耶山再生会議」を設立し、神 
戸市に存続の「提案書」を提出しま 
す。そして「将来構想」の具体化を１ 
年かけて錬り、再度「提案書」を提出 
します。１ヶ月後に神戸市長が存続の 
意向を表明しました。市民活動がオーソライズされる転機に
なり、実行的な団体「摩耶山再生の会」が設立されます。 
そして、イベントをどんどん拡充しつつ、「坂バス」でア

クセスも改善するなど、地域を巻き込み、震災後の復興プラ
ンも活かすなど、多彩な活動が進展します。これらの経緯を
失敗談も交えながら、にこやかに話されました。 

卓越した「手作りの山あそび」卓越した「手作りの山あそび」卓越した「手作りの山あそび」卓越した「手作りの山あそび」？？？？に感服に感服に感服に感服    

摩耶山は盛り上がっていると聞いていました。摩耶山のア
クセスが廃止されるという致命的な課題に対して、本腰を入
れ本格的な取り組みをされている実態を知りました。ピンチ
をチャンスに変える、地域挙げての活動を創出したのです。
立役者の慈さんと仲間、地域の皆さんにエールを贈ります。 

掬星台リュックサックマーケット掬星台リュックサックマーケット掬星台リュックサックマーケット掬星台リュックサックマーケット    

灘区から中央が摩耶、隣は長峰・六甲灘区から中央が摩耶、隣は長峰・六甲灘区から中央が摩耶、隣は長峰・六甲灘区から中央が摩耶、隣は長峰・六甲    

摩耶ケーブル・ロープ摩耶ケーブル・ロープ摩耶ケーブル・ロープ摩耶ケーブル・ロープウエイウエイウエイウエイ    

「将来構想」「将来構想」「将来構想」「将来構想」    
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■■■■「「「「まやまやまやまやビューライン」として再出発ビューライン」として再出発ビューライン」として再出発ビューライン」として再出発    
水害とか戦争で中止になっても何とか復活したが、

1995 年の震災で、大木が倒れ、トンネルも埋まり、復
活は無理だと半ばあきらめかけた。 
●6年後に復活：灘区や神戸市民の人が、ぜひ復活させ
たいと署名運動をした。6 年後の平成 13 年に復活し、
「まやビューライン」という名前に改めて再出発した。 
●乗車数の低下に危機感：初年度は30 何万人乗った。
それでも大赤字だがたくさん人が乗った。摩耶ビューラ
インの友の会ができ、一口なんぼでみんなで支えた。復
活した平成13 年(2001)をピークにまた落ちていく。平
成18年か19年（2007）くらいに、「このままやったら
またあかんぞ」という空気が出て来た。 

■■■■リュックサックマーケットの開催リュックサックマーケットの開催リュックサックマーケットの開催リュックサックマーケットの開催    
摩耶ケーブル・ロープウエイの集客のため、2006 年

からリュックサックマーケットを毎月第 3 土曜日にや
って、10 周年になる。リュックサックの中に入る物だ
けで山に来て下さい、それで自由に売っても物々交換で
もいい。最初は出店者が8組だけ、毎月やり続けている
とメディアも取材に来てくれて人が増え、1年経たんう
ちに200組の出店者で賑わいだした。 
フリーマーケットのような仕切もな 

い、申込も入らない、出店料も何も要 
らない、闇市みたいなものだ。見に来 
た人とコミュニケーションができるの 
が、一番の肝だ。出店者には、再生の 
会の「マイマザーマウンテン・母なる 
山摩耶山」というコピーを作ってくれ 
た人もいる。 

■連合艦隊の「摩耶再生会議」設立■連合艦隊の「摩耶再生会議」設立■連合艦隊の「摩耶再生会議」設立■連合艦隊の「摩耶再生会議」設立    
次々にイベントや名物商品作りを行っていたが、ケー

ブル・ロープウエイの乗車数は増えなかった。平成 22
年（2010）3月に「まやビューラインを来年から廃止し
ます」という新聞報道があった。各方面に相談し、婦人
会、摩耶山を守ろう会、灘百選の会、区民まちづくり会
議を一個にまとめて、灘区民全部で摩耶山を考える連合
艦隊的な「摩耶山再生会議」を報道の3ヶ月に作った。 

■神戸市に協働の「提案書」を提出■神戸市に協働の「提案書」を提出■神戸市に協働の「提案書」を提出■神戸市に協働の「提案書」を提出    
市民も行動するから一緒に考 

えてほしいという「摩耶山再生 
のプロセスの提案」を作成して、 
平成22年9月に神戸市長に渡 
した。この時点では市長は廃止 
に満々だった。提案を具体化し 
て将来構想を１年かけて作った。 
平成23年(2011)10月に摩耶山再 
生会議から要望書を再提出した。そして、実行的な団体
「摩耶山再生の会」に改称し、広く市民に呼びかけて、
活動することにした。 

３．「摩耶山再生の会」の実践と今後 

●阪神大震災後、灘区で「まちあそび」 

●摩耶ケーブル・ロープウェイ存続を提案 

●「摩耶山再生の会」の実践と今後 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：２０ 
３．休憩  ：１４：２０～１４：３０ 
４．意見交換：１４：３０～１５：００ 
 

第１２７回テーマ：摩耶山再生の会の活動 

第１２７回市民セミナーの流れ 
 

講演のあいさつ（慈 憲一さん） 

今のＪＲ摩耶駅の南側にある小さ 
なお寺で生まれて育ちました。小・ 
中・高まで神戸にいて、大学で関東 
に行き、楽しく東京で住んでいこう 
とそのまま就職しました。11年目に 
阪神淡路大震災があり、実家の寺も 
つぶれ、地域が壊滅状態になりまし 
た。神戸に帰って手伝わないかんと衝動的に、翌年の
1996年に帰ってきました。 

１．阪神大震災後、灘区で「まちあそび」 

■■■■震災震災震災震災 4444 年後から灘区全体に関わる年後から灘区全体に関わる年後から灘区全体に関わる年後から灘区全体に関わる    
●味泥での活動：各地区にまちづくり協議会ができ、地
域の団体がそこを中心に復興をやっていた。阪神の西灘
の周辺で、味泥復興委員会のお手伝いをしだしたのが、
神戸との関わりができた一番最初だった。 
●灘区全体での活動：当時灘区に灘区民まちづくり会議
というのがあり、その下に若手の企画委員会ができた。
そこで町の勉強をしてこいと自治会長に放り込まれた。
震災後4年目だったか、灘区全体、六甲・摩耶とか、町
に関わっていろいろすることになった。 

■■■■惜しむこと惜しむこと惜しむこと惜しむことから、残すから、残すから、残すから、残す方向方向方向方向へへへへ    
六甲山で悲しかったのは回る十国展望台、無くなるの

で「さよならツアー」をした。神戸のいいもの、自分が
育った時にあったものがどんどん無くなっていくのを
目の当たりにして、すごく悲しい思いをした。摩耶山の
方でケーブル・ロープウェイが無くなるということで、
たまには残す方向でちょっと頑張ってみようとしたの
が、摩耶山再生の会の活動につながっている。 

２．摩耶ケーブル・ロープウェイ存続を提案 

■■■■摩耶山の昔と今摩耶山の昔と今摩耶山の昔と今摩耶山の昔と今    
●大正末に摩耶ケーブル：大正時代の終わりに天上寺に
人を運ぶために摩耶ケーブルができた。昭和 4 年に摩
耶観光ホテル（軍艦ホテル）が当時の摩耶駅にでき、
映画館や公園があり、レジャーランドみたいにいっぱい
人が行った。 
●廃墟も脚光：軍艦ホテルは日本2大廃墟で、廃墟会で
クイーンと言われている。キングが長崎の軍艦島で、六
甲山系で全国区レベルのすごい地域資産だ。廃墟を活用
する話も進めている。 
●掬星台までロープウエイ：昭和13年の大水害で1回
ケーブルが止まった。その後戦争で止まり、戦後10 年
ぐらい止まっていた。昭和30 年代、戦後復興で神戸の
交通局が山上駅から掬星台までロープウエイを敷いた。
そして奥摩耶遊園地ができ、集客施設もできた。掬星台
は高射砲陣地を造るために切り開かれた所だった。 
●昭和42 年の水害：わざわざ山の上に行かなくていい
という風潮になった。昭和42 年の水害でケーブル・ロ
ープウェイが被害を受け、摩耶観光ホテルも廃業になり
周辺はどんどん廃れた。 

百円レコード百円レコード百円レコード百円レコード演演演演奏奏奏奏    

摩耶ケーブル弁當摩耶ケーブル弁當摩耶ケーブル弁當摩耶ケーブル弁當も試作も試作も試作も試作    

慈さん慈さん慈さん慈さん    

神戸市長に提案神戸市長に提案神戸市長に提案神戸市長に提案    
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■存続の方針で市民活動が進展■存続の方針で市民活動が進展■存続の方針で市民活動が進展■存続の方針で市民活動が進展    
青天の霹靂だったが、平成23年11月25日に神戸市

長が「まやビューラインを存続する」意向を表明した。
その決定によって「提案書」を作成し、最終的に存続す
ることになった。好き勝手にやっていたのを、摩耶ビュ
ーライン再生の動きによってオーソライズされた。市民
団体の市民活動になっていった歴史的な出来事だった。 

■どんどんイベントを開催■どんどんイベントを開催■どんどんイベントを開催■どんどんイベントを開催    
リュックサックマーケットはコン 

テンツとして完全に定着した。それ 
に続けて、音楽をテーマにした「摩 
耶山アコースティックピクニック」、 
食べ物の「摩耶山スパイスピクニッ 
ク」、作品展示の「リュックサック 
ギャラリー」というイベントをやっ 
た。勝手にグループが盛り上がって 
いく、山の仕掛けが面白くなった。 
●坂バスでアクセス改善：摩耶ケーブルへのアクセスが
悪い。神戸市がＪＲ灘駅から上の方までコミュニティバ
スを走らせてみようとしたのが「坂バス」。山の手の人
が水道筋まで買い物に行ける「お買い物バス」の意味合
いも加えた社会実験で徐々に乗車率が上がっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「マヤ暦」で広報： 
広報するのも重要で、 
「マヤ暦（ごよみ）」 
を毎月出している。 
摩耶山でこんだけイ 
ベントをやっている 
というのを見せたい 
ので、見にくいくら 
い手書きでぱんぱんに書いている。 
●「マヤカツ」でプラットフォーム：どの曜日でもいい
から市民の活動を募集する。例えば、ヨガ活動、山の幼
稚園、山撮り写真教室などなど。一人ひとりの方に主催
者になってもらってやると、密度の高いものができてく

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・摩耶山で沢山のイベントをしているのを初めて知りました。 
・小さい時の思い出が走馬燈のように駆けめぐりました 
・身体を動かすことと、識者の講座の組み合わせは新鮮でした。 
・再生の会の多様な活動を紹介いただき勉強になりました。 
・慈さんの次々湧き出るアイデア、その継続実施に感心！ 
・慈さんのイベントに感心。エネルギーの源に興味を持った。 
◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：２６名（５０音順・敬称略） 
浅田 香織 伊谷 正弘 岩淺 敬由 慈  憲一   
大林 恵子 織田 泰史 川幡  孝 北嶋 治夫  
木下 健二 木村 明恵 倉持  隆 雑喉  良  
玉井  誠 堂馬 英二 土塔あつ子 中尾 啓子  
中尾 嘉孝 長野  繁 前田 康男 松木  偉  
松本 俊夫 松本よしゑ 森迫 盛二 森本 桂子  
山下 美紀 柳田千恵子  
 

 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント:「摩耶山再生の会の活動」 
・参考資料：「摩耶山再生 将来構想」 
・参考資料：マヤ暦８月、イベント・チラシ 
・参考資料：第２１回市民セミナー報告書「摩耶詣について」、 

第１２２回報告書「シム記念摩耶登山マラソンの歩み」 
 
 

慈慈慈慈    憲一憲一憲一憲一：うつみ けんいち 
摩耶山再生の会 事務局長 
〒657-0826 神戸市灘区倉石通 2-2-29 
電話：078-802-3133 FAX：078-802-3112 
e-mail: eken@pp.iij4u.or.jp 

る。僕らは、プラットフォームを作っているだけで、決
して主催じゃないというのが、会の肝だ。 
●ｍｏｎｔｅ７０２の活動：星の駅の2階にあるｍｏｎ
ｔｅ７０２が事務局で、イベントの予約を取ったり、山
の道具を貸したりしている。人工芝を貸し出して、子ど
もに山の上でごろごろして貰っている。（左下写真）摩
耶山のお土産として、麓の物やオリジナルな商品も売っ
ている。麓の鈴木薄荷から仕入れているハッカは虫除け
とか臭い除けとかで、一番売れている。（右下写真） 
 

 

 

 

 

 

■「好きでやっている」のが原点■「好きでやっている」のが原点■「好きでやっている」のが原点■「好きでやっている」のが原点    
摩耶山にすべてを捧げているつもりはない、好きでや

っている。親に摩耶山にひんぱんに連れてこられ、山に
触れていたというのが、今こうしている所につながって
いる。子どもたちを山にどんどん連れてきて貰って、山
の体験をどんどん増やしてくれたら、山で何かやってく
れる人が出てくるのではないかと期待している。 

質疑応答 
Ｑ１：湧き出るアイデアの原点は？～思いつきをすぐや
るタイプ。1日寝かして忘れるのはネタとしてあかん。
やることによって、次から何かが出てくる。 
Ｑ２：高尾山との比較は？～京王電鉄が本気でやってい
る。靴を洗える場所など細かいサービスができている。
平日でも人がいっぱい来ている。 
Ｑ３：六甲・摩耶の活用策は？～僕らの小っちゃい頃に
較べて市民が上らない。「ふだん使いできる山」にした
い。地元の人に利用してもらう。 

メッセージ（慈さん） 
一人でも多くの人に上っていただきたい。「六甲・摩

耶はいいところだよ」と声を大にしていただきたい。お
孫さんとかをどんどん山に上がらせてほしい。 

事務局 
慈さんは阪神淡路大震災後の復興に軸足を据えて、実

践を肥やしにしながら、大きく地域を巻き込む市民活動
に発展された。「アイデアは誰でも思いつくが、それを
実行するかどうかが違う」というのは至言だ。参加者も
共感されたことが多いだろう。 

 

市民セミナーVol.127 
摩耶山再生の会の活動ノ
慈 憲一 
2016 年 8 月発行 

有名有名有名有名演奏演奏演奏演奏家も参加家も参加家も参加家も参加    

「坂バス」の社会実験「坂バス」の社会実験「坂バス」の社会実験「坂バス」の社会実験（上）（上）（上）（上）    

目指す灘の姿目指す灘の姿目指す灘の姿目指す灘の姿（右）（右）（右）（右）    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.129 
再び、六甲山の景観計画を
考えるノ中瀬 勲 
2017 年 4 月発行 

 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    
大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団、、、、    

ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業    

 

午前中はアセビの萌芽枝を調査午前中はアセビの萌芽枝を調査午前中はアセビの萌芽枝を調査午前中はアセビの萌芽枝を調査    

曇りのち小雨で１１℃、スタッフ 
７名、見学３名の１０名が参加。２ 
班でアセビ切り株の萌芽枝を調査し 
ました。開花が遅れていたクロモジ 
やアセビが咲き出していました。午 
後の講演に２０名が参加しました。 

ランドスケープ専門ランドスケープ専門ランドスケープ専門ランドスケープ専門で４０年で４０年で４０年で４０年    

中瀬さんは、高校時代からガーデニングや造園に関心が深
く、大阪府立大学で久保 貞先生に師事されました。「新渡戸
稲造、内村鑑三、宮部金吾の孫弟子だ！」とジョークまがい
に言われました。札幌農学校第２期生のゴールデントリオの
宮部金吾から、久保先生は日本の近代化の過程で、地域づく
り、景観づくり、森づくりが大事だと教え込まれています。 
1978年、久保先生からガレット・エクボ 

の研究室に送り出され、28歳でアメリカへ 
単身赴任。エクボ先生は世界中にランドス 
ケープを広げた、フレデリック・ロー・オ 
ルムステッド（右）（右）（右）（右）の流れを継いでいます。 
初仕事はアメリカ側のナイヤガラの景観計 
画で、１年後に「自然やから触らんとこう」という意外な結
論に接し、「自然と接するための流儀」を学んだとのことで
す。日米の先進的な研究者の系譜にあり、「ややアメリカっぽ
い、かなり近代化の路線を歩んだ研究だ」と紹介されました。 

１万年前から辿って、１万年前から辿って、１万年前から辿って、１万年前から辿って、「都市山」まで「都市山」まで「都市山」まで「都市山」までをををを解説解説解説解説    

講演では、用意されたスライド「六甲・神戸 地域整備の
過去・現在・未来」のⅠ～Ⅵ章に基づいて、豊富な話題を織
りこみながら話され関心を高められました。 
まず「過去１万年、長い歴史上での六甲山・緑の変遷」で、

照葉樹林から再び照葉樹林へと６期にわたる六甲山の移り変
わりを紹介されました。続いて「近世 100年、人為による六
甲山・緑の回復」で、植林や風水害の被害、第二次大戦中の
大木の伐採、戦後の盗伐による緑の荒廃を述べられました。 

講師：講師：講師：講師：中瀬中瀬中瀬中瀬    勲勲勲勲さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1948 年大阪府生まれ。県立人と自然の博物
館館長、県立淡路景観園芸学校学長などを
兼任。大阪府立大学大学院修了後、カリフ
ォルニア大学客員研究員、県立大学大学院
教授、淡路景観園芸学校校長、人と自然の
博物館副館長、丹波の森公苑長兼任を経て
現職。日本造園学会会長など多くの公職を
歴任。阪神グリーンネット事務局長等の震
災復興のまちづくりに関わる。日本造園学
会賞、兵庫県科学賞等を受賞。淡 

 

第１２９回テーマ 
再び、六甲山の景観計画を 

考える 

●六甲山の景観マネジメント 

●森林レクレーション 

●景観計画の発想 

 

 
    

 

実施日：平成２９年４月１５日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

次いで「近世100年、レクレーション開発の展開」で、別
荘、ゴルフ場などの複合開発が先進的に進展したことを説明
されました。そして「何故、六甲山は国立公園に」で、水の
風景観から森林の風景観への転換と併せて、国立公園化の由
縁を語られました。結論部分の「未来の六甲山は」では、「保
全」の側面と「利用」の側面からトータル・ランドスケープ
として課題を抽出し再確認する必要があると述べられ、さま
ざまな課題や、アメリカのボストン・コモンなどの参考事例
を引用して提言 
されました。 
パブリック・ 

アートを例に、 
六甲山の山は 
行政が管理し、 
イベントは市民が運営する組織体で担うことを強調して、質
疑応答に進められました。 

今後の六甲山を考える視点今後の六甲山を考える視点今後の六甲山を考える視点今後の六甲山を考える視点が磨かれたが磨かれたが磨かれたが磨かれた    

１２年振りに六甲山の景観計画についてお話しいただき
ました。「都市山」六甲山に至る 100年以上の自然環境や人
為活動の変遷、課題やヒントをお話しいただきました。改め
て「市民が仕切っていく」ことを啓発されました。 

詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    

初めてセミナーに参加しました。四季折 
々の森の表情を身体で感じるのが好きで、 
六甲山によく登っていました。これがセミ 
ナーで中瀬先生が言われていた身近な都市 
山六甲山の「生態系サービス」、森の恵みの 
恩恵だということを改めて感じました。また、セミナーの
前に、まちっ子の森でのアセビの伐採調査も見学させてい
ただきました。森では子どもたちの自然体験学習も10年以
上続けられているとのこと、息の長い活動に感心しました。 
 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        小谷寛和小谷寛和小谷寛和小谷寛和さんさんさんさん    

 

小雨の中、小雨の中、小雨の中、小雨の中、萌芽枝の調査萌芽枝の調査萌芽枝の調査萌芽枝の調査    

 

円通寺の借景の庭円通寺の借景の庭円通寺の借景の庭円通寺の借景の庭    

壁面のパブリック・アート「羊を徘徊」壁面のパブリック・アート「羊を徘徊」壁面のパブリック・アート「羊を徘徊」壁面のパブリック・アート「羊を徘徊」    
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害で大幅な被害を受けている。 
④第二次大戦中④第二次大戦中④第二次大戦中④第二次大戦中：：：：大木の伐採と供出が進められ、緑は荒

廃した。さらに、戦後は、一部住民による盗伐が横
行し緑は更に荒廃した。 

●本多静六の造林指導：明治神宮と六甲山の造林を指導
した。明治神宮は日本各地から植物を集めたが、六
甲山は地域遺伝子の苗で植えている。 

２．森林レクレーション 

■■■■近代観光レク近代観光レク近代観光レク近代観光レクレーション発祥の場レーション発祥の場レーション発祥の場レーション発祥の場    
【近世100年、レクレーション開発の展開】 
六甲山で、欧米からの近代文明の影響を受けつつ、レ

クレーション開発が先進的に進展した。都市近郊での自
然地における別荘、ゴルフ場などの複合開発が展開し
た。欧米のレクレーション思想にみられる「健康地、避
暑地」としての考え方が 
六甲山でも展開された。 
植生の回復と連携して 

いたと考えられるが、治 
水、衛生、造林、そして 
景観やレクレーション利 
用と多様な機能が統合化 
されていった。 
●風景観の原点：万葉の頃は恐れの風景観、次いで情緒
的な風景観という中で、江戸時代の水の風景観が原点
になった。明治以降に、ウィーンの森を原点にするヨ
ーロッパの森の思想が入ってきた。これが欧米人によ
る六甲山開発につながる。 

●『日本美の再発見』：著者はドイツ人のブルーノ・タ
ウト、桂離宮、白川郷等の素朴な風景美を紹介した。
井上章一著の『つくられた桂離宮神話』も併せ読むと、
当時の建築モダニズムの表裏がわかる。 

■■■■何故、六甲は国立公園に何故、六甲は国立公園に何故、六甲は国立公園に何故、六甲は国立公園に    
1947 年、六甲山を国立公園に指定するための調査が

開始されている。アーサー・ヘスケス・グルーム開発以
来 50年後のことである。1956年(昭和 31年)には瀬戸
内海国立公園の六甲山地区として指定された。この過程
には自然の利用か、保全か、という古くて新しい議論が
なされたであろう。六甲山地区は「瀬戸内海の展望台」
として利用の側面から位置づけられたようである。 
●真・善・美：人間の理想としての普遍妥当な価値のこ
と。認識上の真・学問としての真実、倫理上の善・道
徳、審美上の美・芸術。国立公園として指定する際に、
保全か利用かという議論の視点と関わっている。 

●風景を見れるだけの素養：東大で風致の研究室を始め
た田村剛博士は、「風景の良し悪しの差は風景そのも
のに依る寄りも、見る人の教養の差による」という名
言を残している。 

●東遊園地：明治４年に外国人用の公園が日本で初めて

●六甲山の景観マネジメント 

●森林レクレーション 

●景観計画の発想 
 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：２０ 
３．休憩  ：１４：２０～１４：３０ 
４．意見交換：１４：３０～１５：００ 
 

第１２９回テーマ：再び、六甲山の景観計画を考える 

第１２９回市民セミナーの流れ 
 

講演のあいさつ（中瀬 勲さん） 

４月から６９歳になったのですが、 
突然、知事から淡路景観園芸学校の 
校長になるよう言われました。 
今日のメインテーマですが、風景 

や景観だけでなく、それらを支える 
仕組みを含めてランドスケープ、造 
園と考えていいと思っています。 

１．六甲山の景観マネジメント 

■■■■長期間の植生長期間の植生長期間の植生長期間の植生変遷の場変遷の場変遷の場変遷の場    
服部保先生が言われていることで、六甲山がもともと

照葉樹林だったのが今照葉樹林に戻って来ている。再度
山を例にして６つの時期を概観する。 
①①①①約１万年前約１万年前約１万年前約１万年前：：：：温暖化によって夏緑林は次第に照葉樹林
へと交代し、約6,000年前には六甲山の海抜700ｍ以
下を照葉樹林が占めるようになった。 

②②②②弥生時代弥生時代弥生時代弥生時代：：：：照葉樹林は焼き畑や燃料の確保などで減少
し、奈良時代以前には雑木林になっていた。 

③雑木林の伐採③雑木林の伐採③雑木林の伐採③雑木林の伐採：：：：伐採頻度が高くなり、コナラ、クヌギ
などの落葉広葉樹も衰退しアカマツが進入し、再度山
付近でもアカマツ林化がみられた。 

④④④④15151515世紀頃から経済の発展世紀頃から経済の発展世紀頃から経済の発展世紀頃から経済の発展：：：：アカマツ林の過度の利用、
特に夜間作業用の灯火に利用するための「マツの根掘
り」により、はげ山化が始まっている。 

⑤⑤⑤⑤1902190219021902 年から植林：年から植林：年から植林：年から植林：はげ山化した再度山に植林作業が
開始され、約135万本のマツ類、ヒノキ、スギ、クヌ
ギ、ハゼノキなどが植栽された。その後、ヒノキが植
えられた他は、ほぼ自然の状態で管理されている。 

⑥植林後⑥植林後⑥植林後⑥植林後：：：：約30 年後にはコバノミツバツツジ、モチツ
ツジなどが侵入し、約60 年後にはアカガシ、シラカ
シなどの照葉樹も出現し、再び照葉樹林へと六甲山の
緑は動き始めている。 

■修行の修行の修行の修行の場場場場（天狗、奥山）から生活・レクの場（天狗、奥山）から生活・レクの場（天狗、奥山）から生活・レクの場（天狗、奥山）から生活・レクの場    
奥山から里山に六甲山は変わっている。この土地はも

ともと人が入らなかった奥山、天狗が住んでいる場であ
った所が、人々が入り出して里山に変わっていった。明
治の頃が転換点になっただろう。 

■■■■１００年間の植生回復の場１００年間の植生回復の場１００年間の植生回復の場１００年間の植生回復の場    
六甲山の緑が、「植林」に 

より徐々に回復し「再び照 
葉樹林」へと回復した。緑 
の荒廃も生じた。 
①①①①1900190019001900年（明治年（明治年（明治年（明治33333333年）頃年）頃年）頃年）頃：：：：    
神戸市内でコレラが発生し、水源地を調査した結果、
緑の荒廃が指摘された。こ 
のために本多静六氏により六甲造林案が策定され、マ
ツ類などの植林がはじまった。 

②②②②1902190219021902年（明治年（明治年（明治年（明治35353535年）年）年）年）：：：：砂防法が制定され、修法ケ原、
再度山、布引山で砂防工事がはじまった。 

③③③③1938193819381938年（昭和年（昭和年（昭和年（昭和 13131313年）：年）：年）：年）：回復しかけた緑が、阪神大水

冷え込んだので、冷え込んだので、冷え込んだので、冷え込んだので、ストーストーストーストー
ブのお世話になりましたブのお世話になりましたブのお世話になりましたブのお世話になりました    

中瀬さん中瀬さん中瀬さん中瀬さん    

積石工積石工積石工積石工／／／／「「「「六甲山災害史六甲山災害史六甲山災害史六甲山災害史」」」」    

六甲山ゴルフ倶楽部六甲山ゴルフ倶楽部六甲山ゴルフ倶楽部六甲山ゴルフ倶楽部    
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神戸につくられた。 
「東遊園地」（右写真） 
と名を変えて市民の憩 
いの場となっている。 
六甲山と東遊園をペア 
で考えると、すごい由 
緒のあるレクレーショ 
ン公園開発がこの地で始まっていた。 

３．景観計画の発想 

■■■■未来の六甲山は未来の六甲山は未来の六甲山は未来の六甲山は    
【森林整備戦略】 
松岡さんの大作品で、「都市山」の時代、つまり新たな

人間と山の自然との関わり合いをどうするか、という時
代に来ている。表六甲側は都市山で、北六甲側は新しい
里山という位置づけで、六甲山の「恵み」を「育てる」・
「活かす」・「楽しむ」仕組みづくりを考えている。これ 
からどうするのかはまだ見えていない。 
 
 
 
 

 
 
 
 
●生態系サービス：多面的機能の発揮で、健全な森や自
然から、われわれが得られる恵みのこと。季節折々の
食べ物を折々に合わせてやっている、自然を敬う日本
人の気持ちが反映されて、和食が世界遺産になった。 

【六甲山系グリーンベルト整備事業】 
「阪神・淡路大震災復興計画」の主要プロジェクトで、
対象範囲は、神戸市須磨区鉢伏山から宝塚市岩倉山まで
の六甲山の南斜面で、東西30kｍ、面積は約8,400ｈa。 
整備の目標は、①土砂災害の防止、②良好な都市環

境・風致景観、生態系及び種の多様性の保全・育成、③
都市のスプロール化の防止、④健全なレクレーションの
場の提供である。（一般のグリーンベルトと同様） 
●起伏のある地形のグリーンベルト：海外のグリーンベ
ルトは、ボストンのグリーンネット構想のように、平
地に樹林帯を作り中心部を囲んでいる。六甲山は起伏
のある地形で成立するグリーンベルトの議論が必要。 

■■■■提言提言提言提言ⅠⅠⅠⅠ：日本庭園とアート：日本庭園とアート：日本庭園とアート：日本庭園とアート    
六甲山でも日本庭園の具象、抽象、借景が生かせる。

風の彫刻家の新宮晋さんは動くアートを広めている。 

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・中瀬先生の講演は大変興味深かったです。都市山について、 
市民と六甲山をもっと近づけて欲しいと思います。やはり、
楽しい場の創造をお願いしたいです。六甲だけでなく、東
遊園地の芝生化など、もっと親しめる場を希望します。 

・セミナーは１３２回で終わらず２００回を目指して続けて
いただけませんか。楽しみが減ってしまいます。（岩浅） 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：２０名（５０音順・敬称略） 
伊谷 正弘 伊谷 幸子 井上 幸雄 岩淺 敬由  
大岸ゆう子 岡谷 恒雄 川部 忠夫 小谷 寛和 
田渕美也子 辻 美由紀 徳見 健一 堂馬 英二 
中尾 啓子 中瀬  勲 西尾  司 播磨 征夫 
前田 康男 松岡 達郎 松井 光利 八木  浄 
 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント:「六甲・神戸 地域整備の過去・現在・
未来」 

・第２６回市民セミナ－報告書：テーマ「六甲山の景観計
画を考える」、中瀬勲講師／六甲山を活用する会２００５
年５月発行 

 

中瀬中瀬中瀬中瀬    勲勲勲勲：なかせ いさお 

兵庫県立人と自然の博物館 館長 

〒669-1546 三田市弥生が丘 6 

電話：（079）559-2001 

●日本庭園：具象、抽象、借景庭園が日本庭園の芸術論。
相楽園のような具象に富んだ回遊式庭園、植物と水を
取ったら石庭になる。竜安寺のような石の庭園は抽象
画の世界、そこから石を取ったら借景になる。  

■■■■提言提言提言提言ⅡⅡⅡⅡ：地域再生の世界的なテーマ：地域再生の世界的なテーマ：地域再生の世界的なテーマ：地域再生の世界的なテーマ    
一度は荒廃した、あるいは荒廃させた里海、里川、里

山のハード、ソフト両面からの再生が、地域再生での世
界的なテーマになっている。六甲山でもいろんな再生す
る要素が転がっている。それを発見して再生していく。 
●ボストンのグリーンライン：高速道路を地下に埋め
て、地表部を人間のための憩いの場にしている。廃物
として放置されていた所に手を入れて再生させた。 

●尼崎の２１世紀の森：海際で、荒れ果てた土地をみん
んなの力でもう一度森に戻そうとしている。 武庫川
の下流にあり、流域で種を採って植物を自前で育成し
て、森を再生している。 

■参考■参考■参考■参考ⅠⅠⅠⅠ：：：：ボストン・コモンボストン・コモンボストン・コモンボストン・コモンにならうにならうにならうにならう    
●ボストン・コモン： 
世界で一番古い公 
園で、カエルの池 
があったり、水遊 
びしたり、施設や 
店があって賑わっ 
ている。春夏秋冬、 
市の公園協会が運 
営して収入を上げ 
ている。こういう 
四季の折々の使い方をどうするかがテーマになる。 

■参考■参考■参考■参考ⅡⅡⅡⅡ：：：：ソソソソフトは市民の組織体で運営フトは市民の組織体で運営フトは市民の組織体で運営フトは市民の組織体で運営    
●パブリック・アート：高速道路を埋めて公園を作った。
公園は街が管理しているが、市民がアートをやってい
る。訳すと「無料、一時的な展示会を通してグリーン
ウェイに革新的な現代芸術を発見します」。 

●ソフトの運営協議会：土地の管理とは別に、楽しく遊
ぶための組織体が出来上がっている。有馬富士公園、
甲山公園、２１世紀の森公園などでも、運営協議会を
つくって、公園でのイベントや仕組み作りは市民に任
せてもらっている。県立公園の管理者はハードものを
管理し、ソフトは市民が中心になってやる。 

事務局 
参加者は２０名と少なかったが、熱心な方々が集まっ

て、広い視野から多様な話題が展開しました。質疑応答
では、松岡さんが「森林整備戦略」を補足し、前田さん
が国立公園化の背景にある意図を問い、さらに松井さん
が「拡大造林」の失敗に論及しました。六甲山の「今後
を考えるための素養」は十分育まれたようです。 

市民セミナーVol.129 
再び、六甲山の景観計画を
考えるノ中瀬 勲 
2017 年 4 月発行 

 

森林整備戦略の目的森林整備戦略の目的森林整備戦略の目的森林整備戦略の目的    冬冬冬冬ももももスケートスケートスケートスケートで賑わうで賑わうで賑わうで賑わう    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.130 
六甲山を市民のものにノ
新野 幸次郎 
2017 年 6 月発行 

 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団、記念財団、記念財団、記念財団、    

ＧＧＧ国ＧＧＧ国ＧＧＧ国ＧＧＧ国立・国定公園支援事業立・国定公園支援事業立・国定公園支援事業立・国定公園支援事業    

 

自然体験に３０名が参加自然体験に３０名が参加自然体験に３０名が参加自然体験に３０名が参加    

午前中の自然体験会には、イベ 
ント清掃ぴかぴか隊など３０名が 
参加し、散歩道やまちっ子の森の 
ササ刈りと、散歩道モニターの２ 
班に分かれて活動しました。 
午後からのセミナーには３８名 

が出席し、熱心に聴講しました。 

９２歳の神戸っ子９２歳の神戸っ子９２歳の神戸っ子９２歳の神戸っ子で、六甲山の保全を重視で、六甲山の保全を重視で、六甲山の保全を重視で、六甲山の保全を重視    

「森林の専門家でございません。鳥取の生まれで、１８歳
の時からこちらの学校に入り、神戸大学に進み、９０歳にな
るまで神戸で過ごしておりますから、「神戸っ子」と言って
もおかしくない。その神戸で、都市問題研究所のような形で
勉強するようになった。神戸にとって一番大事な問題はいく
つかある。その中の一つとして、六甲山の経営の問題、保全
の問題というのは、本気で、私どもの生活の一部として考え
ていかなくちゃならない」と、心境を語られました。 

進取の神戸進取の神戸進取の神戸進取の神戸は、森林は、森林は、森林は、森林都市の都市の都市の都市の保全保全保全保全も先駆するも先駆するも先駆するも先駆する    

冒頭、神戸市の特徴として、神戸開港１５０年で欧風文化
を開化する街という歴史を持っていると述べられました。進
取の気性に富んでおり、全国でも初の消費者問題や市民福祉
などユニークな試みをしています。宮崎市長の時代に「市民
のための行政」を考えて、公社で収益を上げてそれを施設の
運営や市内の景気改善に反映しました。市民福祉のための一
つとして「しあわせの村」を作って運営したことや、埋め立
て事業でも全国や海外からも注目を集めたと話されました。 
1995年の阪神・淡路大震災は、初の「大都市直下型地震」

で日本災害史に特記される体験でした。昭和１３年・４２年
の大水害もあり、災害の街としても注目されました。大震災
の当時、個人のボランティアが活動し、ボランティア活動の
あり方を一変して、ＮＰＯ法案につながりました。 
このように、神戸は他の都市の見本になる新しい活動から、

大変な災害の象徴になる経験も持ったのです。このころ７０
歳の新野さんは、震災復興のさまざまな会合のリーダー格と

講師：講師：講師：講師：新野新野新野新野    幸次郎幸次郎幸次郎幸次郎さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    

１９２５年鳥取県生れ、（公財）神戸都市
問題研究所理事長、神戸大学長を経て、平
成３年同大学名誉教授。その間日本経済政
策学会会長の他、政府のいくつかの公職を
歴任。阪神・淡路大震災以降は、都市再生
戦略策定懇話会をはじめ、県と市の復興関 
係の委員会座長・顧問などをつとめた。 
 

 

第１３０回テーマ 
六甲山を市民のものに 

●山と海をもつ神戸の特性 

●大洪水と大震災を 

乗り越えた神戸 

●日本最大の森林都市を 

目指して 

 

 

 

実施日：平成２９年６月２４日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

して活躍し、現在も震災の教訓を東北や熊本に伝える活動を
続けておられます。 
次いで、日本最大の森林 

都市という側面を解説され 
ました。森林の持つ７つの 
機能を紹介され、六甲山の 
明治３５年以来の植林を踏 
まえて、現在の神戸市の森 
林整備戦略の展開に期待を 
託されました。 
日本の地形の特徴や国土の保全についての先人の言葉を

紹介され、「天災が日本人を素晴らしい国民にした」と強調
されました。終盤に、レガシー（遺産）とレージェンド（伝
説）を結びつけたストーリー（物語）を作る着想を紹介され、
神戸や六甲山に新たな関心を集める提案をされました。 

より良い神戸より良い神戸より良い神戸より良い神戸を目指すを目指すを目指すを目指す努力努力努力努力を啓発されたを啓発されたを啓発されたを啓発された    

神戸を７０年にわたって見渡し、行政の施策にも関わって
こられた新野さんから、足元を見るだけでなく、鳥の目で神
戸や六甲山を見ることを触発されました。「次の世代により
良い神戸にしたい」というメッセージを受け、「目からウロ
コだ。まだ引退できない」と、エネルギーを注入されました。 

詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読ページをお読ページをお読ページをお読みみみみください。ください。ください。ください。    

初めて六甲山の魅力に触れるセミナーに 
参加することができた。六甲山の素晴らし 
さ、大切さを知り、そして神戸に六甲山が 
存在していることに一神戸市民として誇り 
すら覚えたひと時だった。 
100年余り昔ははげ山だった六甲山。大 

勢の市民が努力した結果、今は緑豊かな山として蘇った。
先人たちの努力に敬意を払い、今後も市民が集い愛される
六甲山を後世に引き継ぎ、伝えていく使命感を抱いた有意
義な一日になった。有難うございました。 

 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想    北嶋治夫北嶋治夫北嶋治夫北嶋治夫さんさんさんさん    

 

自然保護センター前で自然保護センター前で自然保護センター前で自然保護センター前で    

 

開港当時の神戸／開港当時の神戸／開港当時の神戸／開港当時の神戸／    
ザ・イラストレーテッド・ロンドン・ザ・イラストレーテッド・ロンドン・ザ・イラストレーテッド・ロンドン・ザ・イラストレーテッド・ロンドン・    
ニュースニュースニュースニュース    

新神戸駅北側での整備新神戸駅北側での整備新神戸駅北側での整備新神戸駅北側での整備／／／／
神戸市建設局防災部神戸市建設局防災部神戸市建設局防災部神戸市建設局防災部    
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１、３分の１は神戸市が税金の中から負担する。残り
の３分の１は、施設の利用費とかで収入を上げる、３
分の１ずつで運営する計算をした。 

■■■■埋め立て事業埋め立て事業埋め立て事業埋め立て事業    
ポートアイランド、六甲アイランドを埋め立て、神戸

市が最初にまち作りを始めた。日本の他の都市も神戸市
の埋め立て事業を参考にして、埋め立て事業をやるよう
になった。 
●六甲アイランドの 
建設：六甲アイラ 
ンドの建設をコン 
ペで、市がやるの 
ではなくて企業が 
受け持つやり方に 
なり、積水ハウス 
がその世話をした。 

●六甲アイランド基金：Ｐ＆Ｇなどと一緒になり、８億
円の拠金を元に、「公益信託事業」を始めた。六甲ア
イランドの自治会活動とか、神戸市内で国際的な活動
をする団体などに支援の費用を出す。私もその運営委
員長をずっと設立以来やらさせていただいている。 
民間の企業からの拠金を基に、新しくまち作りし、

それ以外の神戸市の国際的な事業について支援をす
る試みも、他の都市でも非常に注目をされている。 

２．大洪水と大震災を乗り越えた神戸 

■■■■阪神阪神阪神阪神・・・・淡路淡路淡路淡路大震災大震災大震災大震災の経験の経験の経験の経験    
昭和１３年と４２年の大洪水と、1995 年の阪神・淡

路大震災を経験し、災害の街として注目されるようにな
った。大震災の方は、「大都市直下型の地震」としてこ
れだけ大きな被害をもたらした地震というのは他にな
く、日本の震災史の中でも特記すべき災害として取り上
げられ、地震国としての反省の材料になった。 
●寺田寅彦の警告：昭和１０年に書かれた論文、『天災
と国防』の中で、日本のような地震大国では、災害に
備えて、災害に対応して国民を守り復旧を分担する軍
隊を運営しなければならないと書いている。 
また、大変な風水害が起こってもそれに耐えて、みん
なで団結をしてそれを乗り越えて生きていこうとす
る努力が、日本人のお互いに助け合い働いていこうと
する性格を作り上げていった。「天災が日本人を素晴
らしい国民にした」とも書いている。 

■■■■ボランティアの活動ボランティアの活動ボランティアの活動ボランティアの活動    
当時かってないボランティアの活動が始まった。誰か

らも言われることが無くて、行ってあげようという気持
ちになって、全国から若い人たちが集まってきた。これ
は日本の歴史の中で初めてのボランティア活動のあり
方で、それがきっかけでＮＰＯ法案ができて、新しいＮ
ＰＯの活動を法令上も保護しようという体制が全国的
にも作り上げられていく。    
神戸市が今まで、他の都市が見本にしていたという新

しい活動をしただけでなくて、大変な災害の象徴になる
ような経験を持つようになった。 
 
    

●山と海をもつ神戸の特性 

●大洪水と大震災を乗り越 

えた神戸 

●日本最大の森林都市の繁 

栄を目指して 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：２０ 
３．休憩  ：１４：２０～１４：３０ 
４．意見交換：１４：３０～１５：００ 
 

第１３０回テーマ：六甲山を市民のものに 

第１３０回市民セミナーの流れ 
 

講演のあいさつ（新野 幸次郎さん） 

経済学が専門で、六甲山だとか 
地震について専門的な知識はほと 
んどないといっていいくらいです。 
神戸都市問題研究所でこの二つと 
も密接な研究を進めることになり、 
今日はその一部をお話しします。 

１．山と海をもつ神戸の特性 

■■■■神戸開港神戸開港神戸開港神戸開港１５０年１５０年１５０年１５０年    
神戸というのは面白い都市で、今年、開港１５０年に

なる。全国の都市でも非常に違った、ユニークな仕事を
してきた。開港のために、横浜がアメリカ向けの貿易中
心にしたのに対して、米国を除いた西欧のヨーロッパの
国々の文化だとか芸術だとか、そういうものを受け止め
る、あるいは製品や品物を受け止める街になった。欧風
文化を開化する街という歴史を持つようになった。 

■■■■神戸市は神戸市は神戸市は神戸市は進取の気性進取の気性進取の気性進取の気性に富んでいたに富んでいたに富んでいたに富んでいた    
●●●●消費者問題神戸会議：神戸市は全国の消費者問題の開
拓の最初の都市として名乗りを上げた。企業と市民と
行政が一体となって消費者問題に取り組まなければ
ならない、三者合意でこの問題の解決にあたらなけれ
ばならないと主張し、日本全体でも注目をされた。 

●●●●市民福祉振興協会：神戸市のような一地方都市が、福
祉条例を作って、市と行政とそれから市民と企業と行
政が一体となって市民福祉の問題を考えた。国はやり
すぎだと批評し、当初は認めようとしなかった。 

●●●●しあわせの村：北区に「し 
あわせの村」を作り、その 
中に「シルバーカレッジ」 
を作った。そして市民福祉 
の向上のために、市民自ら 
が努力をするという組織も 
作り上げた。しあわせの村 
は、他の都市にもない、日 
本以外の他の国にもないような施設で注目された。私
も１０年ほど、しあわせの村の村長をした。 

■■■■宮崎市長のユニークな仕事宮崎市長のユニークな仕事宮崎市長のユニークな仕事宮崎市長のユニークな仕事    
●●●●市民のための行政：本当の行政というのは、いろんな
施設を作っただけでなくて、その施設を運営して市民
の幸せを確保でき、その運営が赤字なしに運営できる
ようにすると考えた。そこで公社を作り、営業成績を
上げて蓄積をして、蓄積したお金で景気が悪い時は市
内の景気を良くするために、お金を使った。 

●ポートピア博覧会：1981年に開催したポートピア博覧
会では収益が６５億円貯まり、それを基金にいろんな
運営のための元手にした。ポートアイランドでやる国
際会議に参加する人たちに、援助費を出す制度を作っ
た。開設以来その委員長を私がやらされている。国際
会議が神戸でたくさん運営されるようになった。 

●●●●基金の運営：いろんな公社公団を作り、その収益を基
金に施設が運営できるようにした。基金から３分の

自然保護センターの自然保護センターの自然保護センターの自然保護センターの展望台で記念写真展望台で記念写真展望台で記念写真展望台で記念写真    

新野新野新野新野さんさんさんさん    

神戸市シルバーカレッジ神戸市シルバーカレッジ神戸市シルバーカレッジ神戸市シルバーカレッジ    

六甲アイランドの埋め立て事業六甲アイランドの埋め立て事業六甲アイランドの埋め立て事業六甲アイランドの埋め立て事業    
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■■■■震災での関わり震災での関わり震災での関わり震災での関わり    
ちょうど７０歳の時で、もう大学は辞めていたが、亡

くなられた貝原知事に誘われて、「都市問題策定懇話
会」の座長をやらされた。震災復興のためには、７０歳
の年からよく頑張ってきたものだと思う。 
●●●●兵庫創生研究会報告：神戸新聞社から頼まれ、陳舜臣
さんたちと一緒に、「兵庫創生研究会」を運営した。
いろんな会場に分かれて、報告書を作った。 

●国際検証：国際的に有名な専門家を呼んで、５年目に
震災の検証をやった。そして１０年目には総括検証と
いうので、１０年間での復興の仕事で何が駄目で、何
が上手くいったかをちゃんと検証して報告書を作っ
て、今後の震災の災害に備えた。 

３．日本最大の森林都市の繁栄を目指して 
今から１７、８年前、農林水産省の大臣から日本学術

会議の方に「地球環境人間生活に関する農業および森林
の多面的な機能の評価について」の諮問があり、平成１
３年の１１月に森林の７つの機能の報告書を作った。    

■■■■森林の７つの機能森林の７つの機能森林の７つの機能森林の７つの機能    
①生物多様性保全機能：虫とか動物とか、生きものが保
全をされるような機能。六甲山は、生物保全の多様性
が保全されている典型的な山である。 

②地球環境保全機能：地球の環境を保全する機能。ＣＯ
２が全世界で温暖化の問題として取り上げられてい
る。山林を上手く管理すると、ＣＯ２を下げ吸収する。    

③土壌災害の防止機能：土壌の保全機能というのも森林
は持つ。昭和１３年の水害後、神戸市はダムを造り、
土砂崩れがそこでチェックできるような仕組みを六
甲山系で広範に展開した。 

④水源涵養機能：水を山林が保全するようにして、川に
流していくような機能。布引の滝の辺りで採った水
は、南洋を通っても腐らない水だと注目された。 

⑤快適環境形成機能：森林というのは快適な環境を形成 
する機能を持っている。 

⑥保健レクレーションの機能：日本で初めて六甲山上に 
ゴルフのコースが出来た。六甲山というのは、山頂が 
割りに平たく面積があり、いろんな活動ができる。 

⑦文化機能：六甲山の森林の機 
能は、居留地から上がってき 
たイギリスの人たちが開拓し 
た。外国人が自分たちの生活 
をエンジョイする場として六 
甲山を、保健レクレーション 
とか、文化機能とか、快適環 
境形成機能とかを開拓する形 
で変革してきた。神戸の開港 
と六甲山の開発とは非常に密接な関係を持っていた。 

◆参加◆参加◆参加◆参加者の声者の声者の声者の声 
・神戸市を世界に注目される街にしたい思いが伝わりました。 
・国土を改善し次世代に渡さねば恥である、に感銘しました。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：３８名（５０音順・敬称略） 
天野征一郎 伊谷 正弘 井上 幸雄 岡  敏明 
岡谷 恒雄 金山 行雄 北嶋 治夫 木下 健二 
木村 正典 久保田みつ子 熊谷 正一 黒田美恵子  
倉持  隆 小谷 寛和 佐藤 昌弘 島岡  寛  
白澤 清子 雑喉  良 高砂 雅人 玉井  誠 
手嶋 光孝 堂馬 英二 徳見 健一 長野  繁 
新野幸次郎 原   清 林田 玲子 廣谷 玲子 
藤井  浩 松岡 達郎 村上 正広 村山健次郎  
森迫 盛二 森長 英二 山下 美紀 柳田千恵子  
湯浅 久雄 渡部 公子 

 
 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・配付資料:神戸都市問題研究所メールマガジン「マンスリ
ーレポート」巻頭言～六甲山をみんなの山にする工夫（そ
の１～３） 

・参考資料：『都市政策』第149号～特集「協働と参画によ
る六甲山を生かした神戸づくり」（10冊寄贈） 

 

新野新野新野新野    幸次郎幸次郎幸次郎幸次郎：にいの こうじろう 

（公財）神戸都市問題研究所 理事長 

〒651-0083 神戸市中央区浜辺通 5-1-14  

電話：（078）252-0984 

■六甲山の植林■六甲山の植林■六甲山の植林■六甲山の植林    
●明治３５年の植林： 

当時の日本の林学の大 
家であった本多静六さ 
んが植林の指導を一生 
懸命やって、今日のよ 
うな六甲山が出来上が 
ってくる。六甲山は大 
変な裸山から立ち上が 
った、涙ぐましいそれ 
までの市民の努力の結 
果できたものと考えなくちゃならない。 

●森林王国の都市経営：日本の場合は森林が国土面
積の７割ぐらいを占めているので、街の中に森林を作
るというあまり大きな試みはしていない。神戸市の総
面積のうちの４割は森林でこの六甲山が入っている。
こんな街というのは日本でも他に無い。そういう街の
中で生活をするとなると、森林は自分たちの生活のそ
のものを形成しているものになっている。 

●六甲山の森林整備戦略：神戸市が全国に先駆けて
やっている森林戦略というのを、どれだけ上手く生か
していけるかということを、神戸でも、日本の全体の
ために考える必要がある。（松岡氏「木が繁ってきた
ので、少し手を入れる。木を伐っちゃいけないという
価値観を変更しようとしている」と補足） 

■国土の安全■国土の安全■国土の安全■国土の安全    
●国土を考える：慶應義塾大学の塾長だった小泉信三さ
んが「先祖から受け継いだ国土をそのまま次の世代に
引き渡すことになったら恥ずかしいことだ」と呼びか
けている。これは六甲山の問題、日本の国土の問題を
考える時に絶対忘れてはいけない言葉だ。 

●山林の保全：東大名誉教授の太田猛彦さんが『森林飽
和』（ＮＨＫブックス）で、森林が大きくなり過ぎて、
山林の保全ができなくなったと書いている。 

■■■■六甲山のストーリー六甲山のストーリー六甲山のストーリー六甲山のストーリーで関心を高めたいで関心を高めたいで関心を高めたいで関心を高めたい    
どこでも設備やインフラなどのレガシー（遺産）がで

きる。それについての話がレージェンド（伝説）になる。
これを一緒にすると、ストーリー（物語）が出来上がる。
ストーリーが出来上がることで、人々の関心が強くなっ
てくる。そして、その場所なり、施設なりを盛り上げて
みんなのものにしようとする動きが強くなる。神戸や六
甲山でも関心を高めるストーリーを作り上げたい。 

事務局 
市民セミナーの最終年で記念になる講演をしていた

だきました。参加者一同が、新野さんの含蓄のあるお話
と、前向きで元気いっぱいのお姿に感銘を受けました。 

市民セミナーVol.130 
六甲山を市民のものにノ
新野 幸次郎 
2017 年 6 月発行 

 

記念碑台のグルーム像記念碑台のグルーム像記念碑台のグルーム像記念碑台のグルーム像    

植林直後の植林直後の植林直後の植林直後の六甲山六甲山六甲山六甲山    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.132 
六甲山発郷土誌づくりの
歩みノ堂馬 英二 
2017 年 10 月発行 

 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団、記念財団、記念財団、記念財団、    

ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業    

 

台風前日、雨中の散策に２４名が参加台風前日、雨中の散策に２４名が参加台風前日、雨中の散策に２４名が参加台風前日、雨中の散策に２４名が参加    

台風２１号が接近中の雨天で１４℃、静岡大学山岳会一行
１１名など２４名が、雨具を着けて午前中の自然散策をしま
した。まちっ子の森や、森と歴史の散歩道を探勝して、当会
の環境活動を知っていただきました。午後のセミナーは最終
回ということで久し振りに参加される方も多く、４２名もの
盛況で、ざっくばらんな雰囲気で賑わいました。 

阪神大震災から地域に目を向けて２０年阪神大震災から地域に目を向けて２０年阪神大震災から地域に目を向けて２０年阪神大震災から地域に目を向けて２０年    

講師は阪神大震災後から六甲山に関心を向 
けて活動を続けています。２０年近く保管し 
ていた冊子を数点、参加者に寄贈しました。 
震災３年後にコープこうべが発行した『いま 
ここにある明日』で、「こうべ」らしさって 
なんだろうと題し、ハイカラ生活の追求から 
オリジナルな生活の創造を提起しました。 
１９９９年から３回開催した六甲山上での 

プチ･シンポジウムの報告書は、市民として 
初めて六甲山に目を向けた試みとして注目を 
集めました。これらが地域を知ろうとする原点になり、「市民
セミナー」の運営や報告書の継続・発信につながっています。 

「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ    

講演は岡さんの司会で進みました。まず「六甲山を活用す 
る会」１５年の概要です。会の趣旨や運営体制、活動地域、
そして「市民セミナー」を軸にして派生した環境整備や環境
学習など、六甲山上での活動は広がっています。 
主題の「六甲山発郷土誌づくり」の冒頭で、地域を知る試

みを始めた出発点を述べました。２０００年前後に神戸地域
ビジョン委員会で県民行動プログラムの策定に関わってお
り、これが２００３年の市民団体の設立につながりました。 
リニューアルした兵庫県立六甲山自然保護センターの活用

に取り組み、六甲山上で半日滞在する方策としたのが「六甲
山魅力再発見市民セミナー」です。 
初年度は関係者を講師にして６ヶ月の予定を立てただけで

スタートしました。毎月第３土曜日、参加費５００円、講師
とテーマは一回限り、当月報告書発行、３年後に『六甲山物
語』を出版すると掲げて、綱渡りに近い状態でした。講師探
しや集客などで苦労しましたが、やがて多彩な講師が出講さ

講師：講師：講師：講師：堂馬堂馬堂馬堂馬    英二英二英二英二さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1947年生まれ、灘区在住。1970年静岡大
学ヒマラヤ遠征隊に参加。71 年農学部卒
業、民間企業勤務を経て、75 年ヒマラヤ
技術協力会事務局長。76 年から（株）リ
クルート専属教育トレーナー、91年（株）
ワークスタイル研究所を設立。阪神大震災
以降、六甲山の活性化に関わり、2003 年
六甲山を活用する会を設立。 

 

第１３２回テーマ 
六甲山発郷土誌づくり

の歩み 

●六甲山を活用する会の１５年

●六甲山発郷土誌づくり 

●六甲山発郷土誌を普及する 

 

 

 

実施日：平成２９年１０月２１日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

れ、多岐にわたるテーマを集め 
て、４年目には『六甲山物語１』 
を発刊しました。活動が軌道に 
乗り、『六甲山物語２・３・４』 
や『六甲山辞典・総集編』ＣＤ- 
Ｒ版も発刊し、六甲山情報を集 
積しました。 
９年目に１００回を迎え、「市民セミナー」の終了を考え 

出した時、「六甲山発郷土誌」という言葉に出会いました。
活動の意義を改めて認識し、さらに６年継続しました。 
１５年目の現在、『六甲山物語５』の発刊を機に、「市民セ

ミナー」を継続するのは負担が大きいので、終了することに
しました。蓄積した六甲山情報やノウハウを広める方向に転
換します。まず、「市民セミナー」全１３２話を再整理し、
４つのジャンルの「六甲山発郷土誌」マップを作成しました。
市民が地域を知るためのフレームができたので、運営ノウハ
ウや活用方法も加え、ネットで発信する準備を始めました。 

六甲山を知る「手がかり」を広めたい六甲山を知る「手がかり」を広めたい六甲山を知る「手がかり」を広めたい六甲山を知る「手がかり」を広めたい    

六甲山を広く深く知ろうとする「市民セミナー」の継続が、
活用可能な産物を生じました。出席者は１３２回という運営
や報告書の発行に感嘆されました。これからの正念場は、多
様な講師の貴重な語りを生かし、多くの市民が地域を知り関
心を高める「手がかり」として活用してもらうことです。ま
た、新たなチャレンジを続けるという予感もしています。 

詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    

 

六甲山を活用する会を立ち上げて１５年、 
市民セミナーを１３２回、報告書を毎回発行 
されていた事、すごい経験をされていたんだ 
と感心させられました。世の中では継続は力 
なりと申しますがそれを実践されていた！ 
参加者の募集、講師の依頼等のノウハウも蓄積されてい

ると思います。私ども静岡大学山岳会関西支部として六甲
山を楽しむ事ができました。会の皆様ありがとうございま
した。又会の隆盛を祈念致します。 

 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想    山端謙一郎さん山端謙一郎さん山端謙一郎さん山端謙一郎さん    

 

展示ルーム展示ルーム展示ルーム展示ルームに参加者集合に参加者集合に参加者集合に参加者集合    

『六甲山物語』『六甲山物語』『六甲山物語』『六甲山物語』1111～～～～4444 発刊発刊発刊発刊    

震災記念誌震災記念誌震災記念誌震災記念誌    
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う、をテーマに文章を載せた。神戸の特色を思案して、
「ハイカラ生活の追及からオリジナルな生活の創造」
を提起し、六甲山の自然環境との共生を考えた。 

●●●●六甲山に目を向ける:生涯学習団体「２１世紀学会」
の有志で、１９９９年に六甲山上でプチ･シンポジウ
ム「改めて六甲山に目を向けてみよう」を開催し、報
告書も発行した。マスコミに注目され脚光を浴びた。
３年で３回続けて、市民が集まり六甲山のことを話す
交流と、多様な報告や提案を集めることができた。 

●●●●市民団体を立ち上げる:兵庫県が神戸県民局を設立
し、公募された地域ビジョン委員会に六甲山部会のリ
ーダーとして参画した。４年かけて六甲山を生かす
「県民行動プログラム」を作成し、それを実践しよう
とした勝手連が市民団体を設立した。 

■「六甲山魅力再発見市民セミナー」の試み■「六甲山魅力再発見市民セミナー」の試み■「六甲山魅力再発見市民セミナー」の試み■「六甲山魅力再発見市民セミナー」の試み    
●●●●「市民セミナー」の着想：兵庫県の唯一の施設である
「六甲山自然保護センター」がリニューアルし、施設
の有効利用が課題になった。山上に半日滞在する集客
として「六甲山魅力再発見市民セミナー」を着想した。
毎月第３土曜日、参加費５００円、講師とテーマは一
回限り、当月報告書発行を基本にした。第１回は１８
名が参加したが、貴重な話を神戸市民１５０万人に伝
えたいので、３年後に『六甲山物語』を出版すると宣
言した。綱渡りの「市民セミナー」が始動した。 

●●●●報告書の発行:参加者募集チラシや報告書の基本デザ
インと様式を最初に決めた。各回の報告書はＡ４×４
ページで、表紙はセミナーの概要、講演内容の要約が
２ページ、裏表紙は会報とした。開催時、写真・ＶＴ
Ｒ、メモ、ＩＣ記録を行った。若手がブラインドタッ
チで記録を作成してくれ、編集作業が軽減された。 

●●●●『六甲山物語１』出版: 報告 
書は当月作成して郵送し、年 
度毎に「六甲山魅力再発見ガ 
イド」を発行した。３年分の 
報告書３６話を再編集し『六 
甲山物語１』を発刊した。講 
師とテーマは一期一会で幅広 
くランダムに集めたため、再 
編集する際に、目次立てで苦 
労した。テーマを６つのジャ 
ンルに集約できたのが大きな 
成果で、座標軸も得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辞典として使えるように４３７の用語索引も作リ、井 
戸知事に巻頭言をお願いし、初版１千冊を出版した。 

●六甲山を活用する会の１５年 

●六甲山発郷土誌づくり 

●六甲山発郷土誌を普及する 
 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    

１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：１０ 
３．休憩  ：１４：１０～１４：２０ 
４．意見交換：１４：２０～１５：００ 
 

第１３２回テーマ：六甲山発郷土誌づくりの歩み 

第１３２回市民セミナーの流れ 
 

講演のあいさつ（堂馬 英二さん） 

ふだんは黒子として「市民セミナー」運 
営のお世話をしています。最終回は仕掛け 
人が責任を取れと言われて、講演を引き受 
けました。「市民セミナー」の背景や経緯 
をご説明して、「郷土誌」の広報について 
のご意見をおうかがいしたいと思います。 

１．六甲山を活用する会の１５年 

「六甲山を活用する会」は六甲山上で長く活動す
る市民団体です。「市民セミナー」を発端に、環境整
備や環境学習などにも取り組んでいる。 
■「六甲山を活用する会」の今■「六甲山を活用する会」の今■「六甲山を活用する会」の今■「六甲山を活用する会」の今 
●●●●会の概要：平成１３年９月設立、現在の会員は９０名。
趣旨は、記念碑台周辺の利用、自然保護センターの活
用、「まちっ子の森づくり」と「森と歴史の散歩道」
の普及を挙げている。 

●●●●会のやりくり：ここ５年間では事業費は４３８万円か
ら２２７万円の幅がある。７割前後は助成金で賄って
いるが事務局運営費などのやりくりで苦労している。 

●●●●活動地域：六甲山中央部の記念碑台周辺の２ｋｍ圏
で、自然保護センターを拠点に、まちっ子の森や近畿
自然歩道で毎月３～５日活動している。 

■活動内容■活動内容■活動内容■活動内容 
●●●●市民セミナーと郷土誌:２００３年４月に第１回市民
セミナーを開始し、２０１１年までは毎月、２０１２
年から年４回の開催で、１５年目の現在１３２回を迎
える。毎回報告書を発行し、３年毎に『六甲山物語』
を発刊。「六甲山辞典・総集編」ＣＤ－Ｒ版も発刊し、
郷土誌といえる資料を蓄積している。 

●●●●森と歴史の散歩道づくり:２００６年から、近畿自然
歩道の清掃･整備に取り組み、延長１ｋｍでササ刈り
や山道整備を継続している。２．５ｋｍの周回路を「森
と歴史の散歩道」と名づけて整備し、案内もしている。 

●●●●まちっ子の森での環境学習:四季の環境学習として、
年４～５回、まちっ子の森の二つ池などで、「小さな
場所でも目を凝らせば多様な世界が見えてくる」をモ
ットーに、学童対象の環境学習を運営している。 

●●●●アセビ伐採調査:２００９年からまちっ子の森１．２
ｈaで、落葉広葉樹主体の森に再生を目指すアセビ伐
採調査を４期実施した。フォロー調査を継続し、人と
自然の博物館の研究紀要『人と自然』に学術論文も掲
載している。 

２．六甲山発郷土誌づくり 

原点を振り返ると、阪神大震災で地域の生活文化が壊
滅したと感じて、六甲山との共生に関心を向けた。２０
年前に作成し保管していた冊子を死蔵しないために配
付したい。これらを参照し、「郷土誌」の前史に触れる。 

■地域を知る試み■地域を知る試み■地域を知る試み■地域を知る試み    
●「こうべらしさ」を考える：震災３年後、体験が風化
するのを心配して、コープこうべが記念冊子を発刊し
た。編集協力した私も「こうべ」らしさってなんだろ

堂馬さん堂馬さん堂馬さん堂馬さん    

４２名で大盛況（司会は岡さん）４２名で大盛況（司会は岡さん）４２名で大盛況（司会は岡さん）４２名で大盛況（司会は岡さん）    

『六甲山物語1』目次 
１．六甲山を見渡す～六甲山の成り立ちと都市環境     
２．六甲山を辿る～六甲山の歴史と文化      
３．六甲山の植物を知る～六甲山の生物                      
４．六甲山の動物を知る～六甲山の生物                     
５．六甲山のくらし・学び～生活文化と環境学習               
６．六甲山に親しむ～スポーツからレジャーまで 
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■「市民セミナー」運営のエピソード■「市民セミナー」運営のエピソード■「市民セミナー」運営のエピソード■「市民セミナー」運営のエピソード    
●●●●月次開催から４回開催へ:月例開催を９年続け、２０
１１年から４・６・８・１０月の４回開催に変更し、
午前中は自然散策、午後は講演の組み合わせにした。 

●●●●参加者は定員の９割:「１０名を割ったらセミナーは
廃止する」と気を引き締めて集客した。最少１４名で
最多は５７名、１３２回平均で２６．７名になった。 

●●●●「郷土誌」を自覚:２０１０年に北海道新聞の記者と
話した際、「市民セミナー」に対するコメントを求め
ると、「大都市における郷土誌づくり」だと示唆され
た。「六甲山発郷土誌」という意義に目覚めた。 

■「六甲山郷土誌づくり」のノウハウ■「六甲山郷土誌づくり」のノウハウ■「六甲山郷土誌づくり」のノウハウ■「六甲山郷土誌づくり」のノウハウ    
●●●●講師依頼:２回出講されたのが６名、市民活動家から
オーソリティまで合計１２６名で、人と自然の博物館
の研究者をはじめ学識経験者も多い。人物、活動内容、
テーマという３つの魅力を確認してお願いしている。 

●●●●『六甲山物語』シリーズ:３年毎に『六甲山物語２、
３、４』を刊行し、『六甲山辞典・総集編』ＣＤ－Ｒ
も発刊した。『六甲山物語５』の出版を目指している。 

●●●●運営の工夫:神戸シルバーカレッジのぴかぴか隊に年
間行事として団体参加してもらい参加者を確保して
いる。年４回の開催にすることで運営の負荷を軽減し
た。郷土誌としての内容を充実するために、六甲山の
特性を探るテーマを増やしている。 

３．六甲山発郷土誌を普及する 

■「六甲山郷土誌マップ」を■「六甲山郷土誌マップ」を■「六甲山郷土誌マップ」を■「六甲山郷土誌マップ」を作った作った作った作った    
●●●●１３２話が４つのジャンル:『六甲山物語１～５』を
まとめて検索できる試みをした。「六甲山の特色」４
項３６話、「六甲山の歴史」３項２９話、「六甲山の生
きもの」３項３２話、「六甲山とくらし」５項３５話
に整理でき、郷土誌の全体像が簡明になった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者の声の声の声の声：：：： 
・市民セミナーに出講したのが活動の原点になっています。 
・六甲山発郷土誌は残していくべき大切な資料です。    
・年に一度くらいは「市民セミナー」を開催してください。 

◆◆◆◆参加者：参加者：参加者：参加者：４２名（５０音順・敬称略）、ゴシック:静大山岳会 
天野征一郎 伊谷 正弘 井上 幸雄 大上 卓男 岡  敏明 
岡谷 恒雄・園子 金原 淳一 神谷 知彌 川部 忠夫 喜多 茂 
北嶋 治夫 木下 健二  熊谷 正一  黒田 郁子 小谷 寛和 
沢村 勝義 下田 ゆみ子 高橋 明子 高橋 貞美 田中正視・敬子 
田中 弘子 玉井   誠 堂馬 英二 徳見 健一 中井 龍司  
中尾 啓子 中務 勝子 愛徳 篤・ 陽子 福永 一登 藤原 義則 
前田 康男 眞苅  保  松岡 達郎 三木 柚香 八木  浄 
柳田千惠子 山端謙一郎・和子 米田 佐江子 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・ＰＰＴ：「六甲山発郷土誌づくりの歩み」 
・配付資料：「六甲山発郷土誌」マップ。『こうべからのメ
ッセージ２』、『プチ･シンポジウム報告書』１・２・３。 

 記事掲載紙／毎日新聞、神戸新聞。  
・参考資料：『六甲山物語１・２・３・４』、他 。 
 
 堂馬堂馬堂馬堂馬    英二英二英二英二:どうま えいじ 
六甲山を活用する会 代表幹事 
〒657-0028 神戸市灘区森後町 2-3-7 
TEL:050-3743-9897 FAX:078-856-6616 
E-mail:info@rokkosan-katsuyo.com 
http://rokkosan-katsuyo.com 

●●●●マップの活用マニュアル化:利用者向けの案内書や、
検索の仕組みを整備する。郷土誌の目指すところや、
有効な使い方を小冊子で案内し、報告書の内容はＣＤ
－Ｒや、ネットで検索するという形を考える。 

■「六甲山発郷土誌」■「六甲山発郷土誌」■「六甲山発郷土誌」■「六甲山発郷土誌」をををを普及普及普及普及したいしたいしたいしたい    
●●●●ｗｅｂ．で情報発信：「六甲山発郷土誌」は専用のホ
ームページを制作して無料で公開することを基本に
検討している。情報公開について講師の承諾を求める
と、主旨に賛同し激励される方が圧倒的に多かった。    

●●●●運営ノウハウの広報：「市民セミナー」の運営や、「郷
土誌」の制作などもノウハウ化して、「六甲山発郷土
誌づくり」として、全国に紹介したい。    

質疑応答・感想(敬称略) 
＊田中：これだけきちっと報告書を作る 

のは真似できない。原動力はどこにあ 

るの？～私は編集者の立場、講師の話 

を誰かに伝えたいという心がけかな。 
＊愛徳（なるえ）：人集めのノウハウは？ 
 ～何とか集まっている。リピートは難 
しいが口コミやグループ参加が有効。 
１３２回の市民セミナーを凝縮した形 
にすると日本全国でもできそうだ。 
～全国の地域史とか郷土誌、地域起こ 
しで活動する人にも伝えたい。 

＊三木：ライフスタイルの創造に貢献し 
たか？～難しい質問だ。行きがかりで 
やっている、役に立つのとオリジナリ 
ティの２本柱を求めている。 

＊藤原：ふつうは地域の中の六甲山とい 
う見方だが、六甲山という立場から逆 
に地域を見ているのに感心。 

＊前田：『六甲山物語』の資料を六甲山 
の百科事典のように使っている貴重な 
財産。ウェブでの無料公開で素晴らし 
い財産を使えるようにしたい。 

＊中井：セミナーはこれで最後かもしれ 
ませんが、「六甲山発郷土誌」だけでな 
く、１３２回の情報・経験を活かして、 
次の新しい事に挑戦してもらいたい。 

事務局 
台風前の雨天にもかかわらず、４２名もの方が参加さ

れて、最終回が盛り上がりました。これまで実に多くの
方のご協力で１３２回の市民セミナーを完遂できまし
た。１５年で培ったものを多くの方に広めるという次の
課題は相当手強いですが、リ・スタートします。 

市民セミナーVol.132 
六甲山発郷土誌づくりの
歩みノ堂馬 英二 
2017 年 10 月発行 
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     ２．六甲山を辿る 
         ～六甲山の歴史と文化～ 

 

    

    

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

『六甲山物語５』の第２段は「２．六甲山を辿る」で、六甲山の歴史や文化にちなむ４

話を集めています。 

建築家の小代 薫さんは、明治時代の布引遊園地開発や近代公園誕生について博士論文

を執筆されています。明治期の神戸で行われた市民主導のまちづくりの様子や、六甲山の

茶屋の保存と活用への取り組みをご紹介いただきます。 

京都工芸繊維大学の笠原 一人さんは建築史の専門家で、昨年閉鎖された六甲山ホテル

旧館の保存を提起されています。この建物の歴史背景や設計者、文化歴史価値について解

説していただきます。 

ミニコミ誌執筆者の平野 義昌さんは、元町で存在感のあった海文堂に書店員として勤

めておられました。阪神大震災後に廃業することになって多くの市民に惜しまれました。

神戸の作家にちなむ話題も併せてご紹介いただきます。 

森地 一夫さんは六甲山の現代史に詳しく、１０年前の第３１回市民セミナーにご登場

いただきました。このたびは最終年度を記念して、「六甲山開発史バージョン２」をお願

いしました。あまり知られていない戦前～戦後の経緯をご紹介いただきます。 

ここでは、六甲山と神戸の明治～現代の印象的な出来事や経緯に目を開かれることを期

待しています。 

    

①①①① 六甲山の茶屋群をみんなの文化財に六甲山の茶屋群をみんなの文化財に六甲山の茶屋群をみんなの文化財に六甲山の茶屋群をみんなの文化財に    
                                                Ｐ２１～２３    

 

②②②②文化遺産としての六甲山ホテル旧館文化遺産としての六甲山ホテル旧館文化遺産としての六甲山ホテル旧館文化遺産としての六甲山ホテル旧館    
                    Ｐ２４～２６Ｐ２４～２６Ｐ２４～２６Ｐ２４～２６ 

③③③③海文堂、震災、そして陳舜臣さん海文堂、震災、そして陳舜臣さん海文堂、震災、そして陳舜臣さん海文堂、震災、そして陳舜臣さん    
    ＋野坂昭如さん＋野坂昭如さん＋野坂昭如さん＋野坂昭如さん                        Ｐ２７～２９Ｐ２７～２９Ｐ２７～２９Ｐ２７～２９    

平野平野平野平野    義昌義昌義昌義昌    ひらのひらのひらのひらの    よしまさよしまさよしまさよしまさ    

ミニコミ誌ミニコミ誌ミニコミ誌ミニコミ誌    執筆者執筆者執筆者執筆者    
    

第１２８回市民セミナー講演 

２０１６年１０月１５日 

④④④④六甲六甲六甲六甲山山山山開発史開発史開発史開発史    バージョン２バージョン２バージョン２バージョン２            
                                                        ＰＰＰＰ３０３０３０３０～～～～３２３２３２３２    

森地森地森地森地    一夫一夫一夫一夫    もりちもりちもりちもりち    かずおかずおかずおかずお    

日本ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ兵庫連盟日本ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ兵庫連盟日本ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ兵庫連盟日本ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ兵庫連盟    
県連盟県連盟県連盟県連盟コミッショナーコミッショナーコミッショナーコミッショナー    

第１３１回市民セミナー講演 

２０１７年８月１９日 

 

笠原笠原笠原笠原    一人一人一人一人    かさはらかさはらかさはらかさはら    かずとかずとかずとかずと    

京都工芸繊維大学京都工芸繊維大学京都工芸繊維大学京都工芸繊維大学    
助教助教助教助教    
第１２６回市民セミナー講演 

２０１６年６月１８日 

  小代小代小代小代    薫薫薫薫    こしろこしろこしろこしろ    かおるかおるかおるかおる    

建築家建築家建築家建築家    
    

第１２１回市民セミナー講演 

２０１５年４月１８日 
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 活動も開始し現在に至る。

 

    

六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.121 
六甲山の茶屋群をみんなの
文化財に/小代 薫 
2015 年 4 月発行 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、

セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団    

 

午前中は「森と歴史の散歩道」を散策午前中は「森と歴史の散歩道」を散策午前中は「森と歴史の散歩道」を散策午前中は「森と歴史の散歩道」を散策    

朝の気温は１６℃、小代さんな 
ど８名で、「散歩道」を散策しまし 
た。まちっ子の森で景観整備や花 
芽の成長状況を観察し、山道の整 
備状況も確認しました。午後のセ 
ミナーには１４名が参加しました。 

「市民が主導するま「市民が主導するま「市民が主導するま「市民が主導するまちづくり」の歴史研究家ちづくり」の歴史研究家ちづくり」の歴史研究家ちづくり」の歴史研究家    

 ２月の行政主催の森林整備に関するフォーラムで、博士論
文をいただいたのがご縁です。小代さんは建築学科で建築の
歴史や都市の歴史を研究し、昨年博士号を取得され、大学の
研究職の求職活動もされています。「六甲山の茶屋」と「明
治の市民まちづくり」の言葉に惹かれて、講演をお願いし、
素人向きに話していただく注文もしました。 

六甲山の茶屋の保護と再活用を目指す六甲山の茶屋の保護と再活用を目指す六甲山の茶屋の保護と再活用を目指す六甲山の茶屋の保護と再活用を目指す    

冒頭で、「文化財を学者が率先して選定するだけでなく、
地域の住民が日常生活からなくなって欲しくない歴史的な
ものをみなで守ることが大事だ」と言われました。 
講演の話題の一つ目は明治期の神戸で行われていた「市民

まちづくりの様子」、二つ目は新神戸駅北側の布引遊園地の
開発が日本の近代公園の誕生につながったこと、三つ目は、
布引茶屋で取り組まれている事例紹介です。 
まず、１５０年前の神戸開 

港時の居留地と外国人の様子 
の基本情報です。雑居地は日 
本一広く、居住する者が多い 
など、神戸で外国人の主体的 
な都市整備活動が可能になっ 
た背景を説明されました。 
神戸では居留地外国人が自治機関を長期にわたって運営

し、公共施設用地を次々と借用していきました。中でも、東
遊園地の整備は、外国人が明治政府との交渉を続けたという
意義深い活動でした。 

講師：小代講師：小代講師：小代講師：小代    薫薫薫薫さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1977(昭52)年生まれ，37歳，芦屋・伊
丹・神戸市育ち。2005年神戸大学工学
部建設学科卒業，13年神戸大学大学院
工学研究科単位取得退学。14年に博士
論文「神戸開港場における内外人住民
の自治活動と近代都市環境の形成に関
する研究」提出。博士(工学)。研究分
野は建築史・都市史。同2014年より企
画・設計活動も開始し現在に至る。 
 

 第１２１回テーマ 

六甲山の茶屋群をみんなの 

文化財に    

●明治の市民まちづくりはどんな 

だったのか 

●布引遊園地開発と近代公園 

誕生の秘話 

●布引雄滝茶屋の 100 年と 

今後の取り組み 

同じ頃に日本人が主導した公共公園の整備として、布引
遊園地の経緯が紹介されました。神戸港の名主らが「花園
社中」を設立し、「公遊花園ノ地」（公園）として官林の下
げ渡しを受け、私設公園として開園しました。これに関わ
った兵庫県知事の神田孝平の発想が近代公園制度の原点に
なっていると述べられました。神戸では、住民の都市整備
への積極的な関与が大きな役割を果たし、東京や横浜と違
った形で日本の近代化に貢献したと結論づけられました。 
次は研究成果を踏まえて取り組まれている、布引雄滝（お

んたき）茶屋に関わる活動です。１００周年記念会に合わ
せて、建物の調査図面を取ったこと、そして建物の変遷に
ついても解説されました。そして改修計画を作って、出資
者を集めている現状を紹介されました。その後、参加者と
気の置けない意見交換をしました。 

市民が市民が市民が市民が地域の環境や生活文化を復活する地域の環境や生活文化を復活する地域の環境や生活文化を復活する地域の環境や生活文化を復活する    

歴史研究を背景に詳しく話されたので、神戸の住民が「市
民まちづくり」を主導した様子を知りました。近代公園制
度の原点になっていることに、神戸の先進性も感じました。
市民の自治活動で「茶屋の保存・復活」に取り組まれるの
は、将来につながる大きな構想だと期待しています。    

※※※※詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    
 

実施日：平成２７年４月１８日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

布引史跡案内略図布引史跡案内略図布引史跡案内略図布引史跡案内略図（部分）（部分）（部分）（部分）    

布引雄滝茶屋に興味があり参加しまし 
た。午前は、まちっ子の森を中心に快 
適な森林浴を楽しみました。アセビを 
切り開いた区画は暖かい日が差し込み、 
散歩道でタチツボスミレなどの野草を 
目にしました。午後は、外国人中心の 
居留地の町づくりなど、かなり学問的な説明をしていただ
きました。雄滝茶屋の保存について、出資者を募るなど興
味あるご提案があり、もう少し詳細を知りたくなりました。 

 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        中尾中尾中尾中尾    啓子啓子啓子啓子さんさんさんさん    

 

陽春の陽春の陽春の陽春の自然散策自然散策自然散策自然散策    

東東東東遊園地遊園地遊園地遊園地公園公園公園公園    1910191019101910 年年年年代代代代    
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陸上施設が計画された。公共とプライベートな部分が一
体になった、現代から見ても興味深い計画だった。 

２．布引遊園地開発と近代公園誕生の秘話 

■布■布■布■布引遊園地引遊園地引遊園地引遊園地    
外国人との間で東遊園地の交渉が行われているとき、

日本人においても住民が主導する形で公共公園の整備
が行われていた。 
●「花園社中」を設立：1871 年、神戸港の名主らが、
その景勝地に神戸の住民のための神社を造営したいと
兵庫県に願い出た。自然環境を求めて進出を目論む外国
人が問題となっていたので、この提案が受け入れられ
た。神戸港名主らは、民間企業「花園社中」を設立し、
行楽地の整備を行った。 
●「公遊花園ノ地」から「公園」：兵庫県知事神田孝平
は、花園社中から要請され 
た官林を「公遊花園ノ地」 
（公園）とし、無償に近い 
価格で払い下げ渡すよう大 
蔵省に要請し、許可された。それによって私設公 
そして、私設公園として開 
園することになった。 
公園という概念がない中 

で、住民らが景勝地に対し 
て、神社の造営を求め、周 
囲の境内地を行楽地とする 
スタイルは、信心半分遊山 
半分といった日本の旧来の 
習慣と地続きで、興味深い。 
●県知事神田孝平の発想が原点：神田は、この地を公園
という租税地とすることを大蔵省に提案して許可され
ている。神田の、この読み替えの発想こそが、日本の近
代公園制度の原点であったと考える。 

■■■■内外２公園の内外２公園の内外２公園の内外２公園の制度化と日本の近代公園制度制度化と日本の近代公園制度制度化と日本の近代公園制度制度化と日本の近代公園制度    
雑居地における東遊園地園と、布引遊園地の制度化と

日本の近代公園制度の成立時期は、ちょうど重なってい
る。日本の近代公園制度は、1873 年に明治政府の太政
官より布告された。これにより全国主要都市にある日本
古来の景勝地や寺社境内地、城址などの遺構が公園と読
み替えられ、多くの緑地が保護され、有効活用された。 
●神戸雑居地の居留外国人が公共施設を整備：神戸雑居
地では一般の居留外国人たちが、各種クラブやメディア
を通じて、公共の施設の整備を進めた実態があった。 
●日本古来の遊楽の場が近代公園制度として継承：自治
行動は神戸の日本人の間でも見られた。彼らが求めた日
本古来の遊楽の場は、外国人から影響を受けた神田孝平
による読み替えを経て、明治政府によって日本の近代公
園制度として継承されることになった。 

●明治の市民まちづくりはどんなだった 
のか 

●布引遊園地開発と近代公園誕生の秘話 
●布引雄滝茶屋の 100 年と今後の取り 

組み 

    

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．あいさつ：１０：００～１０：１０ 
２．自然体験：１０：１０～１２：００ 
３．講演  ：１３：００～１４：３０ 
４．意見交換：１４：４０～１５：００ 
 

第１２１回テーマ：六甲山の茶屋群をみんなの文化財に    

    

第１２１回市民セミナーの流れ 
 

講演の経緯（小代 薫さん） 

■■■■「みんなの」をキーワードにお話します「みんなの」をキーワードにお話します「みんなの」をキーワードにお話します「みんなの」をキーワードにお話します    
明治期の神戸をフィールドにして、 

市民が主導するまちづくりの歴史を研 
究してきました。歴史を踏まえた地域 
づくりのための建築コンサルタントの 
ような活動を行っています。 
存続の危機にある六甲山のお茶屋の 

保護と再活用を目指しています。 

講演内容 

１．明治期の神戸の「市民まちづくり」 

■■■■「市民まちづくり」は「市民まちづくり」は「市民まちづくり」は「市民まちづくり」は 150150150150 年の歴史年の歴史年の歴史年の歴史    
「市民まちづくり」とは最近の造語で、住民が主導す

る住環境や生活環境の整備を指す。神戸では、明治期の
居留地の外国人や日本の民間企業が行った都市整備の
中に同様の現象が見られる。神戸の市民まちづくりの歴
史は、全国でも最も長く、約150年の歴史がある。 
●居留外国人が都市整備を主導：1868年の開港の頃、横
浜では、主に政府主導で居留地の整備が行われた。神戸
では、居留地外国人の自治権が認められたことや、日本
人と外国人が混ざって居住する雑居地を持ったなど、一
般の居留地外国人が都市整備を主導する先進的な試み
が行われた。 
●居留地と雑居地の面積 
は日本一：居留地は外国 
人専用、雑居地は内外人 
が雑居。日本人住民との 
家屋・土地の借用も認め 
られた。神戸雑居地は、 
755,903平方㍍で日本一 
の広がりがあった。 
●居留地会議が中心となって都市整備事業：外国人の自
治機関として「居留地会議」があった。神戸では居留地
返還まで 33 年間、良好に維持された。外国政府の代表
者である領事と住民の代表者が一つのテーブルを囲ん
だのは、当時世界に例がないといわれた。居留地整備資
金を自由に采配し、提案から決定まで行った。 

■■■■居留地外国人の居留地外国人の居留地外国人の居留地外国人の東遊園地の整備東遊園地の整備東遊園地の整備東遊園地の整備    
1872年4月にスポーツクラブのメンバーらが、東遊園

地を自費で整備する許可を居留地会議に求めた。日本側
の制止に対して、４か国の領事から東遊園地用地の引き
渡し要請が外務省に送られた。相当の地代を取ることを
条件に貸与が許可された。さらに無償での貸与と管理運
営の権限を求めた交渉が３年近く続けられた。 
●自治活動による居留地整備：整備費用の不足分を募金
でまかなった。公共の道路の上に、私的なクラブによる

小代さん小代さん小代さん小代さん    

少人数少人数少人数少人数でもでもでもでも熱心な参加者熱心な参加者熱心な参加者熱心な参加者    

布引遊園地布引遊園地布引遊園地布引遊園地    1890189018901890 年年年年    
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３．布引雄滝茶屋の 100 年と今後の取組 

■■■■布引雄滝茶屋の布引雄滝茶屋の布引雄滝茶屋の布引雄滝茶屋の 100100100100 年年年年    
雄滝茶屋は昨年創業 100 周年を迎えた。「布引の滝に

感謝する会」が編集した記念誌に原稿を書いたのがきっ
かけで、建物の調査図面を取ってパネルにした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●明治期：布引遊園地は明治初年に物見遊山の和風行楽
地として開園。明治７年の錦絵に様子が現れている。桜
梅が植樹され茶屋が複数確認できる。雄滝茶屋は明治末
に営業を始めたそうで、今となってはこの当時の行楽と
建築の様式を伝える現存唯一の茶屋だといえる。 
●大正期：石垣を築き柱を建て地面から高く上がった所
に座敷と濡れ縁を作る建築形式。滝や周囲の自然ととも
に、しっかりした飲食も楽しめる施設であった。 
●昭和期：客用座敷がなくなり、濡れ縁が室内化し、ハ
イキング向けの軽食が中心になった。時期的には六甲山
山上地区の大規模レジャー施設の盛況やハイキングが
流行しだした頃。物見遊山の茶屋から近代登山の休憩所
としての用途変容が見られる。 
●平成期：空調完備の部屋ができた。物見遊山の茶屋か
ら続く伝統的な屋内飲食施設の再来で興味深い。 

■■■■雄滝茶屋の保存活動雄滝茶屋の保存活動雄滝茶屋の保存活動雄滝茶屋の保存活動    
100年の風格を表現する建物を、このまま腐らせるの

はもったいない。文化財としてきれいにし直す提案をし
た。たたかれ役の役回りだが、皆さんの文化財一号がで
きつつある感触を得ている。 
●改修計画のポイント：外観を変えない、本来の用途に
できるだけ戻す。大正時代の縁側をお客さんに開放し
て、改修費用を捻出するための収益部門を作った。50～
100 名限定の会員専用スペースにして、年額５万円程度

市民セミナーVol.121 
六甲山の茶屋群をみんなの
文化財に/小代 薫 
2015 年 4 月発行 

 

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・これからの六甲山の茶屋文化を考えるにあたって、とても
参考になりました。 

・専門的なお話もあり、六甲山の活用、布引雄滝茶屋の保存
について興味あるお話がきけて良かった。 

・植物に詳しい方、楽しい方がいて良かった。 
・四季を通じて楽しめる散策コースだと思います。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：１４名（５０音順・敬称略） 
井指 俊雄 泉 美代子 岡  敏明  岡谷 恒雄
兼貞  力 鎌本  暁 小代  薫  高松 千秋 
徳見 健一 堂馬 英二 中尾 啓子 福永 一登 
松岡 達郎 村上 定広 
 

 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント：レジュメ：「六甲山の茶屋群をみん

なの文化財に」 
・資料：布引雄滝茶屋100年の軌跡－六甲山行楽の歴史

を伝える文化財として－ 
・アンケート：「これから何する？」 
 

小代小代小代小代    薫薫薫薫：こしろ かおる 

小代薫建築研究室 代表 

〒657-0013 神戸市灘区六甲台町 6-22-301 
Tel/Fax:078-777-5051 携帯:090-7762-6226 
Email: office@koshiroarch.com 

の利用料を頂く。資金援助する篤志家が共同利用できる
別荘のように使えるようにすることを考えた。 
●出資者による公益活動：利用料５万円の使い道は、公
益活動という枠の中で出資者の自由な提案と決定に任
せる。出資者が主体的に公益活動を行えるしくみづくり
も行う計画である。 

意見交換 
◆岡◆岡◆岡◆岡：：：：雄滝茶屋は立派、 
古いのですか？  
●●●●    小代：小代：小代：小代：今残っている 
建物は明治末の築。し 
かし明治初年にはすで 
にこの場所に茶屋があ 
ったのではと考えている。 
◆松岡◆松岡◆松岡◆松岡：：：：博士論文の近代公園制度で新説とされたのは？ 
●●●●小代小代小代小代：：：：近代公園の父は井上大蔵大臣がだといわれる
が、背景には神田県令の読み替えがあったこと。 
◆◆◆◆兼貞：兼貞：兼貞：兼貞：お茶屋さんじゃなく、「六甲山の茶店」の話だ
と思って来た。（茶屋と茶店の違いが話題） 
●小代：●小代：●小代：●小代：六甲山には両方ある。比較的しっかりした料理
を出す物見遊山のお茶屋さんから始まり、ハイカー相手
の茶店へと移行していく。京都のお茶屋さんとも峠の茶
店とも、アルプスの山小屋とも違う。どこにもない独自
なものになっている。 
◆松岡◆松岡◆松岡◆松岡：：：：「雄滝茶屋に感謝する会」の保存活動なのか？ 
●●●●小代小代小代小代：：：：僕が独立してやっている。会には協力を求める。 

小代さんのまとめ 
こういう場でお話しできたことが僕にとっては大き

な一歩です。これからもこういう活動をいろんな所で、
いろんな方としていきたいと思います。何でもいいので
ご協力いただければありがたいです。お茶屋さんにちょ
くちょく行くとか、そんな所から大きなものに広がって
いけばいい、そんな風に考えています。 

事務局から 
かつて山上には５００ｍごとに茶店があった。山麓に

は毎日登山の伝統が生きており、茶屋も残っている。モ
ータリゼーションの普及もあって、「歩く文化」を支え
てきたものが根こそぎ変質している。 
一般に、古いものを保存・復活するより、新しいもの

を作る方がてっとり早いので、そちらに走りやすい。小
代さんが復活しようとするエネルギーは貴重だ。 
 

現在の現在の現在の現在の布引茶屋布引茶屋布引茶屋布引茶屋    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.126 
文化遺産としての六甲山
ホテル旧館ノ笠原 一人 
2016 年 6 月発行 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    
コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団    

 

六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館の外観を見学したの外観を見学したの外観を見学したの外観を見学した    

午前の記念碑台は２０℃で晴れ、 
行楽日和です。１５名が環境整備 
でササ刈り。１７名は散歩道を回 
遊し、六甲山ホテルの旧館を訪れ 
ました。外観を観察し、六甲山事 
情に詳しい森地 一夫氏から、写 
真パネルで解説いただきました。 
午後は４３名が参加しました 

宝塚ホテル・六甲山ホテル旧館の保存を提言宝塚ホテル・六甲山ホテル旧館の保存を提言宝塚ホテル・六甲山ホテル旧館の保存を提言宝塚ホテル・六甲山ホテル旧館の保存を提言    

今年の２月に新聞紙上で、日本 
建築学会近畿支部が六甲山ホテル 
旧館の保存の要望書を阪急・阪神 
ホールディングスや神戸市などに 
出されていることを知りました。 
早速、建築学会の事務局に講師 

派遣をお問い合せし、中心人物の 
笠原さんをご紹介いただきました。 
 笠原さんは建築史の研究者で、 
地元の灘区にお住まいです。建築 
遺産の保存・維持に、力を注いで 
おられます。今回は、六甲山ホテ 
ル旧館の素晴らしさに脚光を当て 
たお話をお願いしました。 

地域遺産を見直して保存地域遺産を見直して保存地域遺産を見直して保存地域遺産を見直して保存することをすることをすることをすることを啓発された啓発された啓発された啓発された    

笠原さんは宝塚ホテルや六甲山ホテル旧館の保存を提起さ
れています。午後の講演は「文化遺産としての六甲山ホテル
旧館」をテーマに、体系的にお話いただきました。まず、昭
和初期の六甲山をめぐる阪急と阪神の争いを紐解いて説明さ
れました。六甲山ホテルの建設、ケーブルやロープウェイ、
山上道路の開発、六甲山開発の勢いと熱気が伝わりました。 
続いて、六甲山ホテルの建築的特徴を詳しく説明されまし

た。スイスやドイツなどヨーロッパの山岳地帯に見られる伝
統的な建物の様式に基づいて、時代の流行のデザインも取り
入れていること。専門家の目から見た外観や内装の特徴など
を写真で詳しく解説されました。 

講師：講師：講師：講師：笠原笠原笠原笠原    一人一人一人一人さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1970年（昭45）、灘区出身・在住。 
1998 年京都工芸繊維大学大学院博士
課程修了。2010-11年オランダ・デル
フト工科大学客員研究員。近代建築
史・建築保存再生論専攻。日本建築学
会近畿支部近代建築部会主査。
DOCOMOMO Japan 幹事。住宅遺産トラ
スト関西理事。9 

 

第１２６回テーマ 

文化遺産としての 

  六甲山ホテル旧館 

●建物の歴史と背景 

●建物のデザイン上の特徴 

●設計者古塚 正治のこと 

 

実施日：平成２８年６月１８日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館正面正面正面正面    

 建築設計を業とする私は、素晴らし 
い近代建築群が取り壊されている現状 
を憂いておりました。笠原先生は長き 
にわたり近代建築史を研究されており、 
村野藤吾氏の研究では、日本を代表す 
る研究者の一人と言っても過言ではあ 
りません。本セミナーでは六甲山ホテル旧館を保存する
意義を改めて認識できました。そして貴会やボランティ
アの方々の熱い想い、六甲山を愛する地域の皆様の笑顔
に出会う事ができ、心が豊かになった一日でした。 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        杢谷杢谷杢谷杢谷さんさんさんさん    

 

森地さん森地さん森地さん森地さんからからからから解説解説解説解説    

保存の要望保存の要望保存の要望保存の要望が大きくが大きくが大きくが大きく報道報道報道報道されたされたされたされた    

旧館を設計した古塚 正治は阪 
神電鉄勤務後、早稲田大学に入り、 
宮内省勤務という経歴を持つ、阪 
神間で活躍した優れた建築家で、 
宝塚ホテル本館など数々の名建築 
を残しました。 
1929年建設の六甲山ホテルは山 

小屋風のホテルの先駆で、同時代 
の上高地ホテルや雲仙観光ホテルに先立った存在でした。古
塚 正治はホテル論で、六甲山ホテルを「遊興地及び季節を
主とするもの」で、大衆の利用の必要も説いています。 
六甲山ホテルは、山小屋風ホテルの先駆けとなるデザイン

の大半が現存し、古塚 正治の数少ない現存作品で、阪神間
モダニズムの象徴となる貴重な建物です。問題の保存活用に
ついては、改修して耐震性を向上させることは十分可能なの
で、所有者の保存意欲を期待して終わりました。 

人工の美を生かす文化人工の美を生かす文化人工の美を生かす文化人工の美を生かす文化をををを大切に大切に大切に大切にししししたいたいたいたい    

六甲山ホテル旧館に注目して、建築物そのものの魅力はも
とより、建築の時代背景や建築家のビジョンが表現されてい
ることを学んだ。名建築を評価して維持活用するには、それ
を支える地域文化や愛着を持つ人々の存在が鍵になります。 
今あるものを大切に生かすことに尽力したいものです。 

※※※※詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    
 

六甲山ホテル六甲山ホテル六甲山ホテル六甲山ホテル旧館２階旧館２階旧館２階旧館２階    
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1925年に阪急が六甲阪急倶楽部・阪急食堂を開設した。
1927年には阪神が六甲山上の土地250ｈaを買収した。
そして、1929 年の六甲山ホテル開設になる。1931 年に
六甲ロープウエイ（阪急）、1932年に六甲ケーブル（阪
神）と開発ラッシュが続いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．建物のデザイン上の特徴 

■■■■1930193019301930 年代の山小屋風ホテルの先駆け年代の山小屋風ホテルの先駆け年代の山小屋風ホテルの先駆け年代の山小屋風ホテルの先駆け    
当時は山岳の観光化はス 

イスをモデルにしていた。 
建物の細部を見てみたい。 

これは正面、細部は凝った 
デザインになっている。屋 
根を支えている腕木のよう 
なもの（持ち送り）、ヨー 
ロッパで軒下を飾る時に使 
うもので、そのデザインを 
取り入れている。 
壁面、歪んでいるような 

のもデザイン、軒裏も凝っ 
たデザイン。玄関部分は当 
時の最先端のデザイン、荒 
々しく、柱もすぼんでいる、 
上に向かって開いていく力 
強いデザイン。ドイツで流 
行していた表現主義（荒  々

しい）を参照しただろう。 
六甲山ホテルの玄関部分 

は表現主義で、世界はすで 
にモダニズムに向かってい 
るので少し古風だ。裏面に 
はハーフチンバーが残って 
いて、凝ったデザインが見られる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●建物の歴史と背景 

●建物のデザイン上の特徴 

●設計者古塚 正治のこと 
 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：１０ 
３．休憩  ：１４：１０～１４：４０ 
４．意見交換：１４：４０～１５：００ 
 

第１２６回テーマ：文化遺産としての六甲山ホテル旧館 

第１２６回市民セミナーの流れ 
 

講演のあいさつ（笠原 一人さん） 

今年初めに、阪急・阪神ホールディ 
ングス、阪急・阪神ホテルズに見解文 
を届け保存活用をお願いしてきた。 
六甲山ホテルは由緒のある歴史的な 

建物です。日頃使っている皆さんはす 
ごい建物だと思っておられないが、非 
常にユニークで特徴のある、歴史的価 
値、文化的価値がある。改めて、六甲山ホテル旧館を文
化遺産として見ましょう。 

１．建物の歴史と背景 

■■■■六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館六甲山ホテル旧館    
今日の六甲山ホテルです。 

当時のものと姿が変わって 
いる。くっきりとした表情 
、外観、構造的には変わら 
ない。正面のこの辺りは全 
く変わらないけど、下には 
御影石が乗っていて、壁面 
にベランダが付いていた、 
ハーフチンバーという木が 
露出している所だ。１階の 
木が積み上げられているデ 
ザインになっている。今と 
較べると、屋根が斜めにカ 
ットされている。当時は切 
妻で、現在も向こう側の切 
妻はそのまま残っている。こちらは改変されている。 
竣工当時そのままではないけど、骨格、全体の中心的

なデザイン、そして内部（今は見えないけど）はよく残
っている。六甲山ホテルとしての建物の価値があるし維
持されているといってよい。 

■六甲山ホテル旧館■六甲山ホテル旧館■六甲山ホテル旧館■六甲山ホテル旧館の経緯の経緯の経緯の経緯    
1929 年、昭和 4 年に竣工した。古塚 正治（ふるつ

か まさはる）という建築家が設計した。鉄骨鉄筋コン
クリートおよび木造。基礎の地下１階、柱も鉄骨・鉄筋
と思われる。それ以外は木造。 
1926 年、宝塚ホテルが地元の平塚嘉右衛門という事

業家と阪急電鉄が共同出資（半分ずつ）で建てられた。
六甲山ホテルは宝塚ホテルの別館でやはり共同出資で、
初代社長は平塚氏。宝塚ホテルも解体の危機にあり、保
存運動が高まっている（新聞記事）。六甲山ホテルは2007
年に近代化産業遺産に指定された。2015年12月末に耐
震性能の低さと老朽化を理由に旧館が閉鎖された。 

■■■■六甲山開発をめぐる阪急と阪神の争い六甲山開発をめぐる阪急と阪神の争い六甲山開発をめぐる阪急と阪神の争い六甲山開発をめぐる阪急と阪神の争い    
明治以降、グルームなど外国人が開発したことはよく

知られている。1920 年代、30年代、そして戦後は外国
人に代わって、阪神・阪急がしのぎを削って開発した。 
最初は1905 年の阪神倶楽部、食堂のような小さなもの
を作った、道路もない頃だ。20 年代頃に動きがあり摩
耶山にケーブルができた。六甲山には何もなかった。 

六甲山ホテル旧館前で六甲山ホテル旧館前で六甲山ホテル旧館前で六甲山ホテル旧館前で→→→→    

笠原さん笠原さん笠原さん笠原さん 

上：現在上：現在上：現在上：現在の旧館の旧館の旧館の旧館、下：竣工時、下：竣工時、下：竣工時、下：竣工時    

１９２９年の六甲山ホテル１９２９年の六甲山ホテル１９２９年の六甲山ホテル１９２９年の六甲山ホテル竣工竣工竣工竣工当時の全貌当時の全貌当時の全貌当時の全貌    

正面玄関正面玄関正面玄関正面玄関    

ベランダベランダベランダベランダ    

壁面壁面壁面壁面    

■■■■建物の内部建物の内部建物の内部建物の内部 
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平面図を見る。1階ロビ 
ーにアーチがある、アーチ 
はヨーロッパ建築の象徴。 
太い梁で力強くみせている。 
自然に近い荒々しいデザイ 
ン。スクラッチタイル（焼 
く前にひっかく）を貼って 
荒々しく見せている。 
階段の手すりこに細かく 

デザインがあった、戦後やりかえられたようだ。 
２階のビリヤード室（24 ページ写真）は、天井にト

ップライト、倶楽部のような空間がある。モダンな部分
が随所に取り入れられて豪華な空間になっている。 
地下にはダイニンググルーム、キッチンがあった。お

そらく鉄筋。現在、当時の特徴が残っている。 

■■■■山小屋ホテルの系譜山小屋ホテルの系譜山小屋ホテルの系譜山小屋ホテルの系譜    
山小屋風のホテルは 1930 年代になって続々と全国に

現れている。ところが六甲山ホテルはその直前で 1929
年に造られ、先駆けとなっていると言える。山小屋風と
いうか、ハーフチンバーのホテルというのは、その前に
トアロードのてっぺんに建っていたトアホテルのデザ
インにも採用されている。これは大邸宅風といった方が
いい。そういう面からいうと、六甲山ホテルは正当な、
スイスなどで見られる山小屋風の容貌をした、こじんま
りした、まさに山岳に建っている 
のが相応しいようだ。わかる範囲 
では一番早い事例だ。 
その後、山小屋風の雰囲気の上 

高地ホテル、雲仙観光ホテルも同 
じような感じ、軽井沢の万平ホテ 
ル。阪急六甲に建っていた、ホテ 
ル六甲ハウスも山小屋風だった。 

３．設計者古塚 正治のこと 

■■■■古塚古塚古塚古塚    正治正治正治正治の経歴との経歴との経歴との経歴と特徴特徴特徴特徴    
古塚 正治は西宮・阪神間を拠点にして活躍した建築

家。兵庫工業高校卒、阪神電鉄に入社、一念発起して早
稲田大学に入っている。村野藤吾という有名な建築家と
似た経歴を持っている。 
そして、優秀でないと入れない宮内省の匠寮に勤務し

た。皇族関係の住宅とか建築物を造る所で、よっぽど腕
が良くないと就職できない。そんなところで腕を磨い
た。皇族の建築の特徴というのはモダニズムではダメ
で、様式的な伝統的なものをアレンジし、そこに少し新

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・六甲山ホテルについて詳しく教えていただき感心しました。 
・どんな方法でもいいので保存していただきたいです。 
・今日は六甲山の歴史の話も聞き、有意義な散策ができた。 
・六甲山が別荘地として開発された歴史を詳しく知りました。
六甲山ホテルも何らかの形で保存されることを願います。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：４３名（５０音順・敬称略） 
天野 征一郎 池田 淳八 夫妻 泉 美代子 伊谷 幸子 
伊谷正弘 井上 幸雄 井上由美子 今北 龍雄 大出 孝子 
岡 敏明 岡谷 恒雄 笠原 一人 川部 忠夫 北村 明美 
黒田美恵子 堺 令子 柴田 昭彦 嶋崎 勝男 鈴木 紀生 
竹内 和美 武内 宏 竹野 智明 多田 葉子 徳見 憲一 
堂馬 英二 中井 憲子 中尾 啓子 中尾 嘉孝 奈島 伴治 
難波美智子 濱邊 定子 福島 静代 前田 道子 眞崎  光 
松井 ＊＊ 三輪 孝子 村上 定広 杢谷 真一 森地 一夫 
柳田 千恵子 山下 博邦 吉井 文子 
 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント:「文化遺産としての六甲山ホテル旧館」 
・参考資料：「六甲山ホテル旧館の建物の保存活用に関する
要望書」／「六甲山ホテル旧館の建物についての見解」 

・新聞記事：朝日2016.2.21／5.28、産経2016.6.1 
・岡本の洋館 内覧会・チラシ／住宅遺産トラスト関西 
・大阪の建築150年・チラシ／Club Tap 
 
 笠原笠原笠原笠原    一人一人一人一人：かさはら かずと 

京都工芸繊維大学 助教 
〒657-0015 
神戸市灘区篠原伯母野山町2丁目2－1－109 
電話：078-882-4949 FAX：同左 
e-mail:kasahara@kit.ac.jp 

しいデザインを取り入れながら、デザインしていくのが
当時の宮内省のデザイン。そういうところで訓練し
てきたからこそ、さっきの六甲山ホテルのようなものが
建てられたのではないか。 
そこから西宮の方に帰ってきて、八馬汽船という、銀

行とか西宮酒造とかを経営していた方の建築顧問とし
て就任した。西宮に建築事務所を開設して戦後まで活躍
した。特徴としては、地元にいた、阪神間にいたという
こと。今でこそ建築家は山のようにいる。阪神間だけで
も何百人といる。当時はまだ数えるほどだった。 
 彼の代表作の一つが宝塚ホテル。かつての宝塚市の市
長さんの正司邸、多聞ビルディングという八馬汽船の本
社ビルだったところは今も西宮に残っている。西宮市庁
舎、西宮市立図書館、そして六甲山ホテルがあって、尼
崎信用組合本店など、山のように作品を造っていた。戦
前だけでも100～200 という単位の作品群だったが、ど
んどん消えて少なくなっている。 

■■■■古塚正治のホテル論古塚正治のホテル論古塚正治のホテル論古塚正治のホテル論    
六甲山ホテルが建った頃からホテルが大衆化してい

った。それまではオリエンタルホテルなど高級ホテルが
たくさん建っていた。1929 年を境にして大衆化してい
く。彼は「大衆化しないとダメだ」と言っている。アメ
リカのように大衆化しないと、採算的に難しい、そうい
う考えの延長で六甲山ホテルも造っている。 
彼によると、ホテルは４つの種類がある。１．豪華な

もの、２．ビジネスホテルのようなもの、３．月決め、
４．季節もの。六甲山はシーズンホテル、もともと夏の
２ヶ月だけオープンしていた。六甲山ホテルは、季節を
狙ったものと位置づけしていた。 

まとめ（笠原さん） 
閉鎖された六甲オリエンタルホテルと並んで、六甲山

を代表するホテル。1920年代から30年代の阪神間モダ
ニズムと呼ばれる、この辺の文化の象徴となる建物で
す。現在、閉鎖されて保存が危ぶまれていますが、いく
らでも改修して耐震性を向上させられる。耐震補強して
リニューアルオープンしてほしいという願いを込めて、
この重要性についてお話しておきます。 

事務局 
六甲山ホテルが、六甲山周辺地域の歴史と建築の転換

期にできた文化遺産だという理解が深まりました。この
テーマに多くの人が集まって意見交換でき、地域文化を
大切にする気運を高める貴重な機会になりました。 

 

市民セミナーVol.126 
文化遺産としての六甲山
ホテル旧館ノ笠原 一人 
2016 年 6 月発行 

１階のロビー１階のロビー１階のロビー１階のロビー    

上高地ホテル上高地ホテル上高地ホテル上高地ホテル    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.128 
海文堂、震災、そして陳舜
臣さんノ平野 義昌 
2016 年 10 月発行 

 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団、、、、    

ＧＧＧ国立・国定公園支援ＧＧＧ国立・国定公園支援ＧＧＧ国立・国定公園支援ＧＧＧ国立・国定公園支援事業事業事業事業    

 

秋晴れの活動秋晴れの活動秋晴れの活動秋晴れの活動    

秋晴れの行楽日で、午前中の自 
然散策にほぼ全員が参加しました。 
８名は散歩道の沿道のササ刈りに 
精を出し、１０名（写真）は森と 
歴史の散歩道を楽しみました。午 
後の講演に１９名が出席しました。 

『六甲山物語』『六甲山物語』『六甲山物語』『六甲山物語』の店頭の店頭の店頭の店頭販売でお世話に販売でお世話に販売でお世話に販売でお世話になっなっなっなったたたた    

平野さんとは１０年以上前、海文堂に新刊の『六甲山物語』
の店頭販売をお願いしたのがご縁でした。当時のご担当で、
わざわざ六甲山コーナーを設けていただき恐縮しました。 
そして今年の年頭。ミニコミ誌『ほんまに』１７号に陳舜

臣さん追悼の特集号を発行されたという新聞記事を眼にしま
した。陳舜臣さんはこの市民セミナーの講師にお招きしたい
と念願していたお一人で、昨年末にお亡くなりになって、目
論見はついに実現できませんでした。 
このような事情から平野さんをお招きしました。直前には

野坂さんの話もテーマに加えていただきました。 

海文堂の話題から海文堂の話題から海文堂の話題から海文堂の話題から「「「「神戸考神戸考神戸考神戸考」」」」へとへとへとへとつながつながつながつながったったったった    

冒頭で１００年におよぶ海文堂の歴史を紐解き、創業・再
建・文化活動・震災・閉店の節目や経緯、書店のライフヒス
トリーといえる解説をされました。 
馬券売り場建設運動に端を発し、地域の文化活動支援や陳

舜臣さんとの出会いがありました。震災後に文化活動支援に
注力し、それまで培った人間関係のネットワークを生かして、
企業メセナ協会・メセナ奨励賞も受賞しました。地方の書店
のユニークな活動が全国的に評価されたのです。 
創立９９年で閉店し、予想外の盛大な閉店 

行事になり、翌年には「９９＋１」という１ 
００年イベントが催されました。その後も平 
野さんたちが、ミニコミ誌『ほんまに』や、 
『海の本屋のはなし』の出版や著述活動など 
を続けています。 
続いて、陳舜臣さんのお話です。震災後に 

神戸新聞に寄稿された「神戸よ」のメッセー 
ジに感激され、神戸出身の大作家が忘れられた存在になって

講師：講師：講師：講師：平野平野平野平野    義昌義昌義昌義昌さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1953年（昭28）神戸市中央区生まれ・
在住、62歳。1976年関西学院大学法学
部卒。コーベブックス、三宮ブックス
を経て、2003 年海文堂書店入社。人文
書を担当し、13 年海文堂廃業後もパー
ト仕事の傍ら、ミニコミなどに執筆を
続ける。著書に『本屋の目』（みずのわ
出版）、『海の本屋のはなし－海文堂書
店の記憶と記録』（苦楽堂）がある。 

 

第１２８回テーマ 
海文堂、震災、そして 

陳舜臣さん＋野坂昭如さん 

●海文堂書店について 

●陳舜臣 

●野坂昭如と六甲界隈 

●陳舜臣・野坂昭如比較神戸考 

 

 

実施日：平成２８年１０月１５日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

海文堂閉店の賑わい海文堂閉店の賑わい海文堂閉店の賑わい海文堂閉店の賑わい    

今回が2回目の参加ですが、前回とは 
まったく異なる内容で、多方面からのア 
プローチを試みられていると拝察いたし 
ます。2013年廃業された元町の有名店・ 
海文堂でご勤務されていた平野義昌さん 
の、本を通じたさまざまな関わり、神戸という地の奥の深
さを感じました。海と山に囲まれた風光明媚な地。人と人
との関わりも同じく明るく、その中から生まれる可能性を
感じ、心温まるひと時となりました。 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        木村木村木村木村明恵明恵明恵明恵さんさんさんさん    

 

いるのに不満を感じて、『ほんまに』１７号で陳舜臣追悼集
を出版したと思いを語られました。陳さんが日本国籍の台湾
人で民族差別に翻弄されたこと、著作の風景描写から神戸在
住の作家としての地域への関心などを紹介されました。 
新刊の『ほんまに』１８号は神戸の空襲と作家たちの特集

で、その中から野坂昭如さんの紹介です。「闇市焼け跡派」
を自称し、多彩な活動を続けた野坂さんが、六甲界隈で複雑
な家庭で暮らしたことなどを説明されました。 
終盤は陳舜臣さんと野坂昭如さんを対比し、神戸との関わ

りや神戸に抱く原風景を解説され、「命について平和につい
て大仰に語るのではなく、体験からメッセージを出してい
る」と共通点を述べられました。 

「小さな「小さな「小さな「小さな歴史歴史歴史歴史を大切に」を大切に」を大切に」を大切に」はははは心に響心に響心に響心に響くくくく    

平野さんは、「小さな歴史を大切に」と結ばれました。『海
の本屋のはなし』のあとがきに、福岡店長がお客さんから評
価されたことを、「神戸という地域に根ざした姿勢。本屋を
拠点としたさまざまな文化発信のありよう。偉ぶらず、本を
求める人たちにできる限りオープンに扉を開けていたこと。
本を媒介として極力お客様と対話を重ねようと務めてきた
こと。儲けにならないバカなことも多々敢行してきたこと」
の５つを挙げています。そのような実践がよくわわかりま
す。小さな歴史に目を向けることを大切にしたいですね。 

※※※※詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    

 
９９＋１記念誌９９＋１記念誌９９＋１記念誌９９＋１記念誌    
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■■■■震災後１００年の幕を閉じる震災後１００年の幕を閉じる震災後１００年の幕を閉じる震災後１００年の幕を閉じる    
●震災後の本屋：再開できた・できなかったで明暗。し
かし、再開した本屋も震災後の不況で経営上の問題点
が次第に露呈。有名店や地元有力書店の廃業、倒産、
移転が相次ぐ。2000年、海文堂も島田・小林退任。 

●海文堂閉店：何よりも売り上げ減少がすべて。8 月 5
日発表、9 月 30 日閉店という性急さに納得いかなか
った。スタッフはプロとして仕事を完結したと自負し
ている。創業99 年の老舗にはそれなりの「往生」が
必要だったと今も思っている。しかし、お客さんたち
は2ヵ月弱の期間にお別れに来てくださった。感謝。 

●閉店後の残党（落ち武者）の活動：閉店作業終了後、
顧客の方々がさよならパーティーを開催。そこで島田
元社長から100年イベントを提案した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2013.2：『ほんまに』第15号で海文堂閉店特集を出版。 
2014.5～6：「海文堂生誕100年まつり 99＋1」  
2014.9：『ほんまに』第16号《続・神戸の古本力》。 
2015.7：平野著『海の本屋のはなし 海文堂書店の記憶

と記録』を苦楽堂より出版。出版記念関連イベ
ントを多数開催。 

2016.1：『ほんまに』第17号《神戸の作家としての陳舜
臣》を出版。 

2016.9『ほんまに』第18号《神戸空襲と小説》を出版。 

２．陳舜臣 

■■■■馬券売り場反対運動が陳さんとのご縁馬券売り場反対運動が陳さんとのご縁馬券売り場反対運動が陳さんとのご縁馬券売り場反対運動が陳さんとのご縁    
島田社長時代に阪神電鉄元町駅馬券売り場反対運動

で協力いただいた。「元町の文化と伝統を守る会」代表
就任。ブックフェア、サイン会など交流があった。 

■■■■震災時のメッセージに涙を流した震災時のメッセージに涙を流した震災時のメッセージに涙を流した震災時のメッセージに涙を流した    
阪神淡路大震災後の「神戸新聞」95.1.25朝刊。陳は

病床にありながら神戸市民に激励のメッセージを送っ
てくださった。当時私は三宮ブックスで復旧作業をして
いた。陳のメッセージ「神戸よ」を読み、涙を流した。 
 
 
 
 
 
 

●海文堂書店について 

●陳舜臣 

●野坂昭如と六甲界隈 

●陳舜臣・野坂昭如比較神戸考 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：２０ 
３．休憩  ：１４：２０～１４：３０ 
４．意見交換：１４：３０～１５：００ 
 

第１２８回テーマ：海文堂、震災、そして 

陳舜臣さん＋野坂昭如さん 

第１２８回市民セミナーの流れ 
 

講演のあいさつ（平野 義昌さん） 

海文堂が2013年に閉店後は主夫 
とパート仕事、余暇は本の紹介など 
を書いています。ミニコミ『ほんま 
に』に陳舜臣さん追悼特集を出版し 
たことから今回のセミナーに呼ばれ 
ました。陳さんの「六甲山房」が六 
甲山系にあるという細かい関係で、 
ややこじつけです。ついでに、『ほんまに』最新号で神
戸空襲と小説を特集したので、灘区六甲道周辺で少年時
代を過ごした野坂昭如も加えてお話しします。 

１．海文堂について 

■■■■大正大正大正大正３３３３年設立の海の本屋年設立の海の本屋年設立の海の本屋年設立の海の本屋    
元町商店街3丁目で長らく「海の本専門店」としてご

愛顧をいただいた。70 年代中頃までは専門書中心の品
揃えだったが、島田誠社長就任で総合書店になり、画廊
を併設。小林良宣が入社し中心的存在になると、「海事
書」に加えて、地元の本・著者を大切にする、人文書・
文芸書・児童書に力点を置くという「海文堂」の基礎が
固められた。福岡店長時代はイベントと古本販売に力を
入れ、神戸の本屋の代表的存在（売り上げではなく）と
して評価を受けた。（海文堂の歴史の一端を紹介） 
1914（大正 3）：賀集喜一郎が海事図書出版・販売「賀

集書店」を創業。 
1930（昭和5）：岡田一雄入社、経営を立て直す。 
1945（昭和20）：３月空襲で店舗焼失。 
1973（昭和48）：岡田一雄死去、書店は島田誠が継承。 
1984（昭和59）：阪神元町駅ビル馬券売り場建設反対運

動。陳舜臣も参加。 
1995（平成７）：1.17 阪神淡路大震災、「アート・エイ

ド・神戸」立ち上げ。 
1996（平成8）：海文堂、メセナ奨励賞受賞。 
2000（平成12）：小林店長退職、福岡新店長、島田社長

退任。 
2013（平成25）：8.5従業員に閉店発表、9.30閉店。 

■■■■震災後の震災後の震災後の震災後の文化活動支援も特色文化活動支援も特色文化活動支援も特色文化活動支援も特色    
阪神淡路大震災での被害は軽微で 8 日目には営業再

開でき、海文堂が次のようなことを行った。 
●営業再開することで街に「明るい灯火を掲げる」：出
勤可能な従業員は避難所で寝起きして復旧作業。取引
会社の支援あり。 

●「学童に文具を贈ろう」：取引会社の支援あり。児童
書担当者が避難所に読み聞かせる出張。 

●文化活動・芸術家支援「アート・エイド・神戸」立ち
上げ：芸術家の皆さんが海文堂に駆けつけ、何かでき
ることがないか相談。文化活動による復興支援、芸術
家支援。チャリティー美術展、音楽会、壁画キャンペ
ーン、震災詩集発行、若い芸術家に少額だが現金支援。 

●96年、「アート・エイド」活動により、企業メセナ協
議会・メセナ奨励賞受賞：小さな本屋が、ほとんど金
を使わずに、これまでの人間関係＝ネットワークを中
心に人が集まったことに大きな意味がある。 

自然保護センター・レクチャールーム自然保護センター・レクチャールーム自然保護センター・レクチャールーム自然保護センター・レクチャールーム    

平野さん平野さん平野さん平野さん    
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■■■■「ほんまに」で陳さん追悼の特集を出した「ほんまに」で陳さん追悼の特集を出した「ほんまに」で陳さん追悼の特集を出した「ほんまに」で陳さん追悼の特集を出した    
陳は2015.1.21逝去。ご高齢で長く闘病中だった。近

年新作品の発表はなかったので、世間では忘れられた存
在だったかもしれない。事実、本屋の棚に作品が少ない。
私は新聞・雑誌の追悼記事や特集の少なさに不満を持
つ。特集は「大手がやらないならミニコミがやる！」の
心意気。『ほんまに』がミニコミという身分も顧みず、
陳追悼特集を出版したのは、神戸の大作家への敬意と共
に、あのメッセージ「神戸よ」へのお礼である。 
 
 
 
 
 
 
 

『ほんまに』『ほんまに』『ほんまに』『ほんまに』１７号１７号１７号１７号陳舜臣追悼号陳舜臣追悼号陳舜臣追悼号陳舜臣追悼号（（（（中中中中））））    

■■■■ミステリーミステリーミステリーミステリー『『『『六甲山心中六甲山心中六甲山心中六甲山心中』の』の』の』の六甲山の描写六甲山の描写六甲山の描写六甲山の描写    
『六甲山心中』は、心中しようと六甲山を徘徊する若

いカップルが、殺人事件に巻き込まれるストーリー。 
《いま私は書斎の南の窓から、神戸のまちを見下ろして
いる。夏の夕陽を浴びて、一直線の防波堤が港に白く伸
び、そのむこうを紀伊の山なみが縁どっている。／ふり
かえって、東の窓をみると、そこから六甲山の緑がのぞ
きこんでいるようだ。木々の息吹は、私の膚にまで伝わ
ってくる。／こんなふうに、神戸の海や山はやけに身近
かに迫り、私はふだんはそれに包まれ、そしてときには
そこから脱出しようとする。 
小説をかくとき、私はいつも自分を脱走者のようにお

もう。（後略）》／陳舜臣『六甲山心中』あとがき 

３．野坂昭如と六甲界隈 

■■■■闇市闇市闇市闇市焼け跡派焼け跡派焼け跡派焼け跡派を自称を自称を自称を自称    
野坂は『火垂るの墓』『一九四五・夏・神戸』などで

神戸空襲体験を作品にしている。少年時代、実母の親戚
に養子入り。養父も祖母の養子。複雑な家庭環境で親子
互いに遠慮があっただろうが、不自由なく育つ。灘区中
郷町、成徳小学校卒業、神戸市立第一中学校（市立葺合
高校の前身）中退。 
野坂は多彩な活動で目立つ存在だったが、「闇市焼跡

派」を自称したように、空襲で養父母を亡くし、妹（養
女）を栄養失調で死なせてしまった。その虚しさ・後ろ
めたさを引きずってきた作家。デビュー作品『エロ事師
たち』はアウトロー小説だが、性と死がテーマ、神戸空
襲のことや死んだ妹の実名を出している。 

■■■■野坂の六甲野坂の六甲野坂の六甲野坂の六甲界隈の界隈の界隈の界隈の描写描写描写描写    
『火垂るの墓』にくわしい六甲界隈描写はないが、『一

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・整備された山の道を歩き、気分が良かった 
・元町通に行けば必ず、海文堂によっていた。神戸の歴史であ
る海文堂の話に興味があった。 

・陳舜臣さんの震災メッセージ「神戸よ」に私も感激した。 
・海文堂書店は本を売るだけでなく文化発信の拠点であった。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：１９名（５０音順・敬称略） 
泉 美代子 伊谷 正弘 伊谷 幸子 岩淺 敬由  
今村 千穂 大上 政雄 岡  敏明 岡谷 恒雄  
木村 明恵 嶋崎 勝男 須貝 邦子 武内  宏  
竹野 智明 堂馬 英二 平野 義昌 村山百合子  
柳田千恵子 龍造寺眞子 渡辺  洋  
 
 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント:「海文堂書店、震災、そして陳舜臣さん」 
・レジュメ：「海文堂書店、震災、そして陳舜臣＋野坂さん」 
・参考資料：『ほんまに』１５号、１７号、１８号  
・参考資料：『海の本屋の話』／平野義昌著／苦楽堂 
・参考資料：『本屋の眼』／平野義昌著／みずのわ出版 
 

平野平野平野平野    義昌義昌義昌義昌：ひらの よしまさ 

ミニコミ誌 執筆 

〒650-0017 神戸市中央区楠町 1-8-8 
電話：078-371-2948 

九四五年・夏・神戸』にある。 
《神戸旧市部、東のかぎりをなす石屋川は、六甲山系鶴
甲山の奥に源を発し、東明の浜へ注ぐ。ふだん、笹舟も
おぼつかない心細い流れだが、大雨が降れば、土砂をま
じえて黄色い濁流の、四メートルの川床をおおいつく
し、すさまじくほとばしり、これは六甲山系の地盤が風
化花崗岩で、吸水量のすくないためと、また、山裾その
まま海へなだれこむ、地形のせいでもある。》 

４．陳舜臣・野坂昭如比較神戸考 

■陳舜臣と野坂昭如■陳舜臣と野坂昭如■陳舜臣と野坂昭如■陳舜臣と野坂昭如、それぞれの神戸、それぞれの神戸、それぞれの神戸、それぞれの神戸    
●陳：1924（大正 13）年神戸生まれ。戦前、日本国籍
だが台湾人、民族差別を体験。空襲で被災したが、家
族無事（叔母が死亡）。生まれ育ち、作家になってか
らもずっと神戸在住（戦後一時台湾帰郷）。陳は神戸
の焼け跡からの復興過程を見ている。開発についても
一定の理解がある。ただ、近代化・開発には人間の生
活が結びつかなければならないと考える。 

●野坂：1930（昭和5）年東京生まれ、実母の縁者に養
子に出され、神戸育ち。強度の近視で軍国少年脱落。
空襲で家族死亡。戦後実父（新潟）に引き取られる。 
野坂の神戸原風景は少年時代過ごした町並みであり、
焼け跡。 

■■■■大きな歴史と小さな歴史（結び）大きな歴史と小さな歴史（結び）大きな歴史と小さな歴史（結び）大きな歴史と小さな歴史（結び）    
陳と野坂は個人的体験や視界で捉えたものを語る。そ

して、阪神大水害、戦争、空襲を体験して、命について
平和について大仰に語るのではなく、体験からメッセー
ジを出している。 
私は海文堂の本を書くときに、「港町神戸の発展と海

文堂」というような大それた歴史を考えていた。編集者
のアドバイスあり。読者が知りたい 
こと・読みたいことは、海文堂のみ 
んなが日常していたこと、考えてい 
たこと、仕事、棚づくり、お客さん 
とのエピソードなど日々の小さなこ 
とだ、と。最初の原稿を手直しし、 
同僚たちのインタビューをした。知 
らなかった話がいっぱい出てきた。 
こうして、海文堂という本屋の小 

さな歴史の本ができた。小さな歴史 
が貴重で、大切。 

事務局 
平野さんは照れくさそうでしたが、海の本屋、震災、

陳舜臣、そして野坂昭如と、気になる出来事や人の話題
を結びつけて話されました。大切なものを懐かしむ一編
の叙事詩を紡いだようでした。六甲山の魅力再発見に新
たな興趣を盛り込んでいただきました。 

 

市民セミナーVol.128 
海文堂、震災、そして陳舜
臣さんノ平野 義昌 
2016 年 10 月発行 

『海の本屋のはなし』『海の本屋のはなし』『海の本屋のはなし』『海の本屋のはなし』    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.131 
六甲山開発史バージョン
２ノ森地 一夫 
2017 年 8 月発行 

 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団、記念財団、記念財団、記念財団、    

ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業    

 

自然体験に２１名が参自然体験に２１名が参自然体験に２１名が参自然体験に２１名が参加加加加    

快晴で、午前中の自然体験会に２１名が参加。まちっ子の
森のササ刈りと、散歩道モニターの２班で活動しました。午
後のセミナーには２８名が出席し、聴講に集中しました。 

「祖父の見た六甲山」を軸足にした森地さん「祖父の見た六甲山」を軸足にした森地さん「祖父の見た六甲山」を軸足にした森地さん「祖父の見た六甲山」を軸足にした森地さん    

森地さんは絵葉書などの資料収集と併せて、「祖父の見た 
六甲山」のホームページも有名です。今回は、戦前･戦後の六
甲山で祖父の高岡 勇氏の活躍ぶりも紹介されました。 
高岡氏は戦前に六甲登山ロープウエイに勤務し、戦後は六 

甲山ホテルの支配人をしながら、自治会などの活動をされた。
昭和２４年に唐櫃小学校の六甲山分校の開校に関わり、初代
のＰＴＡ会長を勤め、昭和３０年には７年越しで六甲山之碑
を再建された。昭和３０年に六甲山経営株式会社で阪急六甲
のタクシー会社や住宅経営・販売など、一手に山上の開発を
担われるなど、戦後復興期の立役者の一人だと思われます。 

外人村から現在まで１２０年を俯瞰した外人村から現在まで１２０年を俯瞰した外人村から現在まで１２０年を俯瞰した外人村から現在まで１２０年を俯瞰した    

パート１は「六甲山 
の外人村」として、グ 
ルームさんの時代から 
現在までの１２０年の 
歴史を俯瞰したいと、 
話を始められた。 
明治２８年にグルー 

ムさんが三国池の傍ら 
に別荘を建てたのが始まり。あちこちに別荘を造って居留地
の外国人を誘い、どんどん仲間が増えて外人村の様相になっ
た。唐櫃道とアイスロードが交叉する前が辻が中心地で、郵
便局や下村茶屋があった。明治４４年の大阪朝日新聞に大江 
素天が署名記事を書いている。籠で登って、外人村にあった
グルームさんの家に泊めてもらい、六甲山の見聞を紹介した。
このころから六甲山上にある外人村が一般の人に知られた。 
それ以前の六甲山は里山みたいに使われていたが、下から

見ると単なる禿山だった。神戸開港で居留地ができ、外人が
入ってきて、神戸港からこれほど近くに１，０００ｍ近い山
があるのは珍しく、ちゃんと目を付けた。山の上で何かしよ
うという発想は外人さんが思いついた。別荘に住むだけでな
くいろんなスポーツが行われた。日本で最初にゴルフ場が発

講師：講師：講師：講師：森地一夫森地一夫森地一夫森地一夫さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1960年生まれ。関西学院大学理学部卒業、
神戸大学大学院理学研究科数学専攻理学
修士。コンピューター・ソフトウエア会社
に勤務。小学校よりボーイスカウトに入り
六甲山をハイキングしてきた。現在、日本
ボーイスカウト兵庫県連盟・県連盟コミッ
ショナー。ホームページ「祖父の見た六甲
山」を開設。 

 

第１３１回テーマ 
六甲山開発史 

バージョン２ 

●昭和初期の六甲山～開発競争

●戦後の六甲山 

●国立公園化以降の六甲山 

 

 

 

実施日：平成２９年８月１９日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

祥した。スキー･スケートも山の上で行われた。登山・ハイ
キングも外人さんが道を開拓して、日本人が真似て歩いた。
山を歩くという文化ができた。 
大正３年～７年、欧州で第一次世界大戦が勃発し外人が国 

に帰ってしまい、空いた別荘に日本人が住み始める。軍需景
気で金持ちになった日本人が別荘を買うようになり、山上の
インフラが必要になる。明治４３年ごろから六甲山進出を始
めていた阪神が山の上に電気を供給するなど、徐々に変化し
ていった。と、開発史の初期を改めて紹介された。 
パート２は阪神、阪急の開 

発競争、パート３は国立公園 
化と進められた。今回の全体 
のコンセプトとして、六甲山 
が国立公園化して５年後の昭 
和３７年５月１０日、当時の 
原口 忠次郎神戸市長が「六 
甲連山は神戸の庭である。（中 
略）現状はあまりにも無秩序 
に開発が進められ、また、神戸の市街地と背後地の有機的な
連携をも阻害している」という記述を提示された。紆余曲折 
の開発史を豊富な資料を駆使して、話題を展開されました。 

これからの六甲山はどうなこれからの六甲山はどうなこれからの六甲山はどうなこれからの六甲山はどうなるの？るの？るの？るの？    

昨年末に、六甲山ホテルの譲渡がニュースになった。阪急 
系の六甲山経営の歴史が終焉を迎え、六甲山の現代史の転換
になると思われた。今回の森地さんに解説していただいたこ
とを手がかりに、今後の進展を注視したい。 

報告書づくりの裏方を努めていますが、参 
加者に感想文をお願いするのを忘れたため、 
このコラムに登場しました。 
講演記録をテープ起しし、提供資料を読み 

返し、何とか１２０年の開発史を見渡しまし 
た。神戸開港を端緒に、行政の施策や事業者の目論見、さ
らに２回の大戦や大災害がからんだ、壮大な歴史ドラマを
感じました。その節目で祖父の高岡勇氏の活躍も確かめら
れるなど、森地さんの愛着がうかがえました。 

編集子のつぶやき編集子のつぶやき編集子のつぶやき編集子のつぶやき（（（（堂馬堂馬堂馬堂馬））））    

 

 

昭和３昭和３昭和３昭和３１年８月１年８月１年８月１年８月    表六甲ドラ表六甲ドラ表六甲ドラ表六甲ドラ
イブウェイ復旧／毎日新聞イブウェイ復旧／毎日新聞イブウェイ復旧／毎日新聞イブウェイ復旧／毎日新聞
ニュースニュースニュースニュース    

三国池畔の三国池畔の三国池畔の三国池畔のグルーム氏グルーム氏グルーム氏グルーム氏別荘別荘別荘別荘    

六甲六甲六甲六甲登登登登山ロープウエイ連絡バス山ロープウエイ連絡バス山ロープウエイ連絡バス山ロープウエイ連絡バス    



31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市は風致地区を一部指定にする方向で、県と市の意見が
対立した。神戸市は摩耶から西の方の道路網の整備など
に力を入れた。背山というのは鉢伏から宝塚まで全山縦
走路のエリアだが、阪急、阪神はここ六甲山上部だけな
ので、大きな話は進まなかった。    
●●●●多様な登山者：当時の雑誌に、「登山者の数は１００
万人あるいは１５０万人できかない。ケーブル、ロー
プウエイ、タクシーで上がる人など、が様々な登り方
をしていた」とある。昭和１０年から１２年くらいが
ピークで、阪急、阪神のおかげで賑わった。 

■阪神大水害■阪神大水害■阪神大水害■阪神大水害と太平洋戦争と太平洋戦争と太平洋戦争と太平洋戦争でででで賑わいが賑わいが賑わいが賑わいが止まる止まる止まる止まる 
昭和１３年７月３日から 

５日の阪神大水害で、ケー 
ブルは７ヶ月運休。奥村氏 
が造った表六甲ドライブウ 
エイは完全に破壊されて不 
通になる。これが一発目の 
ダメージで、ちょっと下火 
になる。 

●大平洋戦争～終戦： 
六甲登山ロープウエイが昭和１９年、摩耶ケーブルも
金属回収のために撤去された。六甲ケーブルの撤去は
時間切れで終戦を迎えた。 

●ゴルフ場で芋の栽培：昭和２０年５月２１日の神戸新
聞に「山頂に振り下す鍬」「ゴルフ場も忽ち増産基地」
が載った。兵隊がゴルフ場を掘ってサツマイモを植え
ていた。大戦中はかなりひどい状態で、ここがダブル
ショックで六甲山の賑わいはストップする。 

２．戦後の六甲山 
終戦を迎えて、六甲ケーブルは昭和２０年に復活、六

甲山ホテルも昭和２６年に復活する。 

■■■■六甲山は泣いている六甲山は泣いている六甲山は泣いている六甲山は泣いている    
昭和２７年に、小林 一三氏が朝日新聞の六甲山特集

に「六甲山は泣いている」と題して投稿した。戦前に阪
神、阪急が散々競争していたことを反省し、知事、市長、
阪神、京阪神電鉄の四者共同で、六甲山のグランドデザ
インを作ることを提案している。 
●両電鉄の思惑：阪神電鉄は２５年前から本腰を入れ、
六甲山系の土地を１／３握っており、回遊道路も作っ
た。静かな山上都市を建設する方針は変わっていない
と主張した。阪急は、２０～３０坪の山上住宅の建設
に乗り出し、大衆の観光地、山上居住地として開発で
きる。兵庫県、神戸市、阪急、阪神の四者の協力態勢
を作る必要があると述べていた。 

３．国立公園化以降の六甲山 
パート３は国立公園化で、国立公園を巡る話題と

現在までの動向を紹介する。 
●表六甲ドライブウェイの復興：昭和３１年８月１０日
に有料道路として復旧した。道路整備特別法を使い、
不足した資金８，０００万円を小林 一三氏から借り
た。同氏はロープウエイの復活よりも、これからは一
人ひとりが自家用車を持つモータリゼーション時代

●昭和初期の六甲山～ 

開発競争 

●戦後の六甲山 

●国立公園化以降の六甲山 
 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：２０ 
３．休憩  ：１４：２０～１４：３０ 
４．意見交換：１４：３０～１５：００ 
 

第１３１回テーマ：六甲山解発史 バージョン２ 

第１３１回市民セミナーの流れ 
 

講演のあいさつ（森地 一夫さん） 

１２年前は知られていない戦前の六甲 
山にスポットを当ててお話しました。 
今回は戦後の部分にも時間を割いて 

ご説明します。私は六甲山について何 
の肩書きもなく、郷土史家というと大 
げさですが、個人的にやっています。 

１．昭和初期の六甲山～開発競争 
パート２として、昭和初期の賑わいをもたらした

阪神・阪急の開発競争を紹介する。 
●昭和初期の賑わい：北尾 鐐之助が『近畿景観』に寄
稿した「六甲山雑記」は、昭和４年ごろの六甲山の賑
わいぶりを紹介している。「山上には１００以上の別
荘があり、土日には高級車が砂煙を上げて疾走」、「秋
晴れの日曜日には３，０００人から５，０００人くら
いの人が登る」など。ホテルが４軒、飲食店も９軒あ
り、リゾートの場風になっていた。 

■阪神■阪神■阪神■阪神・阪急・阪急・阪急・阪急とととと開発競争開発競争開発競争開発競争 
昭和６年５月２６日の神戸又新（ゆうしん）日報に「六 

甲山めがけて二電鉄の争覇」「バスだ、ホテルだ、食堂 
だとまるで早慶戦その儘、山の神聖を患ふる葺合署」と 
いう記事が載った。当時は、阪神、阪急が阪神間に線路 
を敷くだけじゃなくて、町づくりも併せてやっていた。 
華やかな町の発展が起きた時期で、下界での抗争をその 
まま山の上に持ち込んだ。 
●●●●有野村から土地を購入：南山麓の住吉村など七か村
が、北山麓の有野村から８５，０００円の補償金を得
て、入会権を放棄した。大正１５年ごろに、有野村は
唐櫃小学校を建設するために、土地の売却を考えた。
昭和２年に阪神電鉄に７５万坪を１６０万円で売却
した。阪神はさらに土地を買い増していった。 

●●●●出遅れた阪急：有野村から最初に土地の売却を持ち込
まれて、阪急電鉄は価格が高いと断った。その後、奥
村 千吉氏が持つ丁字ヶ辻一帯および付近の土地を
購入したが、阪神の４分の１くらいで出遅れた。 

●●●●阪神の六甲山経営：広大な土地を押さえた阪神は、昭
和７年に所有地の真ん中に幅員６ｍ、延長７ｍの回遊
道路を竣工した。住宅別荘地区、水源地区、森林地区、
遊園地区、商業地区の５種類に分けて計画的に開発を
進めていった。 

●●●●阪神･阪急の誘致合戦:阪神がやったら阪急も同じよ
うなもので対抗した。阪神のケーブルに対して阪急は
ロープウエイ、阪急が昭和４年に六甲山ホテル、対し
て昭和９年にオリエンタルホテル。阪神は土地が広い
ので、昭和８年に高山植物園、昭和１２年にカンツリ
ーハウスを開園すると、阪急は記念碑台横にツツジ園
を作って対抗した。こうして山の上はリゾート地、遊
園地、休養地で発達したが、周囲からの懸念も生じた。 

■■■■神戸背山の開発計画神戸背山の開発計画神戸背山の開発計画神戸背山の開発計画、県･市の対立、県･市の対立、県･市の対立、県･市の対立    

同じころ、兵庫県や神戸市は神戸の背後にある背山の
開発計画を立ち上げていた。兵庫県は山の上を全部風致
地区にして何も手が入らないように縛ろうとした。神戸

森地森地森地森地さんさんさんさん    

六甲ケーブルは７ヶ月運休六甲ケーブルは７ヶ月運休六甲ケーブルは７ヶ月運休六甲ケーブルは７ヶ月運休    

熱心に話を聞く参加者熱心に話を聞く参加者熱心に話を聞く参加者熱心に話を聞く参加者    
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が来るので、道路を復活する方がいいと思って 
いた。 

●国立公園に編入：昭和３１年５月１日、瀬戸内 
海国立公園に追加して指定された。六甲国立公 
園期成促進連盟が会長原口神戸市長を中心に７ 
年間運動していた。指定公示後は、公園法によ 
って毎年国庫補助を受けるほか、観光客の誘致 
に大いに役立つと考えられた。  

●国立公園制度の流れ：戦前の国立公園法は特別 
 保護区や国定公園の整備だった。戦後、高度経 
済成長期における、自然公園の保健休養機能の 
拡充と観光レクレーション開発の進展という方 
向に変わり、昭和３２年に「自然公園法」にな 
る。どんどん国立公園を開発し、みんなのリゾ 
ートにしようという流れで、昭和４５年までに 
全国の国立公園内に６８の有料道路ができた。 

●利用気運の盛り上がり：ケーブルの利用者は昭和３
６、７年をピークに増えている。表六甲ドライブウエ
イが開通し、モータリゼーションが効いてどんどん伸
びている。六甲山を国立公園というキーワードで利用
しようとする気運は盛り上がった。  

●神戸市背山総合開発計画：四者一体の開発について
は、昭和３７年に原口市長が「無秩序な開発」と懸念
の文章を書いて、背山総合開発審議会を設置し開発計
画の審議を託した、「神戸市背山開発計画」がある。
基本方針の中の観光開発には、「古典的観光の基調を
なしている社寺・仏閣のような歴史的由緒・旧蹟はほ
とんどなく、きわめてバターくさい、エキゾチックな
ムードがある」と書いているのは面白い。基本計画図
には、極楽茶屋から摩耶山を通して、生田川に下ろす
モノレールの計画が書かれていた。 

●自然保護法の改正と規制の強化：この後、環境保全運
動や自然保護政策の導入やらで、環境庁が設置され、
自然保護法が改正されどんどん厳しくなっていく。国
立公園の箔を付けたのが、自分の首を締めてしまうと
いう状況が昭和４５年から起こってしまった。昭和５
３年に神戸市の都市景観条例が出て、 景観を守ろう
とするかなり厳しい条例が出てきた。 

■阪神･淡路大震災■阪神･淡路大震災■阪神･淡路大震災■阪神･淡路大震災    
バブル経済の辺りまでが道路のピークで、ケーブルは 

ずっと下がり調子で震災でポコンと減り、半年止まる。
ドライブウエイは平成１５年で無料化になりデータが
ないが、ピークは平成の頭くらいで、震災がダメージで、
下降線はそのまま残ってしまう。 
●国立公園のメリット：平成１３年の行政担当者へのア 
ンケートで、国立公園指定のメリットは、自然の保護 
がされることが圧倒的に高く、利用者増に伴う経済波 
及効果が次点になっている。デメリットは規制に伴う 
 

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・六甲山120年史を資料や写真で駆使して説明していただいた。 
・六甲山は見る山だったが、歴史を知って利用したくなった。 
・六甲山は昔も今も人の手が入り、魅力や価値が増している。 
・このセミナーは素晴らしい財産だ。記録として活用したい。 

◆◆◆◆    参加者：参加者：参加者：参加者：２８名（５０音順・敬称略） 
天野征一郎   井奥   稔  伊谷 幸子  伊谷 正弘  
岩浅 敬由  岡  敏明   川部 忠夫   北垣   正 
北嶋 治夫   熊谷 正一  小谷 寛和  澤﨑 悦男  
雑喉  良  下田 ゆみ子  高井 俊夫    高田誠一郎   
高橋 貞美  辻    恵   佐藤 昌弘   堂馬 英二 
中尾 啓子  南部 哲夫  藤井    禎    前田 裕子   
眞﨑   光   森地 一夫    山田 恭治  鷲尾 直枝 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・ＰＰＴ：「六甲山開発史バージョン２」 
・配付資料：「六甲・摩耶にあるもの・あったもの」、明治
４４年新聞記事など、および文字起し一式。 
第31回市民セミナー報告書「六甲山開発史」。  

・参考資料：国立公園化に関わる行政資料、自然公園法に
関わる資料など多数。 
 

森地森地森地森地    一夫一夫一夫一夫:もりち かずお 
ホームページ「祖父の見た六甲山」 
http://www2.osk.3web.ne.jp/~morichi/rk/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経済的損失が大きいというのが圧倒的で、認可手続き
が煩雑であり、時間的損失が大きいというのが２番目
に上がっている。 

●規制の緩和：六甲有馬特区が先鞭をつけて、平成１５
年に山の上でイベントをやる許認可を簡単にする提
案が通った。平成２８年７月２０日に神戸新聞に「国
立公園の建築緩和を」という記事がある。現在の規制
をもっと緩和して、都道府県知事又は政令市の市長が
特例を定めて許可することを、国家戦略特区に申請し
ている。環境省は提案を受け入れないと回答してい
る。どうなることやら。 

●六甲山利用者の想い：平成１３年のアンケートでは、
自然というので六甲山に来ているのが定着している
ことが分かる。六甲山の担っている役割は、山の自然
を活かしたい場所だと思っている人が多い。 

■六甲山の未来やいかに■六甲山の未来やいかに■六甲山の未来やいかに■六甲山の未来やいかに    
シンボリチックな写真を２点だけ、六甲山ホテル旧館 

とリゾートホテルをしている所の看板を紹介する。この
辺が六甲山の風景を変えていくかもしれない。どういう
風になるのか見守っていきたい。 

まとめ（森地さん） 
私は六甲山をどうこうする責任はないが、市民代表の

立場でそれなりの話をしたと思っています。六甲山は紆
余曲折していますが、みんなで使っていこうというのが
変わっていない。最後の機会に話させていただいたこと
を感謝します。 

事務局 
六甲山開発史を短時間でお話いただきました。資料収

集に大変ご苦労されて、その一部をご紹介いただき、持
ち帰り資料としてもご提供いただきました。森地さんが
探究をさらに進展されるのを期待します。 

市民セミナーVol.131 
六甲山開発史バージョン
２ノ森地 一夫 
2017 年 8 月発行 

 

六甲山の利用客の推移～震災後は下降線のまま六甲山の利用客の推移～震災後は下降線のまま六甲山の利用客の推移～震災後は下降線のまま六甲山の利用客の推移～震災後は下降線のまま    
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     ３．六甲山に親しむ 
        ～生活文化と環境学習～ 

 

    

    

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『六甲山物語５』の３段目は「３．六甲山に親しむ」としました。ここには、六甲山の

自然環境や生きものへの親しみ方という視点から３話を集めています。 

六甲山の歴史に詳しい前田 康男さんは、摩耶山活性化策の一つとして明治時代の居留

外国人シムさんの摩耶登山マラソンを復活する提案をされて、２年間運営に関わっておら

れます。 

神戸山手大学の西村 典芳さんは健康療法の専門家です。標高６００メートル以上の六

甲山を歩いてリハビリに役立て、健康寿命を延ばす方法を提唱され、六甲山を都市型の健

康保養地として生かす活動を先導されています。 

須磨離宮チョウの会の谷本 祥二さんはチョウの専門家です。近隣でチョウと食草を観

察し、六甲山系のチョウの解説やチョウを呼び寄せるバタフライガーデンづくりも紹介し

ていただきます。 

六甲山の自然環境の魅力を改めて見直して、新たな切り口で生かす方策を考える参考に

していただけると思われます。 

①①①①シム記念摩耶マラソン登山シム記念摩耶マラソン登山シム記念摩耶マラソン登山シム記念摩耶マラソン登山    
の歩みの歩みの歩みの歩み                                        ＰＰＰＰ３３３３４４４４～～～～３３３３６６６６    

前田前田前田前田    康男康男康男康男    まえだまえだまえだまえだ    やすおやすおやすおやすお            
シム記念摩耶登山マラソンシム記念摩耶登山マラソンシム記念摩耶登山マラソンシム記念摩耶登山マラソン    
実行委員長実行委員長実行委員長実行委員長    
第１２２回市民セミナー講演 

２０１５年６月２０日 

谷本谷本谷本谷本    祥二祥二祥二祥二    たにもとたにもとたにもとたにもと    しょうじしょうじしょうじしょうじ    

須磨離宮チョウの会須磨離宮チョウの会須磨離宮チョウの会須磨離宮チョウの会    
代表代表代表代表    
第１２５回市民セミナー講演 

２０１６年４月１６日 

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山系のチヨウ系のチヨウ系のチヨウ系のチヨウ                Ｐ４０～４２Ｐ４０～４２Ｐ４０～４２Ｐ４０～４２ 
    

    

 

 

  

  西村西村西村西村    典芳典芳典芳典芳    にしむらにしむらにしむらにしむら    のりよしのりよしのりよしのりよし        
神戸山手大学神戸山手大学神戸山手大学神戸山手大学    現代社会学部現代社会学部現代社会学部現代社会学部    
教授教授教授教授    
第１２３回市民セミナー講演 

２０１５年８月１５日 

②②②②六甲山で森林療法六甲山で森林療法六甲山で森林療法六甲山で森林療法                ＰＰＰＰ３３３３７７７７～～～～３３３３９９９９    
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 開始し現在に至る。

 

    

六甲山魅力再発見市民セミナー 

市民セミナーVol.122 
シム記念摩耶登山マラソン
の歩みノ前田 康男 
2015 年 6 月発行 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、

セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団    

 

午前中の散策でシチダンカを鑑賞午前中の散策でシチダンカを鑑賞午前中の散策でシチダンカを鑑賞午前中の散策でシチダンカを鑑賞    

午前中は７名で「散歩道」の定期 
点検をしながら、自然散策しました。 
「まちっ子の森」でモリアオガエル 
の卵塊を確認し、六甲山ホテル駐車 
場では、植栽されたシチダンカを鑑 
賞しました。午後の講演には２６名 
が出席して賑わいました。 

郷土史郷土史郷土史郷土史情報収集家の情報収集家の情報収集家の情報収集家の本領を発揮本領を発揮本領を発揮本領を発揮    

前田 康男さんに初めて市民セミナーの講師をお願いし
ました。六甲山情報の収集に卓越され、これまで、昭和初期
の灘や六甲を紹介するイベントで顧問格としてお世話にな
ってきました。 
摩耶山のケーブル・ロープウェイを経営する神戸市の都市

整備公社が業績不振で撤退しかけたため、存続を求める住民
運動が高まりました。そのような経緯で摩耶山を活性化する
活動は盛り上がっています。前田さんは灘区のアイデアコン
テストに「シム記念摩耶登山マラソン」を提案して第１位に
なり、実行委員会の委員長も引き受けています。 

「シム記念摩耶登山マラソン」の基礎を固めた「シム記念摩耶登山マラソン」の基礎を固めた「シム記念摩耶登山マラソン」の基礎を固めた「シム記念摩耶登山マラソン」の基礎を固めた    

「摩耶山の山おこしのサンプルとして気楽に聞いてくだ
さい」と、「シム記念摩耶登山マラソン」を着想した背景を
説明されました。摩耶山の活性化のアイデア・コンテストに
応募する際に、人気のあるイベントを調べて、トレイルラン
ニングを取り上げ、そして神戸や摩耶山の歴史遺産を生かす
ことを考えたとのことです。 
１４３年前の明治５年に、旧居留地と旧天上寺の間で日本

最初の長距離ロードレースが行われました。居留地外国人の
スポーツ同好会「神戸レガッタ＆アスレチッククラブ」が実
施し、同クラブの創設者であるＡ．Ｃ．シム氏がロードレー
スで優勝しています。Ａ．Ｃ．シム はラムネの製造でも有
名で、防災ボランティアの先駆者でもありました。彼をもっ
と知って欲しいという理由で、「シム記念」と命名しました。 

講師：前田講師：前田講師：前田講師：前田    康男康男康男康男さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1947（昭 22）年、神戸灘区生まれ、年
齢67歳。中学高校時代は六甲山を遊び
場として育つ。大学及び社会人としての
約４０年間で集めた六甲山関連の資料
をもとに定年後、六甲山の歴史を纏め、
六甲山の歴史講演の他、六甲山がらみの
各種イベントで活動中。提案者兼実行委
員長として主催してきた「摩耶登山マラ
ソン」は今年３回目を迎える。194 

 第１２２回テーマ 
シム記念摩耶登山マラソン
の歩み 
●シム記念摩耶登山マラソンの 

着想 

●特色ある大会へのこだわり 

●「オール灘」の協力で開催が 

実現 

摩耶山を舞台にした長距離ロードレースの復活・再現を
目指して当時のコースを踏査した結果、青谷道が選定され
ました。参加賞もシムにこだわって、ラムネやＴシャツを
製作したり、イノシシ肉入りのカレーも開発しています。
灘区役所に実行委員会を設立し、地域の活動団体を巻き込
み、行政機関との連携を密に 
しています。 
２０１３年５月に第１回を 

終えて、２０１４年１２月に 
第２回を開催し、「シム記念 
摩耶登山マラソン」の基礎を 
固めることができ、２０１５ 
年１２月５日は第３回の開催 
を予定しています。そして、 
摩耶山の初冬の風物詩になる 
のを期待されています。 

初冬の初冬の初冬の初冬の風物詩風物詩風物詩風物詩にににに定着する定着する定着する定着するのを期待しますのを期待しますのを期待しますのを期待します    

歴史上の出来事と現在のニーズを組み合わせ、「不易流
行」を絵に描いたような試みをされました。摩耶山の活性
化に「オール灘」を動員して新風を巻き起こしています。
このイベントが文化に育っていくかどうか興味津々です。    

※※※※詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    
 

実施日：平成２７年６月２０日（土） 

     午前１０時～ １５時１５分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

六甲山ホテルのシチダンカ六甲山ホテルのシチダンカ六甲山ホテルのシチダンカ六甲山ホテルのシチダンカ    

昨年、「シム記念・摩耶マラソン」に 
参加しました。とても充実した大会だっ 
たので、その舞台裏のお話が聞けるとい 
うことでセミナーに参加しました。 
神戸の町と山を楽しみ尽した、異国の 

先人シムさんのように私も「神戸」を「 
六甲山」をもっと知ってさらに楽しみたいと思いました。
色んな「六甲山」の魅力を発見できるいいセミナーだ 

と思いました。 

 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        岩田岩田岩田岩田    晶子晶子晶子晶子さんさんさんさん    

 

第２回大会スタート第２回大会スタート第２回大会スタート第２回大会スタート    
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濃地震」の際に現地に飛んだ、防災ボランティアの先駆
者でもあった。１９００年に亡くなり、東遊園地に顕彰
碑が建立された。 
●コースを検証：明治５年の 
ロードレースはどの道を登っ 
たのか、文献を調べたが見つ 
からなかった。当時の新聞「 
神戸クロニクル」に、「２６ 
０段の心臓破り」の記事があ 
る。これは旧天上寺の階段と 
推定される（実際は３３０段）。コースは確定できなか
ったが、「青谷道」を適切と判断してマラソンコースに
選択した。 

２．特色ある大会へのこだわり 

■摩耶登山マラソンの提案■摩耶登山マラソンの提案■摩耶登山マラソンの提案■摩耶登山マラソンの提案    
コースを決定して、シム記念や、摩耶山独自のものを

復活することにこだわって、提案を具体化した。 
●第１回は青谷道：交通事情 
から居留地スタートは無理と 
判断し、王子スポーツセンタ 
ーを出発して掬星台まで駆け 
上がるコースを提案した。警 
察の許可を得られず、受け付 
けは王子公園で、１５分歩き 
、妙光院前をスタートにした。 
●シムのラムネを復活：シムが製 
造したラムネを復活して参加者に 
提供することにした。当時のラム 
ネのラベルを探したが見つからず、 
ミネラルウォーターのラベルを参 
考に制作した。ガラスのラムネ瓶 
は製造している所がほとんどない 
ので業者に回収してもらって利用した。 
●地元のボランティアをお願い：１００人くらいのボラ
ンティアが必要だと考えた。相手の了解を得ないで、摩
耶山を守ろう会には飲食物のサービス、つくばね登山会
にはコース誘導などの担当を提案に入れた。 

３．「オール灘」の協力で開催が実現 

■■■■実行委員会を立ち上げ実行委員会を立ち上げ実行委員会を立ち上げ実行委員会を立ち上げ    
灘区役所のまちづくり課で「シム記念摩耶登山マラソ

ン」実行委員会を設立し、区役所が事務局になって、関
係官庁との折衝など調整の中心役を果たした。 
●７団体の人選：実行委員会の人選が成功の大きな要因
になった。提案者の前田が初代の実行委員長、副委員長
はＡ．Ｃ．シムに因む「神戸レガッタ＆アスレチックク
ラブ」支配人。実行委員は、摩耶山再生の会・事務局長、
灘百選の会会長、つくばね登山会会長、摩耶山を守ろう
会会長、摩耶山観光文化協会会長で、いずれも地域活動

●シム記念摩耶登山マラソンの着想 

●特色ある大会へのこだわり 

●「オール灘」の協力で開催が実現 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．あいさつ：１０：００～１０：１０ 
２．自然体験：１０：１０～１２：００ 
３．講演  ：１３：００～１４：３０ 
４．意見交換：１４：４０～１５：１５ 
 

第１２２回テーマ：シム記念摩耶登山マラソンの歩み 
    

第１２２回市民セミナーの流れ 
 

講演の経緯（前田 康男さん） 

■■■■山おこしのサンプルとして聞いてください山おこしのサンプルとして聞いてください山おこしのサンプルとして聞いてください山おこしのサンプルとして聞いてください    
摩耶ビューラインは年間１億円も 

の赤字で都市整備公社の撤退が問題 
になりました。ケーブル・ロープウ 
エイの存続を求めて住民運動が起こ 
り、２０１１年に存続が決まりまし 
た。摩耶山の活性化に努力する活動 
が盛んで、この試みもその一つです。 

講演内容 

１．シム記念摩耶登山マラソンの着想 

■■■■摩耶山の活性化、コンテストで１位摩耶山の活性化、コンテストで１位摩耶山の活性化、コンテストで１位摩耶山の活性化、コンテストで１位    
２０１１年に摩耶山の活性化を図るアイデア・コンテ

ストがあり、応募して１１１提案中の第１位になった。
摩耶山に興味を持ってもらうことを考えて提案した。 
●トレランの着想：世の中で流行っている人気のあるイ
ベントに注目した。神戸マラソンは参加費１万円でも８
万人が応募している。全山縦走は４～５年前から申込に
徹夜で並ぶ人気になっている。平地を走るのと山歩きを
併せると「山を走る」。トレイルランニングの人気が高
まっている。「トレラン」をやったらいいと着想した。 
●摩耶山・神戸独自のもの：摩耶山には歴史遺産が数多
い。１４３年前の１８７２（明治５）年には、居留地と
旧天上寺の間で日本最初の長距離ロードレース（１４．
５ｋｍ）が行われた。しかも、１９０９年に開催された
神戸～大阪間の日本最初のマラソンよりも数十年早い。 
●Ａ．Ｃ．シムが活躍：長距離ロードレ 
ースでは、アレキサンダー・キャメロン 
・シムが１時間２３分３０秒でぶっちぎ 
りで優勝している。彼はスコットランド 
の人で、明治３年にＫＲ＆ＡＣ（居留地 
外国人スポーツ同好会「神戸レガッタ＆ 
アスレチッククラブ」、１４７年継続） 
を創設している。神戸のスポーツ界の基 
礎を築いたＫＲ＆ＡＣやＡ．Ｃ．シムを 
神戸の人にもっと知って欲しいので、「 
シム記念」と命名した。 

■■■■日本最初のロードレースの再現日本最初のロードレースの再現日本最初のロードレースの再現日本最初のロードレースの再現    
明治５年に摩耶山を舞台に日本最初 

のロードレースが開催された。これを「 
シム記念摩耶登山マラソン」で復活・再 
現することにした。 
●Ａ．Ｃ．シムの偉業：シムは薬剤師の 
資格も持ち、居留地１８番で薬や化粧品 
を販売した。ミネラルウォーターやラムネの製造販売で
有名で、「１８番」のラベルはラムネの代名詞になった。 
居留地の自衛消防隊長を努め、「三陸大津波」や「北美

ラムネを持つ前田さんラムネを持つ前田さんラムネを持つ前田さんラムネを持つ前田さん    

Ａ．Ｃ．Ａ．Ｃ．Ａ．Ｃ．Ａ．Ｃ．シシシシムムムム 

東東東東遊園地遊園地遊園地遊園地のののの    
顕彰碑顕彰碑顕彰碑顕彰碑    

旧天上寺の階段旧天上寺の階段旧天上寺の階段旧天上寺の階段    

第１回集合第１回集合第１回集合第１回集合のののの妙光院前妙光院前妙光院前妙光院前    

参加賞のラムネ参加賞のラムネ参加賞のラムネ参加賞のラムネ    

第１回スタートの合図第１回スタートの合図第１回スタートの合図第１回スタートの合図    
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を支える有力な方々が集まった。実行委員会には関係す
る行政機関や、アドバイザーにも出席していただいた。 

■■■■「オール灘」による協力「オール灘」による協力「オール灘」による協力「オール灘」による協力    
「シム記念」と銘打ったの 

で、参加賞のラムネやＴシャ 
ツ製作、ＫＲ＆ＡＣへの参加 
要請、「シムギャラリー」の 
展示などを行った。これらを 
「オール灘」で進めた。    
●デザイン・チラシ制作：参加賞のＴシャツやラムネラ
ベルのデザイン、募集チラシのモデルや制作は、灘区在
住のデザイナーや参加者に依頼した。 
●摩耶山カレー：摩耶山を守ろう会 
は、六甲摩耶の名物としてイノシシ 
肉入り「摩耶山カレー」を開発した。 
肉の硬さと臭みは、「沢の鶴」の酒粕 
と「萩原珈琲」のコーヒーを添加する 
ことで解決した。 
●企業・団体の協賛：灘区に本社、支店、あるいは店舗
を持つ企業、団体にお願いし、１１企業・団体に協賛し
ていただいた。神戸新聞社、読売新聞神戸支局、ラジオ
関西、神戸商工会議所の後援もいただいた。 
●マスコミ広報：２０１３年２月以降、新聞各紙、ラジ
オ、神戸市広報誌、神戸市長定例記者会見等で広報した。 

■■■■第１回の実績と第２回の変更第１回の実績と第２回の変更第１回の実績と第２回の変更第１回の実績と第２回の変更    
第１回は参加者から良い評価を得て、次回開催の希望

も多かった。いくつかの変更点を加えて第２回を開催
し、基礎固めがやっとできた。 
●第１回の実績：２０１３年 
５月１１日（土）、小雨の中で 
第１回が開催された。応募者 
４６５名で参加者２４５名。 
ボランティア参加者は１２４ 
名になった。 
●平成２５年度・地域活動賞の受賞：神戸や摩耶山の歴
史を踏まえた摩耶マラソンの魅力を発信したことが評
価されて、９月２０日に相楽園会館で、「平成２５年
度・地域活動賞」を受賞した。 
●第２回の変更点と実績：受付とスタート地点を神戸高
校同窓会館に移し、コースは上野道に変更した。わくわ
くコースはチームランに名称変更した。２０１４年１２

市民セミナーVol.122 
シム記念摩耶登山マラソン
の歩みノ前田 康男 
2015 年 6 月発行 

 

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・素晴らしい内容でした。 
・アイデアは勿論、細部へのこだわりについての話が面白い。 
・イベントを催す大変さ、裏方さんの話は興味があります。 
・「シムマラソン」から、神戸の歴史も学べました。 
・色々とご苦労があるでしょうが、継続は力ですね。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：２６名（５０音順・敬称略） 
浅田 香織 天野征一郎 石原真紀子 伊谷 正弘 
岩田 晶子 岡  敏明 岡谷 恒雄 織田 泰史 
兼貞  力 黒田  拓 小代  薫 佐々木恵一
柴田 昭彦 杉田 憲治（奥さん・娘さん） 
田井 陽平 徳重 光彦 徳見 健一 堂馬 英二 
前田 康男 松本 大樹 麦林 敏雄 村上 定広 
森田  稔 柳田千惠子 
 

 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・レジュメ：「シム記念摩耶登山マラソン」～２年の歩み 
・パワーポイント：「シム記念摩耶マラソン」スライド 
・「シム記念摩耶登山マラソン」第１・２回チラシ 
・各種グッズ：Ｔシャツ、サイダーなど 
・参考資料：第９９回市民セミナー「六甲山とスポーツ

報告書／講師・高木 慶光氏 
 

前田前田前田前田    康男康男康男康男：まえだ やすお 

シム記念摩耶登山マラソン実行委員長 

〒657-0028 神戸市灘区森後町 3丁目 5-15 

携帯:090-1257-9441 

Email: yasumae22831@ezweb.ne.jp 

月６日（土）、寒い日に第２回が開催され、参加者３０
１名。ボランティア参加者は９９名（警察・消防除く）
になった。楽しく一体感があったと好評であった。 
 
 
 
 
 
 
 

出席者から一言 
◆黒田（マラソン参加者）◆黒田（マラソン参加者）◆黒田（マラソン参加者）◆黒田（マラソン参加者）：：：： 第２回に参加し非常に楽し 
かった。大会のいわれを知って勉強になった。 
◆浅田（まちづくり課係長）◆浅田（まちづくり課係長）◆浅田（まちづくり課係長）◆浅田（まちづくり課係長）：：：：前任者に誘われて第 1回
と第２回にボランティア参加し、４月から配属になっ
た。提案者の熱意があってのことで、「いわれ・歴史を
マラソンに、マラソンからいわれ・歴史も知る」機会に
なる。事務局として委員長を支えたい。 
◆石原（小学同窓生）◆石原（小学同窓生）◆石原（小学同窓生）◆石原（小学同窓生）：：：：第 1回と第２回に参加した。前
田さんはすごい熱心で頭が下がる。小学校の作文集をす
べてパソコンに入れるなど、何に対しても熱心なことを
改めて身近に感じた。 
◆小代（第１２１回講師）◆小代（第１２１回講師）◆小代（第１２１回講師）◆小代（第１２１回講師）：：：：布引のお茶屋さんの活用を
進めている。今日の話はトントン拍子で進んでいる。ど
のように壁を乗り越えられたか聞いてみたい。神戸の近
代史を研究しているが、市民のまちづくりの伝統が根づ
いていると思う。    

前田さんのまとめ 
「シム記念摩耶登山マラソン」の基礎固めができた段

階で、今後は初冬の風物詩になるのを期待しています。 
今年は１２月５日に去年と同じコースで実施します。

８月頃には募集要項やチラシができるので、ご参加の検
討をよろしくお願いします。 

事務局から 
前田さんが提案して実行委員長を引き受け、着実に見

事に「シム記念マラソン」を進められていると感銘しま
した。地域の歴史・文化に詳しく、六甲山を愛着してい
る前田さんならではの実践で、ライフワークだと思いま
す。周到に組織化し態勢づくりされましたが、一般の市
民が支えていけるものに熟成されることを願います。 
 

第１回のゴール地点第１回のゴール地点第１回のゴール地点第１回のゴール地点    

第２回第２回第２回第２回ゴール手前ゴール手前ゴール手前ゴール手前    第２回大会表彰式第２回大会表彰式第２回大会表彰式第２回大会表彰式    
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 活動も開始し現在に至る。

 

    

六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.123 
六甲山で森林療法ノ 
西村 典芳 
2015 年８月発行 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    

コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、自然保護ボランティアファンド、

セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団    

 

午前中午前中午前中午前中はははは散歩道で散歩道で散歩道で散歩道で「「「「健康歩き健康歩き健康歩き健康歩き」」」」を体験したを体験したを体験したを体験した    

 朝の記念碑台は晴天で２６℃。 
２０名が参加し、「森と歴史の散 
歩道」で、ウエルネスウォーキ 
ングを体験しました。まず血圧 
を測定し、広場でストレッチを 
して、出発しました。「まちっ子 
の森」では、木陰で「ソロ」と 
いう「横臥療法」で１０分間瞑 
想に浸りました。散歩道を周回 
し、シュラインロードで会員の村上さんから道沿いの西国三
十三箇所巡りの石仏を解説してもらいました。 
センターに戻って、西村さんから「距離は２．５キロ、１

時間２０分、平均速度は１，９キロ。血圧降下の顕著な結果
も出ている」と報告されました。 

糖尿病を克服し糖尿病を克服し糖尿病を克服し糖尿病を克服し、、、、「健康」を「健康」を「健康」を「健康」を追究する追究する追究する追究する西村さん西村さん西村さん西村さん    

西村さんは、旅行会社の責任者として修学旅行や語学研修
など観光ビジネスに携わって来られました。１０年前には糖
尿病になり、真面目に治療を続けて改善されたとのことで
す。この経験から糖尿病の要因に関心を深め、栄養学・衛生
学を修めておられます。2012年に神戸夙川学院大学（2015
年廃校、神戸山手大学に継承）から、ヘルスツーリズムの専
門家として招かれ、教員の道を歩まれています。「健康・観
光」を研究・体得し、その普及に率先されている実践者です。 

「健康保養地」の現況と実践活動に目を開いた「健康保養地」の現況と実践活動に目を開いた「健康保養地」の現況と実践活動に目を開いた「健康保養地」の現況と実践活動に目を開いた    

今回のテーマをヘルスツーリズムという視点から解説さ
れました。地方再生と人口問題という時代の潮流、ヘルスツ
ーリズムの社会的背景から現状まで、体験話をふんだんに盛
り込まれて約１時間話され、「この辺で飽きてきましたかね」
と、ＶＴＲの放映に場面転換されました。 
テレビ番組「サキドリ」の特集、「ヘルスツーリズムでみ

んな元気に！」を興味津々で３０分鑑賞しました。それまで
話題に出てきた、熊野古道ウォーキングや、天草ヘルスツー

講師：講師：講師：講師：西村西村西村西村    典芳典芳典芳典芳さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1962（昭37）年、熊本生まれ、兵庫区在住、
53歳。早稲田大学人間科学部健康福祉学科
卒業。病気を予防し、心と体の健康のため
の新しいツーリズム、「ウエルネスツーリ
ズム」を研究、一般社団法人神戸ウエルネ
スツーリズムの理事などをつとめる。幅広
い年代に向けての健康作りのノウハウを
伝える活動を行っている。『中小企業と環
境ビジネス』など著書多数。 

 第１２３回テーマ 

六甲山で森林療法    

●世界の健康保養地 

●日本での健康保養地の動き 

●六甲山での活用 

 

 

リズムの情景を目にした皆さんは、感心しきりでした。特
に、天草プリンスホテルの女将さんの早朝ウォーキングが、
地域起こしに広がっていく場面に驚きの声もありました。 
 休憩後、世界のヘルス 
ツーリズムとして、ドイ 
ツを主に各国での取り組 
み事例を紹介されました。 
代表的なドイツの健康保 
養地（クアオルト）、気 
候療法や地形療法、クナ 
イプ療法などを解説され 
ました。 
続いて日本のヘルスツーリズムの現況を紹介し、六甲保

養地研究会で手がけている、ウェルネスウォーキングを説
明されました。ヘルスツーリズムの全貌と、六甲山周辺で
の実践活動とのつながりを理解することができました。 

健康保養地健康保養地健康保養地健康保養地は六甲山の持ち味の再発見になるは六甲山の持ち味の再発見になるは六甲山の持ち味の再発見になるは六甲山の持ち味の再発見になる    

六甲山は都市山として山麓市民が活用できる絶好の環境
です。今回は、「ウエルネスウォーキング」を切り口に、六
甲山を健康保養地にする提起をされました。六甲山を活か
すための大きな発想転換も促されることと期待します。    

※※※※詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    
 

実施日：平成２７年８月１５日（土） 

     午前１０時～ １５時１５分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

まちっ子の森で瞑想まちっ子の森で瞑想まちっ子の森で瞑想まちっ子の森で瞑想    

長い間神戸に住んでいますが、六甲山を 
ゆっくり歩いたのは今回が初めてです。 
山の中は自然のままであると思っていた 
のですが、市民のボランティアの方が手 
を入れていただいていること、昔の街道 
脇に多くの仏像があることなど、多くの 
発見をさせていただきました。 
神戸の宝である六甲山を、もっと活用していきたいと思
いました。みなさん、六甲へ行きましょう。 

 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        脇田脇田脇田脇田さんさんさんさん    

 

記念碑台から記念碑台から記念碑台から記念碑台から散歩に散歩に散歩に散歩に出発出発出発出発    

ドイツのドイツのドイツのドイツのクナイプ療法クナイプ療法クナイプ療法クナイプ療法保養地保養地保養地保養地    
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本の介護は「至れり尽くせり」で老人化を促進する。介
護の本質は要介護者を出さない「予防介護」にある。    

■■■■国が進めるヘルスケア産業国が進めるヘルスケア産業国が進めるヘルスケア産業国が進めるヘルスケア産業    
医療費は去年３９兆３千万円、国債額とほぼ同じレベ

ルで、毎年４，５％ずつ伸びている。これを何とかする
ため、ヘルスケア産業が進められている。 
●ヘルスツーリズム認証：この辺では鳥取県智頭町、滋
賀県の高島町に林野庁が認めた森林セラピー基地があ
る。どんなことをやってくれるのかを調査員が認証す
る、そのために人材を作る。 
●宿泊型特定保健指導：厚生労働省で始まった。最初は
糖尿病で、教育入院するのではなく、ホテルに泊まって
同じような結果を出せるプログラムを民間でやって貰
う。健康運動指導士さん、管理栄養士さんが一緒になっ
て、プログラムを開発する動きがある。 

１．世界の健康保養地 

■■■■世界のヘルスツーリズム事例世界のヘルスツーリズム事例世界のヘルスツーリズム事例世界のヘルスツーリズム事例    
ドイツは３７４箇所の 

健康保養地を持っている。日本は、明治維新の時にドイ
ドイツから医学は学んだ 
が、即効性のない医学は 
見捨てられ、積み残して 
きたのが保養制度だ。今 
は、自然療法、運動療法、 
生活習慣病とか、いろん 
な疾患の改善なり予防をす 
る世の中に変わってきた。１００年ぐらい遅れている。 
●オーストリアの「ベストヘルスオーストリア」：認証
制度が古くからある。ヨーロッパの真ん中ぐらいにある
土地柄で、周囲の国から温泉に入りに来やすくなる。 
●ウエルネスツーリズム：ちょっと旅行に行って温泉に
入ってスパ（マッサージを受けたり、スパのプログラム
をやりながらゆっくり過ごす）。ハンガリーやスイス、
アメリカなどでプログラムが行われている。 
●タイは国家制度：タイ式マッサージは国家資格で、店
のレイアウトから設備、やれる人の認定まで全部厳格に
決めている。タイのスパは非常に世界的なレベルだ。 
●韓国の取り組み：２０１８年の平昌オリンピック開催
地の町づくりのため、日本に学びに来ている。国家あげ
ての取り組みで、済州島のホテル建設、森林セラピーの
コース整備もしているが、ソフトは追いついていない。 

■ドイツの健康保養地（クアオルト） 
●クアオルト（健康保養地）：「自然を使って、中長期滞
在してもらって、プログラムを体験してもらう。そして
夜は地域の伝統に触れてもらう。そういう風なことをト
ータルにやるところ」で、３週間くらいのパックになっ
ている。４年に一度３週間保養をやりなさいと社会保険
からお金が出る。クアオルトの中には、温泉、泥パック、

●世界の健康保養地 

●日本での健康保養地の動き 

●六甲山での活用 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．あいさつ：１０：００～１０：１０ 
２．自然体験：１０：１０～１２：００ 
３．講演  ：１３：００～１４：３０ 
４．意見交換：１４：４０～１５：１５ 
 

第１２３回テーマ：六甲山で森林療法 
    

第１２３回市民セミナーの流れ 
 

講演の経緯（西村 典芳さん） 

■■■■研究テーマは地域住民の健康づくり研究テーマは地域住民の健康づくり研究テーマは地域住民の健康づくり研究テーマは地域住民の健康づくり    
私は今、和歌山県立医科大学博士 

課程の医学研究科衛生学教室の１年 
生、ほやほやの医学生です。４年間 
かけて博士号の学位を取ります。私 
の研究テーマは、今日お話しする地 
域住民の健康づくりです。 

講演内容 

■■■■地方創生と人口問題地方創生と人口問題地方創生と人口問題地方創生と人口問題    
地方創生と人口問題は非常に切実だ。長野県の黒姫高

原、信濃町のみらい創生委員で、月に３回から４回出か
けている。１万人の町だった信濃町は、２０４０年には
半分になる。創生会議では減らないようにどうしたらい
いか話し合いをしている。 
●まち・ひと・しごと創生総合戦略：「東京一極集中か
らＵターンさせて、しごとを作ってそこで働いて、住ん
で貰って、子供を産んで面倒を看て貰う、そして介護も
して貰う」という考え方だ。私は「しごと」の部会長で、
ウエルネスウォーキングの事業をまず立ち上げた、今度
はバイオマス事業も立ち上げる。 

■■■■ヘルスツーリズムの社会的背景ヘルスツーリズムの社会的背景ヘルスツーリズムの社会的背景ヘルスツーリズムの社会的背景    
国内の旅行消費額は平成２４年で２２．５兆円、世界

のヘルスツーリズム市場は２０１２年で４４兆円、日本
は２．４兆円だ。２０１７年には１．５倍に拡大する。 
●ヘルスツーリズムの位置づけ：平成１９年の「観光立
国推進基本計画」でニューツーリズムの一つに挙げられ
た。「自然豊かな地域を訪れ、そこにある自然、温泉や
身体にやさしい料理を味わい、心身ともに癒され、健康
回復・増進・保持するもの」と説明されている。 
●健康悪化の要因と疾病：うつ病患者が増加し、がん、
脳卒中、心臓病、糖尿病の４大疾病に、「精神疾患」を
加えて５大疾病とされる。健康維持・増進に欠かせない
ものは「運動・休養・栄養」で、運動不足が多い。 
●メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）：内臓
脂肪肥満に加えて高血糖、高血圧、脂質異常の２つ以上
を併せもった状態。予備軍が約１，０７０万人いる。 
●ロコモティブシンドローム：寝たきりや要介護になる
危険性がある状態で“ロコモ”と呼ばれる。 “運動器”
の衰えが原因。健やかに老いるには、「自分で歩ける、
自分で食べれる、ボケない」ことが大切。心身ともに自
立し、健康的に生活できる期間が「健康寿命」で、平均
寿命との間は寝たきりなどの「不健康な期間」。 
●超高齢化社会と介護：世界の人口は現在６７億人、４
０年後には９０億人になる。北欧諸国では高齢者の自立
支援を柱とした医療福祉政策を推進してきた。日本は世
界の国々の５倍の速度で高齢化した超高齢化社会だ。日

講演する西村さん講演する西村さん講演する西村さん講演する西村さん    

２０１３年の公開講座２０１３年の公開講座２０１３年の公開講座２０１３年の公開講座    

ドイツの健康保養地ドイツの健康保養地ドイツの健康保養地ドイツの健康保養地    
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海、気候療法、クナイプ、の種類がある。利用者数が１
９００万人、雇用もすごい。 
●気候療法：とにかく生気象、気圧とか気候、涼しいと
か冷たいとかをすごく大事にする。一番良いのは転地効
果で、その場所に行ったら気分が変わる。神戸市内から
ここに上がってくるだけで５℃以上気温が違う。 
●地形療法：３％から５％の緩やかな坂道を登っていく
と、運動負荷が適度に５５％か６０％になる。そういう
ものを利用したのを地形療法と呼んでいる。実際に健康
保養地で行われているプログラムは１回２０～４０分
歩く。最初は１６０－年齢（心拍数）で、馴れると１８
０－年齢で、上２００から下１１５で禁止する。 
●クナイプ療法：公園の至る所に水場がある。膝から下
に水の冷刺激を与え、暖めるのを繰り返すと、血液の流
れが良くなる。腕を水につけると降圧効果がある。 
水療法、運動療法、食療法、植物療法、秩序療法。世

界の中で一番古い自然療法だと言われているのがクナ
イプ療法だ。秩序療法というのは今日やった。樹で独り
でぼーっとしてたのが秩序療法、メディテーションだ。 

２．日本での健康保養地の動き 

■■■■日本のヘルスツーリズム日本のヘルスツーリズム日本のヘルスツーリズム日本のヘルスツーリズム    
●信州・信濃町の「癒しの森」：企業２９社で、３泊４
日とか２泊３日とか、新入社員研修をやっている。森林
でウォーキングをやって過ごすプログラムだが、新入社
員が１人も辞めていないという結果も生まれている。 
●信州ウエルネスツーリズム研究所：まち起こし、地域
起こし、地方再生の目玉としてやっている。町を縦断す
る企画として、ウォーキングで練り歩こうというのを私
が言い出してやり始めた。 
●かみのやま温泉クアオルト：蔵王の中腹、１０００ｍ
にあるウォーキングコースはミュンヘン大学の認定コ
ースだ。毎日ウォーキング６年目で、１２，０００人に
なっている。毎日歩いていても同じ所を歩かない。 
●熊野古道健康ウォーキング：熊野古道の地形や自然を
生かしている。ドイツの気候療法を活用している。 
●天草ヘルスツーリズム： 
早朝ウォーキングが４２ 
コースある。温泉もない 
小さなホテルで閑古鳥が 
ないていた。今や年間７， 
０００人も客が来るよう 
になった。 

市民セミナーVol.123 
六甲山で森林療法ノ 
西村 典芳 
2015 年８月発行 

 

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・我々だけではもったいない内容、学んだことを発信したい。 
・ヘルスツーリズムの新しい知識を学べた。やり方を見直す。 
・地域を元気にできる実践的な取り組みがすばらしい。 
・血圧測定、ストレッチ、ウォーキング、森でのソロにびっ
くり、講師の方と一緒のウォーキングは最高でした。 

・森の中を歩き心身ともにリラックス、血圧が５％減った！ 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：２３名（５０音順・敬称略） 
泉  美代子 伊谷 正弘 大上 政雄  大森 敦史 
岡  敏明 岡谷 恒雄 奥田 信也 兼貞  力 
木下 健二 倉持  隆 徳見 健一 堂馬 英二 
長野  繁 西村 典芳 藤井宏一郎 藤川 真司 
松本 俊夫 松本よしゑ 村上 定広 柳田千惠子 
山田 国久  妙見 昌彦 脇田 和子        
 

 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント：「六甲山での森林療法」～健康長寿を
目指して「お散歩でこの国を元気にする」～ 

・「健康を観光資源に」／神戸新聞2015.8.9記事 
・参加者募集チラシ:「ＫＯＢＥ森林植物園 ウエルネス
ウォーキング」 

・用具：血圧計、ウォーキングポール 

西村西村西村西村    典芳典芳典芳典芳：にしむら のりよし 

神戸山手大学現代社会学部観光文化学科 教授 

〒650-0006 神戸市中央区諏訪山町 3-1 

電話:078-940-1151 FAX: 078-940-1165 

Email: n-nishimura@kobe-yamate.ac.jp 
 

３．六甲山での活用 
■■■■ウエルネスウォーキングの推進ウエルネスウォーキングの推進ウエルネスウォーキングの推進ウエルネスウォーキングの推進    
●森林植物園でのモニター実験：２０１４年に六甲保養
地研究会で、森林植物園でウエルネスウォーキングをや
ろうという取り組みをした。 
●六甲健康保養地研究会： 
奥田会長が来ている。前の 
神戸夙川学院大学の公開講 
座で同じテーマで講演をし 
たのがきっかけで研究会が 
でき、ウエルネスウォーキ 
ングをやるきっかけになった。 
●森林植物園ウエルネスウォーキング：植物の観察では
なくて、健康のために歩くという価値付けをし直す。３
月に健康ウォーキングマップを納入するのが目標。 
●ウエルネスウォーキングの概念：人生を責任を自分で
持って、楽しく充実したものに、点検をしながら変革し
続ける。「気候性地形療法」を活用し、地域の人たちと
仲良く元気になって、まちを生活していこうというの
を、定義にしていきたい。「健康志向・楽しさ」の軸と
「スポーツ・ツーリズム」の軸で、全部を含んだものと
考えている。 
●ポートピアホテル「朝の森林浴散歩」：うちのゼミで
毎月第一水曜日にやっている。 
●多可町健康保養地推進計画：兵庫県多可町で「健康保
養地推進計画」を今年の春から始めた。エーデルささゆ
り」を拠点にして、「なか・やちよの森公園」を歩く。 
●六甲山の保養所の活用：六甲山の保養所をもう少し活
用できたらいい。眠っているところを若い人に借りて貰
って、私たちの活動とか考え方に共鳴して貰って、サー
ビスも一緒に提供できると面白い。 

西村さんのまとめ 
ウエルネスウオーキングは「活動」ではなく、「事業」

としてやることを覚悟しています。そこで雇用が生まれ
るくらいにやっていくことを考えて活動しています。 
（※スライドの締めくくりは、急がば回れ、地域が主体
となる「地域主権」と謳われていた） 

事務局から 

朝はウエルネスウォーキングを楽しむ指導、午後はヘ
ルスツーリズムや健康保養地の動向を解説していただ
きました。六甲山を健康保養地にするには、「健康増進
のもてなし」を豊かにする必要を痛感しました。 
 

天草プリンスホテル天草プリンスホテル天草プリンスホテル天草プリンスホテル    

水療法水療法水療法水療法    
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.125 
六甲山系のチョウ 
ノ谷本 祥二 
2016 年 4 月発行 

主催：主催：主催：主催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    
コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、コープこうべ環境基金、セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン記念財団記念財団記念財団記念財団    

 

「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す    

午前の記念碑台は快晴で２０℃、 
谷本さんと参加者１２人が「森と歴 
史の散歩道」を歩いてチョウの食草 
を探した。記念碑台から「まちっ子 
の森」を経由して、六甲山ホテル東 
端から記念碑台に戻った。道すがら、 
テングチョウ、クロヒカゲ、コツバ 
メ、アカシジミ、ジャコウアゲハな 
どチョウが見られる時期と食草を解説してもらった。 

谷本さん谷本さん谷本さん谷本さんの原点はオオムラサキの原点はオオムラサキの原点はオオムラサキの原点はオオムラサキとの出会いとの出会いとの出会いとの出会い    

兵庫県立人と自然の博物館の八木 剛先生から、「六甲山
系のチョウの変遷」に展示協力される谷本さんを紹介してい
ただいた。谷本さんとセミナーの準備でたびたびお会いして、
かなりのチョウの研究家であることを知った。 
郷里の高松で小学校３年生の時、 

チョウの専門家の導きでオオムラ 
サキと出会って、チョウの世界に 
入ったとのことだ。日常生活では、 
奥様もチョウの採集家で、チョウ 
に関係する予定を決めてから、年 
間の予定や計画を考えるとのこと 
で、チョウ中心の生活の様子だ。 
今回のセミナーでは、成人向き 

のセミナーにすることと、当会が整備している「森と歴史の
散歩道」の食草を調べてもらうことをお願いした。 

「チョウを知ってもらいたい」と「チョウを知ってもらいたい」と「チョウを知ってもらいたい」と「チョウを知ってもらいたい」といういういういう熱意熱意熱意熱意が伝わるが伝わるが伝わるが伝わる    

午後の講演では、前段として、午前中の自然散策で観察し
たチョウの食草と、チョウの見られる時期を説明し、「チョウ
にとっては気に入らないコースだろう」と残念そうだった。 
続いて、「六甲山系のチョウ」について約８２種類がいるこ

とやアサギマダラが多いことなどを紹介された。次に「離宮
公園のバタフライガーデン」について、スライドを使いなが
ら説明された。去年の５月から須磨離宮公園の東端でバタフ
ライガーデンづくりをされ、丸１年で４５種類のチョウを呼
べる状態になっている。バタフライガーデンで見られるチョ

講師：講師：講師：講師：谷本谷本谷本谷本    祥二祥二祥二祥二さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1955年（昭30）生まれ、60歳。高松市
出身、垂水区在住。1978年神戸大学経済
学部卒業、証券会社勤務を経て、1987
年から学習塾経営。小学校３年生のとき
から蝶のとりこになり、少しのブランク
を経て現在に至る。須磨離宮公園でバタ
フライガーデンづくりや観察会。小学
３年生の環境学習も手伝っている。 
 

 
第１２５回テーマ 

六甲山系のチョウ 

●六甲山系のチョウと食草 

●離宮公園のバタフライガーデン 
づくり 

●「あっと」驚くチョウの生態 

 

ウの紹介や、家庭でのバタフライガーデンづくりへと話題が
進んだ。 
休憩時間にセンターで開催 

している「六甲山系のチョウ 
の変遷」を見学し、主催者の 
平尾さんから標本の説明も聞 
くことができた。 
後半は、「あっと」驚くチョ 

ウの生態と題して、あまり知 
られていない変わった生態を 
次々と紹介された、鳥を惑わす擬態や、気温や地域での変異
などに目を見張った。 
最後は、カラスアゲハの吸蜜を実演していただいた。スト

ローを伸ばして蜜を吸っている様子を目にして、参加者は興
味が高まりざわついた。チョウづくしの１日で、皆さんが童
心に返ったようだった。 

まちっ子の森はチョウの食草が少ないまちっ子の森はチョウの食草が少ないまちっ子の森はチョウの食草が少ないまちっ子の森はチョウの食草が少ない    

チョウの目から「森と歴史の散歩道」を見てもらった。予
想以上に食草が貧相であることを確認した。放置山林化した
六甲山上の生態系の問題が明らかになったようで、植生の多
様化などの課題を実感する。そんな中でも、時期を選ぶとい
ろいろなチョウが見られることに勇気づけられた。 

※※※※詳しくは詳しくは詳しくは詳しくは次次次次ページをお読みページをお読みページをお読みページをお読みください。ください。ください。ください。    
 

実施日：平成２８年４月１６日（土） 

     午前１０時～ １５時１０分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

日本一長い蝶採り網日本一長い蝶採り網日本一長い蝶採り網日本一長い蝶採り網    

 標本を見ながらお話を聴くことで、とて 
もわかり易く自然保護の大切さをしみじみ 
感じました。西区神出町にある雌岡山では、 
生息していたギフチョウが、４０年前に絶 
滅したと聞きました。環境の変化、人為的 
等が考えられます。 
「六甲山を活用する会」の活動は、生き物たちと共存で

きる環境づくりの一役を担っている事業だと感じました。
初参加でしたが、メンバーの方たちを身近に感じ嬉しくな
りました。ありがとうございました。 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        向山向山向山向山さんさんさんさん    

 

まちっ子の森で解説まちっ子の森で解説まちっ子の森で解説まちっ子の森で解説    
展示会の展示会の展示会の展示会の標本標本標本標本をををを見学見学見学見学    

日日日日本の本の本の本の国蝶オオムラサキ国蝶オオムラサキ国蝶オオムラサキ国蝶オオムラサキ    
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２．離宮公園のバタフライガーデン 

■■■■去年５月からガーデンづくり去年５月からガーデンづくり去年５月からガーデンづくり去年５月からガーデンづくり    
ヨーロッパでは自分 

の庭でチョウを楽しん 
でいる。須磨離宮公園 
の東の端で、７～８年 
前から計画して去年５ 
月からボランティアで 
バタフライガーデンづ 
くりをしている。 
９００平方㍍の広さ 

があり、建物跡のため土はガチガチなので、土づくりか
らやっている。温室の中でチョウを放すのでなく、近隣
のチョウを集めようとするものだ。 

■■■■丸１年で４５種類が集まってきた丸１年で４５種類が集まってきた丸１年で４５種類が集まってきた丸１年で４５種類が集まってきた    
●●●●目標はきれいな６０種類目標はきれいな６０種類目標はきれいな６０種類目標はきれいな６０種類    
 離宮公園内で２５年間調査して、６９種類のチョウを
確認した。昨年の秋から今年の春までで４５種類が集ま
ってきた。丸１年で４５種類のチョウを呼べる態勢にな
った。ひとつの庭に神戸のチョウの半分が集まった。き
れいな６０種類のチョウを集めるのが目標だ。 
●●●●バタフライバタフライバタフライバタフライガーデンのチョウガーデンのチョウガーデンのチョウガーデンのチョウ    
 近畿で４８年ぶりにツマグロキチョウが大発生した。
どこにでもいるのがキチョウ、ミズイロオオナガシジミ
は尾状突起を持っている。イボタを食べるウラゴマダラ
シジミは、裏・碁・斑・シジミという意味で、小さいチ
ョウをまとめてシジミチョウという。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●鳥を騙す尾状突起 
 緑の中で目立つアカシジミは尾状突起を持っている。
これは鳥を騙すためのもので、尾の部分に目玉もついて
いて、ここを頭だと思わせて鳥に食われた間に逃げる。
尾状突起を食われた蝶を目にすることがある。トラフシ
ジミ、ミドリシジミも同様だ。 
●オオムラサキの羽化率は２～３頭●オオムラサキの羽化率は２～３頭●オオムラサキの羽化率は２～３頭●オオムラサキの羽化率は２～３頭    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 オオムラサキの幼虫はピカチュウに似た顔をしてい
る。エノキの袋がけで飼育している。３００～５００の

●六甲山系のチョウと食草 

●離宮公園のバタフライガーデン 
づくり 

●「あっと」驚くチョウの生態 
 

 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    
１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：１０ 
３．休憩  ：１４：１０～１４：４０ 
４．意見交換：１４：４０～１５：１０ 
 

第１２５回テーマ：六甲山系のチョウ 

第１２５回市民セミナーの流れ 
 

講演の経緯（谷本 祥二さん） 

◆チョウの目から見た「散歩道」／午前 
 午前中、「散歩道とまちっ子の森」を歩いてみて、た
いへん整備が行き届いていることにおどろいた。今回は
「散歩道とまちっ子の森」が「チョウにとってどうか」
という観点で歩いてほしいとのことだったので、チョウ
になった気持ちで歩いてみたが、正直、今回は５０点と
いったところだろう。 
チョウの食草（食樹）とし 

て確認できたのは、アセビ 
（多い）、コナラ（そこそこ）、 
スミレ類、イボタ、アラカシ 
（少し）という程度だった。 
周囲の環境や過去の観察など 
もふまえて、このあたりで見 
られるであろう主なチョウと時期をまとめてみた。 
（  ）内は、チョウの幼虫の（食草・食樹） 
５月初旬～５月中旬 コツバメ（アセビ） 
６月初旬～６月中旬 アカシジミ（コナラ） 
６月中旬～６月下旬 ウラゴマダラシジミ（イボタ） 
５月中旬～９月下旬 ツマグロヒョウモン（スミレ類） 
５月下旬～９月下旬 ジャコウアゲハ（ウマノスズクサ）
６月初旬～１０月下旬 テングチョウ（エノキ） 
６月中旬～６月下旬 ヒオドシチョウ（エノキ） 
 これ以外に、８月下樹～９月下旬にかけて、ヒヨドリ
バナ、ブッドレアの蜜を吸いに、「旅をするチョウ」ア
サギマダラがたくさん集まる。また、アゲハチョウの仲
間も５月下旬～９月下旬にかけて見られるだろう。 

講演内容／午後 

１．六甲山系のチョウと食草 

■■■■六甲山系のチョウは約８２種類六甲山系のチョウは約８２種類六甲山系のチョウは約８２種類六甲山系のチョウは約８２種類    
日本のチョウは約２５０種が土着している。その３分

の１、約８２種が神戸、六甲山系にいる。ガは約６，０
００いる。チョウはガの進化型だが、ヨーロッパから来
た分類で、チョウ（バタフライ）とガ（モス）のはっき
りした区別はない。ただ、夜活動するチョウはいないこ
とは確かだ。 

■■■■「旅をするチョウ」アサギマダラが多い「旅をするチョウ」アサギマダラが多い「旅をするチョウ」アサギマダラが多い「旅をするチョウ」アサギマダラが多い    
六甲山にはアサギマダラが多 

い。１０月２４日に和歌山を出 
て１週簡で神戸に着いた、マー 
キングがある。東北地方からベ 
トナムまで最長２，５００ｋｍ 
を飛ぶ。気温２０℃を好み、気 
温に合わせて移動する。旅をし 
ないで居着く個体もいる。六甲 
山は移動の中継地で、８月から 
９月、ヒヨドリバナ、ブッドレヤ、フジバカマに集まる。 
 

平尾さんが展示標本平尾さんが展示標本平尾さんが展示標本平尾さんが展示標本をををを解説解説解説解説    

食草を探す谷本さん食草を探す谷本さん食草を探す谷本さん食草を探す谷本さん    

４／２４のマーキング４／２４のマーキング４／２４のマーキング４／２４のマーキング    
があるアサギマダラがあるアサギマダラがあるアサギマダラがあるアサギマダラ    

ツマグロキチョウツマグロキチョウツマグロキチョウツマグロキチョウ    ウラゴマダラシジミウラゴマダラシジミウラゴマダラシジミウラゴマダラシジミ    アカシジミアカシジミアカシジミアカシジミ    

幼虫の食べる食草の植栽幼虫の食べる食草の植栽幼虫の食べる食草の植栽幼虫の食べる食草の植栽作業作業作業作業    

ピカチュウ？ピカチュウ？ピカチュウ？ピカチュウ？    エノキの袋かけエノキの袋かけエノキの袋かけエノキの袋かけ    オオムラサキの卵オオムラサキの卵オオムラサキの卵オオムラサキの卵    
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卵のうち成虫になるのは２～３頭（チョウは１頭２頭と
数える）、５００分の２。アゲハチョウの場合は１００
分の２で、親になれる確率はだいたいこの程度だ。 

■■■■家庭でミニバタフライガーデンづくり家庭でミニバタフライガーデンづくり家庭でミニバタフライガーデンづくり家庭でミニバタフライガーデンづくり    
  自分の庭でバタフライガーデンづくりをお勧めした
い。次のような点を留意するとよい。 

１．まずどんなチョウがいるのかを調べる。 
２．どのチョウを集めるのかを決める。 
３．食草は何を植えるのかを決めてピックアップする。 
４．５階まで上がってくる、ベランダでもできる。 
５．秋には完成させたい。 

食草だけでなく吸蜜植物もセットにして植えないと
いけない。ガーデンでは２０種を植えている。 

※平尾氏談：食草は５６種、庭で２６種、食草・樹木で
１００種。楽なのは手入れの要らない多年草。アオスジ
アゲハの場合、ヤブガラシを植えると蜜を吸いに来る。
食べてもらって喜ぶ。殺虫剤・農薬はいっさい使わない。 

３．「あっと」驚くチョウの生態 

■■■■チョウの擬態チョウの擬態チョウの擬態チョウの擬態    
コノハチョウ：羽根を閉じて止まると１枚の葉っぱにし
か見えない。葉っぱの軸まで擬態する。 
ミヤマカラスアゲハの幼虫：目のような物があるが目で
はない。鳥を驚かすために目のような模様がある 

■季節変異【季節によって変わる】■季節変異【季節によって変わる】■季節変異【季節によって変わる】■季節変異【季節によって変わる】    
ベニシジミ：スイバ、ギシ 
ギシを食べるチョウ、春型 
は色があるが、夏型になる 
と色がなくなりベニシジミ 
で無くなっている。 
タテハモドキ：左上は夏型で、 
出っ張りがあまりとがってい 
ない。右上の秋型になると羽 
根の形がとがってくる。葉っ 
ぱの軸も出てくる。左下の夏 
型の裏は明るい色だが、右下 
の秋型になると枯れ葉に似て 
くる。止まると１枚の枯れ葉 
に擬態する。目玉模様は少し 
大きくなる。 

■地域変異【地域によって変わる】■地域変異【地域によって変わる】■地域変異【地域によって変わる】■地域変異【地域によって変わる】    
場所によって模様が変わ 
るチョウがいる。 
ミヤマカラスアゲハ：左 
から順に、熊本、神戸、 

市民セミナーVol.125 
六甲山系のチョウ 
ノ谷本 祥二 
2016 年 4 月発行 

 

◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声◆参加者の声 
・スミレの花とかチョウの食草を、先生の話とパンフレット
を見ながら散策し、とてもわかりやすかった。 

・チョウの幼虫と植物との関係性がよくわかった。 
・須磨離宮バタフライガーデンの説明も興味深かった。 
・平尾さんのチョウのコレクションも素晴らしいでした。 
・まちっ子の森のアセビ伐採調査、道の整備は本当にきれい
できれいにされてびっくり。子どもたちも喜ぶと思う。 

・わきあいあいの交流ができた。また、参加したい。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：１６名（５０音順・敬称略） 
泉 美代子 伊谷 正弘 岡本 正美 岡谷 恒雄 
奥田 信也 長田 隆秀 加藤 紀久 楠本 里枝 
谷本 一美 谷本 祥二 堂馬 英二 中尾 啓子 
橋本 敏明 向山 和利 森川 正章 柳田千惠子 
 
 

◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    
・パワーポイント・配付資料：「六甲山系のチョウ」 
・パンフ：『神戸・六甲山系の蝶と食草Ⅱ』／「六甲山の自
然を守ろう会」提供 

・「六甲山系のチョウの変遷50年」／神戸県民センター主催 
・同上・展示解説チラシ 
・『まちっ子の森・樹木図鑑』／六甲山を活用する会 
 

谷本谷本谷本谷本    祥二祥二祥二祥二：たにもと しょうじ 

須磨離宮チョウの会 代表 

〒 655-0861 神戸市垂水区下畑町鷲ヶ尾

303-9-1-308 

電話: 080-5369-0166 

北海道と北へ行くほど青い模様が鮮やかになる。 
ナガサキアゲハ：右端の 
神戸産は白いものがチョ 
ロッと、左へ鹿児島、イ 
ンドネシア、南に行くほ 
ど白い紋が広がる。 

■生きた化石テングチョウ■生きた化石テングチョウ■生きた化石テングチョウ■生きた化石テングチョウ    
テングチョウ：アメリカで 
新生代の化石が見つかった。 
約４，０００万年前にチョ 
ウがいた証拠になる。天狗 
の鼻を比較するため、モン 
キチョウを横に並べた。 

■その他■その他■その他■その他    
フクロウチョウ：海外のチョウ、目 
玉の模様で鳥から身を守る。 
クロシジミ：天敵であるアリに育て 
られるチョウが日本に５種、神戸で 
はクロシジミ１種、絶滅に近い。幼 
虫をくわえて巣に持ち帰りエサを与 
えて大きくする。そのかわりアリは、 
幼虫の背中から出てくる蜜を吸う。 

◆カラスアゲハの吸蜜を実演 
最後にチョウに蜜を吸わせる実演 

をする。ハチミツを１５倍くらいに 
薄めて、カラスアゲハに吸わせる。 
ここにストローがある、くるくる巻 
いているのが伸びる。ビロードのよ 
うな黒い毛があるのがオス。周囲を 
気にしないで１０分くらい吸う。１ 
つの花には蜜が少ないので、ちょん 
ちょんと吸って次の花に飛んでいく。 

まとめ（谷本さん） 
六甲山の上までよく集まってくれたと感謝します。午

前中の食草探しから午後も熱心に参加していただいた
ので、つい、話す声も大きくなった。大変楽しかった。
六甲山の身近なチョウを深く知ってもらいたい。バタフ
ライガーデンなどを通じて昆虫少年の育成に務めたい。 

事務局から 
形にとらわれず団らんしながらのセミナーになった。

会場で開催している展示会で出展者の平尾さんにも解
説していただいて、チョウの紹介内容が豊かになった。
「まちっ子の森」と「散歩道」はチョウの食草が貧相と
のことで、森の整備の重要さを改めて実感した。 

フクロウチョウフクロウチョウフクロウチョウフクロウチョウ    

左：左：左：左：テングチョウテングチョウテングチョウテングチョウ    

カラスアゲハの吸蜜カラスアゲハの吸蜜カラスアゲハの吸蜜カラスアゲハの吸蜜    

ナガサキナガサキナガサキナガサキアゲハアゲハアゲハアゲハ    

タテハモドキタテハモドキタテハモドキタテハモドキ    

ベニシジミベニシジミベニシジミベニシジミ    

ミヤマミヤマミヤマミヤマカラスカラスカラスカラスアゲハアゲハアゲハアゲハ    
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【あ】 
アーチ 26 
アート･エイド･神戸 28 
アオスジアゲハ 42 
青谷道 35 
アカシジミ 41 
明るい灯火を掲げる 28 
アゲハチョウ 41､42 
アサギマダラ 41 
アセビ 41 
アセビ伐採調査 18 
尼崎の２１世紀の森 13 
天草プリンスホテル 37 
天草ヘルスツーリズム 39 
アラカシ 41 
有野村から土地を購入 31 
歩く権利 7 
（兵庫県立）淡路景観園芸学校 12
  
【い】 
生きた化石テングチョウ 42 
井戸 敏三 いど としぞう 1 
井上 真 いのうえ まこと 6 
イボタ 41 
『いまここにある明日』 17 
入会林野の研究 6 
入浜権 7 
 
【う】  
ウィーンの森 12 
ウェルネスウォーキングの定義 39 
慈 憲一 うつみ けんいち 8 
海の本専門店 28 
『海の本屋のはなし』 27 
埋め立て事業 15 
ウラゴマダラシジミ     41 
雲仙観光ホテル 26 
 
【え】  
ＮＰＯ法案 15 
 
【お】  
横臥療法（おうがりょうほう） 37 
欧風文化 15 
大きな歴史と小さな歴史 29 
太田 猛彦 おおた たけひこ 16 
オオムラサキ 40 
オオムラサキの幼虫 41 
オール灘 36 
奥村 千吉 おくむら せんきち 

31 
 

エリノア・オストロム     6 
表六甲ドライブウェイの復興 31 
フレデリック・ロー・オルムステッ

ド 11 
雄滝(おんたき)茶屋の保存運動  23 
 
【か】 
外縁者の便益 6 
快適環境形成機能 16 
海文堂、震災、そして陳舜臣さん＋

野坂昭如さん 27 
海文堂閉店 28 
回遊道路 31 
笠原 一人 かさはら かずと 24 
上高地（帝国）ホテル 26 
かみのやま温泉クアオルト 39 
カラスアゲハの吸蜜 42 
唐櫃（からと）小学校 30 
ガレット・エクボ 11 
環境資源管理 6 
神田 孝平 かんだ こうへい 22 
 
【き】  
企業メセナ奨励賞             28 
基金の運営         15 
掬星台（きくせいだい）                 9  
気候療法 39 
季節変異 42 
北尾 鐐之助 きたお りょうのすけ

 31 
協治の研究 6 
京都工芸繊維大学 26 
居留地 21 
居留地外国人 21､22 
『近畿景観』 31 
キンダースカウト事件 7 
近代化産業遺産 25 
近代観光レクレーション 12 
近代公園制度 21､22 
 
【く】  
クアオルト（健康保養地） 38 
宮内省のデザイン 26 
クナイプ療法 39 
久保 貞 くぼ さだ 11 
熊野古道健康ウォーキング 39 
アーサー・ヘスケス・グルーム 12 
クロシジミ 42 
軍艦ホテル 9 
 
【け】 
健康悪化の要因と疾病 38 

県民行動プログラム 18 
 
【こ】 
小泉 信三 こいずみ しんぞう 

 16 
コープこうべ 17 
行動規範の共有 7 
高山植物園 31 
神戸開港 150 年 15 
神戸クロニクル 35 
神戸空襲 28 
神戸市背山総合開発計画 32 
神戸市都市整備公社 34 
神戸都市問題研究所 15 
神戸の市民まちづくり 22 
神戸レガッタ＆アスレチッククラブ

 35 
神戸山手大学 39 
神戸又新（ゆうしん）日報 31 
「神戸よ」（陳舜臣) 28 
交遊花園ノ地（公園） 22 
国立公園のメリット 32 
小代 薫 こしろ かおる 21 
小林 良宣 こばやし よしのぶ 

 28 
 
【さ】 
坂バス 10 
雑居地 21､22 
砂防法 12 
三陸大津波 35 
山林の放置 6 
山林の保全 16 
 
【し】 
しあわせの村 15 
静岡大学山岳会関西支部 17 
自然アクセス制度 7 
自然公園法 32 
自然保護法の改正と規制の強化 32 
市民のための行政 15 
市民福祉振興協会 15 
アレキサンダー･キャメロン･シム 

 35 
Ａ．Ｃ．シムの偉業 35 
シム記念摩耶登山マラソン 34 
シム記念摩耶登山マラソンの歩み 

 34 
シム記念摩耶登山マラソン実行委員

会 36 
シムのラムネを復活 35 
地元のボランティア 35 

索引  

『六甲山物語５』には六甲山にまつわる多種多様な事実や話題が登場します。人名、

地名、機関名、テーマ名、植物名、動物名、資料名など、解説を加えている３３２の

用語を選んで掲載しました。また、巻末には第１３回～１５回の「六甲山魅力再発見

市民セミナー」の年間プログラムも掲載していますので、併せてご参照ください。 
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宿泊型特定保健指導 38 
消費者問題神戸会議 15 
昭和初期の賑わい 31 
昭和１３年の水害 9 
昭和４２年の水害 9 
照葉樹林 12 
植林作業 12 
所有権の内在的制約 7 
シルバーカレッジ 15 
震災後の文化活動支援 28 
震災時のメッセージ「神戸よ」 28 
信州ウエルネスツーリズム研究所 

 39 
信州･信濃町の「癒しの森」 39 
真・善・美 12 
森林の７つの機能 16 
森林王国の都市経営 16 
森林植物園ウェルネスウォーキング

 39 
森林植物園でのモニター実験 39 
（六甲山）森林整備戦略 13 
 
【す】 
水源涵養機能 16 
スクラッチタイル 26 
須磨離宮チョウの会 42 
スミレ類 41 
 
【せ】 
生態系サービス 13 
生物多様性保全機能 16 
世界のヘルスツーリズム事例 38 
絶対的排他的権利 7 
瀬戸内海国立公園 12､32 
『一九四五・夏･神戸』 29 
 
【そ】 
雑木林 12 
ソフトの運営協議会 13 
祖父の見た六甲山 30 
 
【た】 
大都市直下型の地震 15 
高岡 勇 たかおか いさむ 30 
高尾山 10 
多可町健康保養地推進計画 39 
宝塚ホテル 25 
タテハモドキ 42 
谷本 祥二 たにもと しょうじ  

40 
旅をするチョウ、アサギマダラ 41 
丹波の森公苑 11 
 
【ち】 
地域活動賞 36 
地域住民の健康づくり 38 
地域変異 42 
（神戸）地域ビジョン委員会 18 
地球環境保全機能 16 
地形療法 39 
地方創生と人口問題 38 
超高齢化社会と介護 38 

チョウの食草 41 
チョウの擬態 42 
陳舜臣 ちん しゅんしん 

 16､27､28､29 
陳舜臣追悼号 29 
陳舜臣・野坂昭如比較神戸考 29 
 
【つ】 
ツマグロキチョウ 41 
  
【て】 
出遅れた阪急 31 
寺田 寅彦 てらだ とらひこ 15 
天上寺 8 
 
【と】 
ドイツの健康保養地（クアオルト）

 37､38 
堂馬 英二 どうま えいじ 17 
都市コモンズ 7 
『都市政策』 16 
土壌災害の防止機能 16 
都市問題策定懇話会 16 
トレランの着想 35 
 
【な】 
ナガサキアゲハ 42 
中瀬 勲 なかせ いさお 11 
灘区民まちづくり会議 9 
『なだだな』 8 
灘百選の会 35 
 
【に】 
新野 幸次郎 にいの こうじろう 

 14 
西村 典芳 にしむら のりよし 

 37 
日本建築学会近畿支部 24 
日本最初の長距離ロードレース 35 
日本最大の森林都市 14 
日本のヘルスツーリズム 39 
日本庭園 13 
日本二大廃墟 9 
日本美の再発見 12 
 
【ぬ】 
布引雄滝（おんたき）茶屋 21 
布引雄滝茶屋 100 年の軌跡 23 
布引の滝に感謝する会 23 
布引遊園地 22､23 
 
【の】 
野坂 昭如 のさか あきゆき 29 
 
【は】 
ギャレット・ハーディングの論文 

 6 
ハーフチンバー 25 
禿げ山化 12 
禿げ山の問題 6 
馬券売り場建設反対運動 27､28 
八馬汽船 26 

服部 保 はっとり たもつ 12 
花園社中 21､22 
パブリック・アート 13 
原口 忠次郎 はらぐち ちゅうじ

ろう 30 
阪急食堂 25 
阪急・阪神ホールディング   24 
阪神（淡路）大震災 9､14､32 
阪神間モダニズム 26 
阪神倶楽部 25 
阪神大水害 12､31 
阪神の六甲山経営 31 
阪神･阪急の誘致合戦 31 
阪神・阪急と開発競争 31 
万人権（ばんにんけん） 7 
 
【ひ】 
東遊園地 12､22 
（兵庫県立）人と自然の博物館 11 
兵庫県立大学 7 
兵庫創成研究会 16 
表現主義 25 
ヒヨドリバナ 41 
平塚 嘉右衛門 ひらつか かえも

ん 25 
平野 義昌 ひらの よしまさ 27 
ビリヤード室 26 
 
【ふ】 
風景観の原点 12 
風景を見れるだけの素養 12 
風致地区 31 
フクロウチョウ 42 
再び照葉樹林 12 
再び、六甲山の景観計画を考える 

11 
ふだん使いの山 8 
プチ･シンポジウム報告書 17 
フットパス 7 
ブッドレア 41 
ブルーノ・タウト 12 
古塚 正治 ふるつか まさはる 

 24､25 
古塚 正治のホテル論 26 
文化遺産としての六甲山ホテル旧館 

 24 
文化機能 16 
 
【へ】 
ベニシジミ 42 
ヘルスツーリズム 37 
ヘルスツーリズム認証 38 
ヘルスツーリズムの位置づけ 38 
ヘルスツーリズムの社会的背景 38 
 
【ほ】 
ポートピア博覧会 15 
保健レクレーションの機能 16 
ボストン・コモン 13 
ボストンのグリーンライン 13 
『火垂るの墓』 29 
ボランティアの活動 15 

admin
Text Box
  6
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本多 静六 ほんだ せいろく 

 12､16 
『ほんまに』 27 
『本屋の眼』 29 
 
【ま】 
前が辻 30 
前田 康男 まえだ やすお 34 
まちっ子の森          18 
まちづくり協議会 9 
摩耶ケーブル 9､31 
マヤカツ 10 
マヤ暦 10 
摩耶観光ホテル（軍艦ホテル） 9 
摩耶山 8 
摩耶山カレー 36 
摩耶山再生会議 9 
摩耶山再生の会 9 
摩耶山再生の会の活動 8 
摩耶山の活性化 35 
まやビューライン 9､35 
回る十国展望台 9 
万平ホテル 26 
 
【み】 
三俣 学 みつまた がく 5 
味泥復興委員会 9 
ミニバタフライガーデン   42 
ミヤマカラスアゲハ    42 
 
【む】 
村野 藤吾 むらの とうご 26 
 
【め】 
メタボリックシンドローム 38 
 
【も】 
モータリゼーション時代 31 
森地 一夫 もりち かずお 30 
森と歴史の散歩道 18､40 
monte702（モンテ 702） 10 
 
【や】 
野外活動の哲学 7 
ヤブガラシ 42 
山を歩くという文化 30 
山小屋風ホテル 24､25 
闇市焼跡派 29 
 
【ら】 
落葉広葉樹 12 
 
【り】 
離宮公園のバタフライガーデン 41 
リュックサックマーケット 9 
 
【れ】 
レガシー・レジェンド・ストーリー 

 16 
 
【ろ】 
ローカルルール 6 

ロコモティブシンドローム 38 
六甲アイランド基金 15 
六甲アイランドの建設 15 
六甲ケーブル 31 
六甲国立公園期成促進連盟 32 
六甲山開発史バージョン２ 30 
六甲山グリーンベルト整備事業 13 
六甲山経営株式会社 30 
六甲山系のチョウ 40 
六甲山系のチョウと食草 41 
六甲山自然保護センター 49 
『六甲山心中』 29 
『六甲山辞典･総集編』 19 
六甲山で森林療法 37 
六甲山に目を向ける 19 
六甲山の外人村 30 
六甲山の森林整備戦略 16 
六甲山のストーリー 16 
六甲山の茶屋 21 
六甲山の茶屋群をみんなの文化財に

 21 
六甲山の利活用を考える 5 
六甲山は泣いている 31 
六甲山発郷土誌（マップ） 17､19 
六甲山発郷土誌づくりの歩み 17 
六甲山ホテル開設 25 
六甲山ホテル旧館 24､25 
六甲山ホテルの譲渡 30 
六甲山房 28 
六甲山魅力再発見市民セミナー 18 
『六甲山物語』 18､27 
六甲山利用者の想い 32
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平成平成平成平成２２２２７７７７年度年度年度年度    六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー（（（（２０２０２０２０１１１１５５５５年年年年４４４４月月月月～～～～１０１０１０１０月月月月）））） 

開催開催開催開催    テーマテーマテーマテーマ    講師講師講師講師    ページページページページ    

第第第第121121121121回（４月）回（４月）回（４月）回（４月）    六甲山の茶屋群をみんなの文化財に六甲山の茶屋群をみんなの文化財に六甲山の茶屋群をみんなの文化財に六甲山の茶屋群をみんなの文化財に 小代小代小代小代    薫薫薫薫        （建築家） ２１ 

第第第第122122122122回（回（回（回（６６６６月）月）月）月） シム記念摩耶登山マラソンの歩みシム記念摩耶登山マラソンの歩みシム記念摩耶登山マラソンの歩みシム記念摩耶登山マラソンの歩み 前田前田前田前田    康男康男康男康男    （シム記念摩耶登山マラソン実行委員長） ３４ 

第第第第123123123123回（回（回（回（８８８８月）月）月）月） 六甲山での森林療法六甲山での森林療法六甲山での森林療法六甲山での森林療法 西村西村西村西村    典芳典芳典芳典芳    （神戸山手大学 現代社会学部 教授） ３７ 

第第第第124124124124回（回（回（回（１０１０１０１０月）月）月）月） 
六甲山の利活用を考える六甲山の利活用を考える六甲山の利活用を考える六甲山の利活用を考える    

～資源管理の議論から～～資源管理の議論から～～資源管理の議論から～～資源管理の議論から～ 三俣三俣三俣三俣    学学学学        （兵庫県立大学 経済学部 教授） ５ 

平成平成平成平成２２２２８８８８年度年度年度年度    六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー（（（（２０１２０１２０１２０１６６６６年年年年４４４４月月月月～～～～１０１０１０１０月月月月）））） 

第第第第125125125125回（４月）回（４月）回（４月）回（４月）    六甲山系のチョウ六甲山系のチョウ六甲山系のチョウ六甲山系のチョウ 谷本谷本谷本谷本    祥二祥二祥二祥二    （須磨離宮チョウの会 代表） ４０ 

第第第第126126126126回（回（回（回（６６６６月）月）月）月） 文化遺産としての六甲山ホテル旧館文化遺産としての六甲山ホテル旧館文化遺産としての六甲山ホテル旧館文化遺産としての六甲山ホテル旧館 笠原笠原笠原笠原    一人一人一人一人    （京都工芸繊維大学） 助教 ２４ 

第第第第127127127127回（回（回（回（８８８８月）月）月）月） 摩耶山再生の会の活動摩耶山再生の会の活動摩耶山再生の会の活動摩耶山再生の会の活動 慈慈慈慈    憲一憲一憲一憲一        （摩耶山再生の会 事務局長） ８ 

第第第第128128128128回（回（回（回（１０１０１０１０月）月）月）月） 
海文堂、震災、そして陳舜臣さん海文堂、震災、そして陳舜臣さん海文堂、震災、そして陳舜臣さん海文堂、震災、そして陳舜臣さん++++野坂昭野坂昭野坂昭野坂昭
如さん如さん如さん如さん 平野平野平野平野    義昌義昌義昌義昌    （ミニコミ誌 執筆者） ２７ 

平成平成平成平成２２２２９９９９年度年度年度年度    六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー（（（（２０１２０１２０１２０１７７７７年年年年４４４４月月月月～～～～１０１０１０１０月月月月）））） 

第第第第129129129129回（４月）回（４月）回（４月）回（４月）    再び、六甲山の景観計画を考える再び、六甲山の景観計画を考える再び、六甲山の景観計画を考える再び、六甲山の景観計画を考える 中瀬中瀬中瀬中瀬    勲勲勲勲        （兵庫県立人と自然の博物館 館長） １１ 

第第第第130130130130回（回（回（回（６６６６月）月）月）月） 六甲山上六甲山上六甲山上六甲山上を市民のものにを市民のものにを市民のものにを市民のものに 新野新野新野新野    幸次郎幸次郎幸次郎幸次郎    （（公財）神戸都市問題研究所 理事長 １４ 

第第第第131131131131回（回（回（回（８８８８月）月）月）月） 六甲山開発史六甲山開発史六甲山開発史六甲山開発史    バージョン２バージョン２バージョン２バージョン２ 森地森地森地森地    一夫一夫一夫一夫    （日本ボーイスカウト兵庫連盟 コミッショナー） ３０ 

第第第第132132132132回（回（回（回（１０１０１０１０月）月）月）月） 六甲山発郷土誌づくりの歩み六甲山発郷土誌づくりの歩み六甲山発郷土誌づくりの歩み六甲山発郷土誌づくりの歩み    堂馬堂馬堂馬堂馬    英二英二英二英二    （六甲山を活用する会 代表幹事） １７ 

市民セミナープログラム  

年度毎の「六甲山魅力再発見ガイド１３・１４・１５」も発刊 
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     編集後記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『六甲山物語５』を発刊することができました。さらに、ＣＤ－Ｒ版の制作も進めています。

既刊の『六甲山物語１・２・３・４』、『六甲山辞典・総集編』ＣＤ－Ｒ版を併せると、「六甲山

発郷土誌」として活用していただける知的産物を保有することになります。これらの産物と運

営のノウハウ等を広く紹介したいと考えています。 

 

「六甲山魅力再発見市民セミナー」は平成２４年度から、４月･６月８月･１０月の年間４回、

午前中は県立自然保護センター周辺の散策と組み合わせた新シリーズとして開催しています。

延べ１５年間で合計１３２話を重ねて、講師１２６名、参加者総数３，５２５名で１回平均２

６．７名になります。 

 『六甲山物語５』は、平成２７年度第１３期～平成２９年度第１５期の１２回の報告書を再

編集したものです。『六甲山物語１･２･３・４』の６つのジャンルを基にして、テーマを広げた

り深めたりしました。平成２７年度は「六甲山の地域特性を生かす活動」を取り上げ、平成２

８年度は「六甲山の現在・過去の魅力」を焦点にしました。平成２９年度は市民セミナーの最

終年度を記念して、「広い視点から六甲山を考える」テーマをお願いしました。また、３年を通

じて、午前中に「まちっ子の森」や「森と歴史の散歩道」を自然体験したのも特徴です。 

 

 １３２回の「六甲山魅力再発見市民セミナー」を終えて、『六甲山物語５』まで刊行できたの

は、着手したときには想像もできなかった喜びです。講師の皆さん、参加者の皆さん、多くの

協力者・運営スタッフの皆さんのご理解とご支援に、改めてお礼を申し上げます。 

そして、このような産物や成果を多くの人たちに伝えることに注力する所存です。 

 

平成３０年１月 

『六甲山物語５』編集委員会 

 

 

 



 

「六甲山物語「六甲山物語「六甲山物語「六甲山物語５５５５」」」」    

六甲山を六甲山を六甲山を六甲山をさらにさらにさらにさらに知る知る知る知る    続続続続１２１２１２１２話話話話    

平成２７～２９年度「六甲山魅力再発見市民セミナー」総集編 

発行日 ：２０１８年１月３１日 

編集制作：六甲山を活用する会 

制作協力：株式会社ワークスタイル研究所 

印刷製本：株式会社プリントネット 

ご支援いただいた機関・団体の皆さま 

「六甲山魅力再発見市民セミナー」の開催と報告書の発刊、および関連行事等

に関して、多くの皆さまからご支援をいただきました。改めてお礼を申し上げ

ます。 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：環境省近畿地方環境事務所、兵庫県神戸県民センター、神戸市教育委員

会、灘区役所、 

助成：（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、コープ

こうべ環境保護基金、セブン－イレブン記念財団、自然保護ボランティアファ

ンド、ＧＧＧ国立･国定公園支援事業、灘区役所、ひょうご県政 150 周年記念県

民連携事業 

委託：兵庫県神戸県民センター                 （順不同） 

市民セミナーの会場として県立六甲山自然保護センターを利用させていただ

き、神戸県民センターのお世話になりました。 

このたびの『六甲山物語５』の発行は、（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴム

グループ環境保護基金）の助成金に加えて、ひょうご県政 150 周年記念県民連

携事業の助成をいただくことで実現しました。また、株式会社ワークスタイル

研究所には編集・制作でご協力いただきました。 
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